/^#0/ie®/" sound, vision, sou I 

AV マルチチヤンネルアンプ 

VSA-AX4ASi 
VSA-AX2AS 



インターネツトによる登録のお願い 


http://www.pioneer.co.jp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありびとラございました。 

蝶社では、お買い上げいただいたお客様に r お客様登録」をお願いしていまず。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせな 
どをお届けいたします。なお上記アドレスは、困ったときのよくある質問や各種 
お問い合わせ先の案内、カタログや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立 
てる サービスの 提供を目的とした ページで ず。 


取巧説明書 


ホ—ムシアタ—入門る部のちが接続 再を 応用操作 設定 リモコンエキス八—卜参ち\巧術資料困つたと宝 
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を全上のご注意 


•を全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

•ご使用の前にこの r 安全上のごま意 J をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をを全に 
正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな給 
表示をしていまず。その表示と意味は次のよラになつ 
ていまず。 

内客をよく理解してか5本でをお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性が想定されるの客を示し 
ていまず。 


心主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性が想定される巧容および物の損害の 
みの凳生が想定される内容を示していまず。 


給表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む）しなければな目 
ない巧客であることを示していまず。 

図の中に具体的なミ主意内客(左図の場合は感 
電ま意)が描かれています。 

(S) 記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 

参記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示巧客(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 
いまず。 
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A 警告 


臭常時の処置 


を 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると火災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントからおいてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですか5 
絶対おやめ < ださし、。 


を 


• 万一内部に水や異物等び入った場含は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか5巧いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用ずると火災- 
感電の原因とな0ます。 


を 


万一本機を落としたり、カノ く一を破損した 
場合は、機器本体の電源スイツチを切り、 
電源プラグをコンセントか5抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となりまず。 


設置 


を 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこ0 
や金属物び付着している場含は、電源プラ 
グを抜いてか5乾いた巧で取0除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 


Q 


電源コードの上に重いをのをのせたり、 
コー ドび本機の下敷きにな5ないように 
してください。また、電源コードび引っ張 
日れないようにしてください。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因となります。 コー 
ドの上を敷物などで覆ラことにより、それ 
に気づかず、重い物をのせてしまうことび 
お0ます。 


Q 


• 放熱をよくするため他の機器、壁等か5間 
隔をと0、またラックに入れる時はすを間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
方で通風孔をふさびないでください。内部 
に熱びこもり、火災の原因となることびあ 
ります。 

—あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置く。 
テーブルク□スなどをかける。 


0 


• 着脱式の電源コード(インレツトタイプ) 
が付属している場合のごま意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場含、発熱により火災 • 
感電の原因となることびあります。また電 
源 コー ドは本製品に付属のわのがは使 
用しないでください。他の電源 コー ドを使 
用した場合、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱か5火 
災•感電の原因となることびあります。 
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使用環境 



この機器に水び入ったり、城らさないよラ 
にごま意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にごま意ください。 



風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。乂災•感電の原因となります。 


0 

(D 


本機の通風孔などから、内部に金属類や燃 
えやすいものなどを差し込んだ0、落とし 
込んだりしないでください。乂災•感電の 
原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではごま意ください。 

本機のカノ (一をかしたり、改造したりしなし、 
でください。内部には電圧の高い部分があ 
0、火災 • 感電の原因となります。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼くださし、。 


0 


表示された電源電圧（交流1日日ボルト 
己日 Hz/60 Hz)]； (がの電圧で使用しない 
でください。火災•感電の原因となります。 


0 


この機器を使用でさるのは曰本国巧のみで 
す。船舶などの直流 (D C) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因とな0ます。 


使用方を 


0 


電源 コー ドを傷つけたり、加工したり、無理 
に曲ブたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないでください。 コー ドび赋員して 
火災•感電の原因となります。 コー ドが傷ん 
だら(芯線の露出、断線など)、販売店に交換 
をご依頼ください。 




雷が鳴0出したらアンテナ線や電源プラグ 
には触れないでください。感電の原因となり 
まず。 



本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物を置かないで < ださい。こぼれた 
り、中に入った場を、火災•感電の原因とな 
ります。 



城れた手で(電源)プラグを抜き差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 


0 


製品に付属の電源]ンセントには、そのパネ 
ルおよび取扱説明書に表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
で < ださい。火災の原因となります。 

電熱器具、 ヘアー ドライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないで < ださい。また表示してあ 
る電力];(内であってち、電源を入れた時に大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい。 


A 注意 


握 


〇 


電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱したり、ほこ0び付着して火災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあ 
0ます。 


A 

A 


• キャスター付きの場合にはキャスター止 
めをして < ださい。動いたり、倒れたりし 
てけびの原因となることびあります。 

♦ テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場をは、それぞれの機器の 
取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明 
に従って接続してください。また、接続は 
指定のコードを使巧してください。 


0 


電源プラグは、根元まで差し込んでをゆる 
みびあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して乂災の原因となることがあ 
ります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


0 


ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
り、倒れたりしてけびの原因となることび 
おります。 


0 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこ0のをい場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びおります。 


A 


電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大をな音が出て聴力障害など 
の原因となることびあります。 


Q 


本機の上に重いものやが枠からはみ出る 
ような大きなものを置かないでくださし、。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけ 
びの原因となることびあります。 


0 


本機の上にテレビを置かないでくださし、。 
放熱や通風び巧げ5れて、火災や故障の原 
因となることがあ0ます。(取扱説明書でテ 
レビの言ミ置を認、めている機器は除さます。） 
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異常時の処置 


0 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張5ないでください。コードび傷つさ火 
災•感電の原因となることびあります。必 
ずプラグを持って抜いて<ださい。 


0 


電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。]-ドの被ふくび溶けて、火災•感電 
の原因となることがあ0ます。 


を 


移動させる場合は、電源スイッチを切0お 
ず電源プラグをコンセントか5抜さ、外部 
の接続コードをがしてから、巧ってくださ 
い。コードび傷つさ火災•感電の原因とな 
ることびおります。 


♦ お子様びカセットテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないよラにごま意ください。 
けびの原因になることびあ0ます。 

• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上 
ばすざないようにごま意ください。耳を刺 
激するよラな大きな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響をちえることがあ 
0ます。 


を 


旅行などで長期間、ご使用にな5ない時は 
安全のため必ず電源プラグをコンセント 
か5抜いてください。 


電池 


0 


本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあり 
ます。重い場含は、持ち運びは2人上で 
行ってください。 


0 


指定!;の電池は使用しないでくださし、。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液ちれに 
より、火災 • けびや周囲を巧損する原因と 
なることがあ0ます。 


A 


♦ アンテナエ事には技術と経験び必要でず 
ので、販売店にご相談ください。 

送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることびありまず。 

一巨 S , C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取りつけてく 
ださい。 


0 


窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることびあ0ます。 


A 


電池を機器内に挿入ずる場含、極性表示(プ 
ラス(十)マイナス(一)の向き)にま意し、表 
示どおりに入れてください。間違えると電 
池の破裂、液をれにより、火災 • けびや周囲 
を巧損する原因となることびあります。 



長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池から液びをれて火災、 
けび、周囲を'汚損ずる原因となることがあ 
0まず。ちし液びをれた場含は、電池ケース 
についた液をよく拭き取ってか5新しし谭 
池を入れてください。また万一、ちれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


使用方法 


0 


ディスクを使用する機器の場含、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器内で高速回転しますので、飛び 
散ってけびの原因となることがあ0ます。 


0 


電池は加熱したり分解したり、火や水の中 
にし m ないでください。電池の破裂、液もれ 
により、火災、けびの原因となることびあり 
まず。 


f 呆守■点検 


0 


• レーザーを使用している磯器では、レー 
ヴー光源をのぞさこまないでくださし、。 
レーザー光び目に当たると視力障害を起 
こすことびあ0ます。 


0 


長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因と 
なることびあ0ます。 


本纖こ乗ったり、ぶ5下がったりしないで 
ください。特にお子様はごま意ください。 
倒れたり、壊れた0してけびの原因になる 
ことびあります。 


A 


• 己年に一度く5いは内部の掃除を販売店な 
どにご相談ください。内部にほこりびた 
まったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることびあります。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前Iこ行ラとより効果 
的でず。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 


♦ お手入れの隙は安全のた奴に電源プラグを 
コンセントか5抜いて行ってください。 
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閣 百 g ] 



サブリモコン 
( VSA - AX 4 ASi のみ） 



セツトアップ用マイク 
(己 m ) 



電源コード 




単3お乾電池 
(IEC R 巨 P ) 
( VSA - AX 4 ASi /4 本 
VSA - AX 2 AS /2 本） 


iPod ケープル 

保証書 

ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 
取扱説明書(本書） 
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u モコン 
(メイン) 


設置について 


A 

警告 


放熱のため本機の上に物を置いたり、巧 
やシートなどを被せた状態でのご使用は 
絶対におやめください。異常発熱により 
故障の原因となる場をがあります。 
ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cmi；Lb 空間をあけてください。 



リモコンに電池を入れる 


I 」モコン（メイン) 



サブ I 」モコン （ V 5 A - AX 4 A 5 i のみ） 


A 

ミ主意 








電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性があります。 LU 下の点につ 
いて特にごま意ください。 


新しい乾電池と一度使用した乾電池を湿ぜて使用しないでください。 

乾電池のプラスとマイナスの向をを電池ケースの表示どおりに正し<入れてください。 

乾電池には同じ形状でを電圧の異なるをのがあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 

長い間 （1 力月じし b ) u モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出して<ださい。 
液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよ<おさ取ってか6新しい乾電池を入れてください。 

不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理して<ださい。 


U モコンの操作範囲び極端に狭くなってさた日、電池を交換してください。 

電池を交換する隙は、なるべく已分 L 以内に行ってください。それ ULh では、 U モコンの設定び解除される可能性びあります。再度 U モ 
コンの設定を行う場合は、「他機器を操作するための U モコン設定をする」をご覧ください ( S 8 ページ)。 
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付属品を確認する 
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本機で設定できること . 

IJ スニング環境の設定について 

〜ヴラウンド再生のための設定〜 . 

本機の Advanced MCACC とは . 

システムセットアップ設定の手順 . 

Auto MCACC をよ0詳細に測定/設定する 
スピーカーの使用用途を選択する 

〜 Suit Back System 〜 . 

I 」スニング環境をお好みに調整する 

〜 Manual MCACC 〜 . 

スピーカー 出カレベルの微調整 

(Fine 加 Level ). 

スピーカーまでの 距離の微調整 

(Fine SP Distance ). 

定在波制御 （Standing Wave ). 

チャンネルごとの周波数特性の補正 

(EQ Adjust ). 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 
(EQ Professional ) 


スピーカーの接続 . 

スピーカーインピーダンスの切り換え 
映像機器の接続について 
(パイオニアビデオコンバーター） ........ 

TV (モニター）の接続 . 

□ VD プレーヤーの接続 . 

□ VD レコーダーやビデオデッキの接続 
ビデオカ^ラやゲーム機器の接続 ........ 

前面端テを使った接続 . 

地上デジタル/衛星チューナーの接続.. 
映像信号のコンポーネントビデオ接続. 

アナ□グ音声機器の接続 . 

プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 

デジタル音声機器の接続 . 

電源コードの接続 . 


フ□ントパネル . 

フ□ントパネルドア内部 . 

I 」モつン（六イン） . 

アンプコント□-ル部 . 

テレビ/他機器コント□-ル部…. 
サブリモ]ン ( VSA - AX 4 ASi のみ) 

U ァパネル . 

フ□ントノ くネルディスプレイ . 


音声や映像の調整機能〜 AV 調整〜 . 43 

iPod をつないで再生する . 47 

iPod の接続 . 47 

iPod の音楽を再生する . 48 

iPod のいろいろな音楽再生 . 49 

iPod Photo の映儘を再生する . 49 

HDMI 伝送で高品位な音青と映儘を再生する . 已日 

HDMI 対応機器を接続する . 50 

HDMI 対応機器を再生する . 50 

US 目経由でパソコンとつないで再生する 

( VSA - AX 4 AS 做み） . 已1 

ドライバーのインス!-ール . 已1 

ドライバーのインス!-ールの確認 . 52 

USB オーディオ再生をする . 已3 

マルチチャンネルアナ n グ信号を再生する . 已4 

マルチチャンネルアナ□グ接続 . 已4 

マルチチャンネルアナ□グ再生する . 已4 

i . LINK で接続した機器を再生する 

( VSA - AX 4 ASi のみ） . 已曰 

LUNK 対応機器の接続 . 已日 

LUNK 機器を再生する . 已曰 
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録音/録画しなび5別の入力の機器を再生する....已目 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 已7 

映像信号を切り換えて再生する 

(ビデオセレクト機能） . 已7 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する . 57 

スリープタイマーを設定する . 已8 

再生中の音声や設定内容を確認する 

(ステータス画面） . 已8 
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MCACC MEM 日 R 丫のデータ管理をする 

〜 Data Management 〜 . 

設定データを確認する （MCACC Data Check ) .... 
設定データをコピーする （MCACC Data Copy ).. 
設定データの名前を変更する (Memory Rename )... 

設定データを消去する （Memory Clear ). 

スピーカーやサブウーファーの音を調整する 

(Manual SP Setup ). 

スピーカー接続と低音再生能力を設定する 

( Spe ヨ ker 5白 ttin 呂） . 

テスト!-ーンを聞いて出カレベルを調整する 

(Channel Level ). 

スピーカーまでの 距離を調整す る 

(Speaker Distance ). 

超低域音声のピークレべ>1レを調整する 

(Bass Peak Level ). 

広い部屋での高音域を抑制する （ X - Cu 「 ve ) ........ 

サラウンドバックスピーカー間の距離を設定する 

(THX Audio Settin 呂） . 

U アパネル端子に入力した音声/ 

映像信号を設定する 〜 Input Setup 〜 . 

ディスプレイに表示される入力名を変更する . 

その他の機器の設定をする〜日 ther Setup 〜 ...... 

システムセットアップ画面の位置を調整する . 

接続している i 丄 INK 対応機器を確認する 
( VSA - AX 4 ASi のみ） . 


モ3ン 


他機器を操作するためのリモコン設定をする . 88 

他機器の U モコン信号を本機のリモコンに 

呼び出す（プリセットコード設定） . 88 

リモコンで他機器を操作する . 89 
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本長〜こんなことびでをます〜 


高音質-を機能な本機 VSA - AX 4 ASi および VSA - AX 2 AS の主な特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進む 
と、それぞれの機能や操作を楽しんでいただけます。 

本書の掲載ページ 


の Advanced MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
の音場設定を自動化しました。音場を正確に測定 
し、チャンネル間の空間情報の歪みを補正します。 
この新型タイプは、一般家庭に起さやすい定在波の 
制御や、補正前後の特性をグラフ表示することなど 
を巧能です。 

原音追求のにめ、実際の製作現場で行われる高精度 
な調整技術を研究し、家庭用に改良したをのです。 

(2 j 新開発 phase control 機能户 

^ソースからスピーカーまでの信号伝送経路によって 
生じていた低域の位相とタイ S ングのズレを補正 


し、原音に忠実な力強いサウンドを実現します。 



THX SELECT 2 の認証を取得 

厳しい規格基準をク U アして 「THX SELECT 2」 規格 
の認証を受けています。 THX 認定映画館と同等の巧 
生環境をホームシアターで実現するためのさまざま 
な機能が搭載されています。 


多彩な接続端子 

^ • iPod の音楽や映像を楽しめる、 iP 日 d 専用端テ 
-映像と音声をデジタル伝送でをる HDMI 端テ 
- DVD オーディオや SACD の高音質マルチチャン 
ネル伝送が可能な i.UNK 端子* 

-パソコンに記録されている音楽データを再生でき 
る USB AUDI 日端テ* 

*VSA-AX4ASi のみ 


(p ) その他の主な特長 

• あらゆるデジタル音声フォーマットに对応 
-パイオニアビデオコンバーターを搭載 
-学習機能付き多機能 LCDU モコンを付属 
-省エネルギー設計(待機時□.日 W ) 



R12 

「 U スニング環境を測定して最適な 
設定をずる 〜 Auto MCACC 〜」 

R69 

「部屋の残響特性の測定と残響を考 
慮した滿正 (EQ Professional )」 



R42 

「位相を合わせて音の打ち消し含い 
を防ぐ （PHASE CONTROL )」 


〇 「1 デジタル音声フ オー マツトについて」 


R47 

npod をつないで再生する」 

厂^ "0 

L > 「HDMI 伝送で高品位な音声と映像 
を再生ずる」 

R55 

aUNK で接続した機器を再生する」 

R51 

「 US 目経由でパソコンとつないで再 
生する」 


P.107 

「デジタル音声フオーマツトについて」 

R27 

「映像機器の接続について」 
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广 

パイオニアの設計思想：アドバンスド-マルチチャンネル-ステレオフォニック思想 

「原音再生とは、ヴウンドク U エーターの思い （ soul ) も伝えること」 

といラ私にちの思想を実現するため、政下の3ステップをお約束します。 

ステップ 1) 妥協を排した高音質設計 

ステップ 2) 視聴環境の精密調整機能 (Advanced MCACC ) の搭載 
ステップ 3) 原音製作ち(エアースタジオ技術者）による音質チューニング 
この思想は、映画制作のスタンダードであるルーカスフィルム社(八 U ウッド)や、音楽レコーディング業 
界の最高峰エアースタジオ社（□ンドン）といった、実際の制作現場の技術者への徹底的なヒア U ングによ 
り構築されました。_ 














まずはほつてみましよう 


ホームシアター乂 P 3 


本章 r ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチヤンネル再生を楽しむことができます。 








巧另;^ 接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」 r スピーカーとの接続」 

設定する . n 」 スニング環境を測定して最適な設定をする 〜 Auto MCACO 

を贡; 5 a 再生する .「 DVD のサラウンド再生」 




7ルチチヤンネルサラウンド再生とは 


3本じ(上のスピーカーでをチャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待でき 
ます。 

©ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生ずる場合 

マルチ ch ソフト（已 .1 ch 収録び一般的）には各チャンネルに独立した音声び収録されているため、忠実な己.] ch 再生 
でち十分な立体感が得5れますび、色々なモードとの組みをわせによ0、最大7.] ch での臨場感あふれる再生ち可能 
です。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーサラウンドなどの2 ch (ステレオ）ソフトを再生ずる場合 

ソフトび2 ch 収録の場合でを、ドルビープ□□ジック IIX や Ne 日:6技術などを施すことで、最大7.] ch での再生び巧 
能です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることち、ホームシアターの醒醜味です。 



サラウンド 
スピーカー左 ( SL ) 


常にずベての スピーカーから 音び出ているとは 
限りません。 


サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 


广 


DVD ソフトの音声記録方式口才ーマット)を知るには？- 

多くの DVD ソフトでは、パッケージ(裏面)に政下のように表示されています。1枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることが多く、聴<音声を選ぶことがでさます。 


例） 


③ )） 


収録音声数 


1. 英語 （5.1 ch サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド 

3. 英語 （ DTS 已 .1 ch サラウンド） 

記録ち式 


□III DOLBY I 

DIGITAL 


□日 Ldolby surround 


音声記録ち式(フォーマット） 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォーマツ トであるため、単に「己.1 ch サラウンド」と記載されている場含は、 
「ドルビーデジタル(已 .1 ch )」 であることを示します。 
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まずはほつてみましよう 


スブップ j 巧続する 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから巧いてください。 


テレビ / DVD プレーヤーとのち続 


ドルビーデジタルや DTS といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要です。 

接続の前に、別売りのビデオコード2本、同軸ケーブル(または光ファイバーケープル ）1 本をご用意ください。 

同軸ケーブルにはビデオコードが代用でをます。 

光ファイバーケーブルで接続する場合は設定の変更が必要です。詳しくは入力の設定( I 叩山 Setup ) (一84ぺージ) 


VSA-AX 4 ASI 


一助像出力^1 

© *a 


DVD プレーヤー 


をご覧ください。 


どちらか一方で接続 


f | I 巧 

II 


同軸ケーブル 

(推奨） 


光ファイバー 
ケーブル 


^|^デジタル出力4^ 

L 

1 卿 1 哪 

巧 同即 
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デオコード 







テレビ 







■同卽ケースレ/光ファイバ‘ーケーブル 

-急な角度に f 斤り曲げないでください。保管 
するとをは、直径び]已 cmULL になるよラ 
にして < ださい。 

-接続の隙は端テの向きを合わせてしっかり 
契まで差し込んでください。誤った向さで 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケー 
ブルを抜いてをシャッターび閉ま5なくな 
ることびあります。 



■ビデオコード 

一般的な映儘用コードで、 
コンポジツトフオーマット 
の映像信号を伝送します。 


ビデオコード 


ゾ 
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まずは使つてみましよう 


スピーカーとの接続 


7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を行ラことで、サラウンドバックやセ 
ンタースピーカーびない場含でもお持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドび楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用くださし、。 


すべての接続が終了した 
5、電源コードを家庭用 
コンセントに接続します。 

L 



フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


サラウンド\ 
スピーカー左 ( SL ) 


ヴラウンドパック 
スピーカー左 ( SBL ) 


センター ( C ) 


ち ( SBR )/ 左 ( SBL ) 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するとさは L ( Single ) 
端テ側に接続してください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 


① 


哉 



①線をねじる。 

③ スピーカー端 テを緩め、 スピー 
|| 力ーコードを差し込む。 

③スピーカー端子を締奴つける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読み < ださい。） 


A 

ま意 


インピーダンスが目0〜1日^3のスピーカーをご使用ください。 

6 Q じ(上8 Q 未満のスピーカーをご使用になるときは r スピーカーインピーダンスの切り換え」 

(一2日ページ)を行ってください。 

スピーカーと本機の+/—を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出してい 
ないことを確認してください。芯線が U アパネルに接触したり、 +/- が接触すると、保護回路 
が働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ g 設定する 


リスニング居境を測定して最適な設定をする〜 A 山0 MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
でをます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです*1。 

*1 も記の全体の琉れは 、 Auto MCACC の r 日 ptbn 」 で [ ALL ] 性項目を自動測 
定)を還択したとをのちのです。 


ち記①〜®の測定/解析にかかる時間 

の合計2〜巨分程度 


金 


測定中は大さな音でテスト I -ーンが出力され 
ます。近離住宅や小さなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 


•サラウンドバックチヤンネルの設定 
-測定、設定値の保存先選お 

♦ 

初期測定(測定環境のチ X ック） 

①暗疆音（部屋の騒音）の測定 
③マイク感度の診断 
③各 ch のスピーカー有り無し判定 

_ 4 _ 

ピーカーの有り無し判定結果のユーヴー確認(または修正 )I 


システム全体の稱ホ斤測定 

④ スピーカー システム 

馆 ch の低域再生能力を判風 
愈スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正) 

⑥ スピーカーからの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑦ 定在波制御 

(定在波の影響を軽減） 

⑥残響特性の測定 
⑨視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


1 


システム全体の觸析結果のチェック 

) 


7 ；セットアップ用マイクを接続する 


パワード 

サブウーファー ( SW ) 


r お機の MCACC SETUP M に端テに付属の'] 

L セツトアップ用マイクを差し込みます 


フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 



〇 




〇 

"〇" 

〇た Mcm 魯^^ 

8 

'ド ◎ ◎ © © 


1 

(圓 i )®) 



リスニングポジション、、 
(耳の位置)に王脚や台などを 
使って水平に設置します。 



サラウンド\ 
スピーカー左 ( SL ) 


サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


マイク部 

セツトアップ用マイク 


サラウンドパック 
スピーカー左 ( SBL ) 


付属のセットアップ巧マイクを TV モニ 
ターの近くに置いてオートセットアッ 
プを行わないで < ださい。 


2) 測定の開始から自動設定の終了まで 


-測定を途中で中断したと去は、それまでの測定内容は確定されません。 

-システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスクリーンセーバー機能び働きますび、いずれかのボタンを巧すこと 
で再び同じ画面を表示します。 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーと U スニングポジション(マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でをないことびあります。 

-測定中は U スニングポジションから離れて、备スピーカーの外側から U モコンで操作を行ってください。 








































































まずは使つてみましよう 


广む STANDBY/ON 


鱼 


□ 田 


本機とテレビの電源を入れる。 

本体のむ STAND 目 Y / ON ボタンを押します。 


サブウーファーを接続しているとをは、測定のためサブウーファーの 
電源を入れてボ U ユームレべルを適度に上げておいてください。 


I DVB， I I CM I muniii iHoowai 

Ql Igl G 3 

°fr- ， or*©Ff 

0 ** な。-〇…‘ 

o o o 

®" CJ" O"^ 
ド猫-す 


2 テレビに本機のメニユー画面を表示させる。 

AV アンプボタンを押してから設定ボタンを押します。 


設定ボタンを押したあとに、テレビにニュー画面が表示されるよう 
テレビ側の入力切換を合わせて<ださい。 



3 



3 [1 .Auto MCACC ] を選んで巧定する。 

4 サラウンドバックシステムの設定をする。 

通常は [Normal ( SB )] を還択します。 

詳しくは r スピーカーの使用用途を選択する」（一已4ペー 
_ジ)をご覧ください。_ 

5 測定/設定値の保巧巧を選ぶ。 

保存先は [ Ml . MEMORY 1] から [ M 日. MEMORY 日] 
_までを選ぶことびできます。_ 

6 [0 K ] を選んでミ夫定する。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

手順7(なページ)へお進みください。 


4 


[M1. MEMORY 
Setting Start? [OK] 

[Option] 


金 



オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 

ボ U ュームを下げることをできますが、正しく設定さ 
れない場合があります。ルさなお子様が近くにいる場 
合などはごま意ください。 

[ Option ] を選んで決定すると、項目別の測定を行うこ 
とができます。詳しくは 「Auto MCACC をより詳細に 
測定/設定する」（一日3ページ)をご覧 < ださい。 



メッセージの意味 

-付属のオートセットアップ用マイクを接続し 
て' IJ スニングポジションに配置して<ださい。 
-サブウーファーを接続している場合は電源を 
入れてボ U ュームレべルを適度に上げておい 
て < ださい。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 







10 



7 自動測定が開始されます。 

まずは初期測定ほ、 ij 定環境チェック）です。 

Ambient Noise :暗騒音(部屋の騒音)の測定 
Microphone :マイクの感度を診断 
Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 
「Ambient Noise」 および 「Microphone」 のチェックでエ 
ラーが表示されたとさは、測定環境およびマイクの接続を 
もラー度確認し、 [Retry] を選んでもう一度測定することを 
お勧めします。和-►で[白日 NEXT] を選択し、次の測定へ進 
むことちでさます。 


8 スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカーちり無し判定につしでは!;(下の表をご覧くだ 
さい。 

(Check!) 画面の見かた 


有無 

スピーカ^^ 

接続している 

接続していない 

規定がの接続 

Front 

フ□ントをち 

YES 

ERR 

ERR 

Gsnt 色广 
センター 

YES 

N 0 

--- 

Surround 
サラウンドちち 

YES 

N 0 

ERR 

SB 

サラウンドパック 

Yx 1(1 つ接続） 
YX 2 につ接続） 

--- 

ERR 

SUB W . 

サブウーファー 

YES 

N 0 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[日 K] を選んで決定ボタンを巧します。 

もラー度自動測定をやり直ずとき 

[Retry] を選んで決定ボタンを押しまず。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

[Retry] を選んでもラー度自動測定をやり直してみてく 
ださい。それでち間違ってしまうときは4 t 和ーボ 
タンで正しい設定に直したあとミ央定ボタンを押します。 


14 


エラーが 表示をれた6 

判定結果で [ ERR 日 R !] び表おされた場合は、スピー 
力一の接続を間違えている可能性びあります。 
[ Retry ] しても結果び同じような場合は一度電源を 
切り、スピーカーの接続を確認してください。また、 
途中で測定エラーによる警告び表示されている場 
合びありますので、そのときは画面の指刑こ従って 
ください。指示の詳しい内容については「システム 
セットアップでの MC 冉 C 巳宿場補正)時に表おさ 
れるメッセージの意味」（一124ぺージ)をご覧く 
ださい。 


9 


補正用測定が開始されます。 

Speaker Settin 呂：各スピーカーの低域再生能力判定 
Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 
Speaker Distance :スピーカーまでの距離を解析 
Standing Wave :定在波の影響を軽減 
Reverb Measurement :残響特性の測定 
Ago Cal EQ Pro . :出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって2〜目分程度かかりますので、手順1日の画面にな 
るまでしばらくお待ちください。 


スピーカー有り無しの確認画面で 、 SUB W . を 
「 NO 」 から 「 YES 」 に直して決定すると、サブウー 
ファーのレベルを確認するためにサブウーファー 
のみ再測定を行います。 


10 「MCACC Data Check 」 の画面が表示された5 
自動測定は終了でず。 

「測定/設定結果を確認する」にお進みください。 




















































4. 定在波制御 


2 .スピーカーの出カ レベル 


3.スピーカーまでの距離 


まずはほつてみましよう 


13〜14ぺージの手順1〜10を行ってか SUTF にお進み 
<ださい。 


1 It ボタンで項目を選んで決定し、測定された内 

容を確認ずる。 

確認後は戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 

さ測定項目について、詳しくは r 設定データをお認する」 

(一74ぺージ)をご覧ください。_ 

「•同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置の影響によ I 
りスピーカーの大小判定び一致しないことびあります。設定を変 
更したい場合はシステムセットアップの「スピーカー接続と低音 
再生能力を設定する」卜77ぺージ)を行ってください。 

-サブウーファーまでの距離は、サブウーファー本体び持つ回路の 
電気的遅延を含めて測定するため、距離びやや遠めに設定される 
ことびありますび、遅延補正として最適な解析結果ですので、距離 
を修正する必要はありません。また、他のスピーカーち音響特性を 
測定して距離設定をしているため、実測したスピーカーまでの距 
離とは異なることびあります。 


設定ボタンを巧して才ートセットアップ (Auto 
MCACC ) を終了する。 

通常動作に戻ります。 


己.視聴環境の周波数特性 


1.スヒーカーシステム 


4a2.Channel Level 

MCACC 

L 

C 

R 

SR 

SBR 

SBL 

SL 

sw 

-S.OdB 

-S.OdB 

-S.OdB 

-1.5dB 

-0.5dB 

-0.5dB 

-1.5dB 

+2.0dB 

の 

回回□因 

囚 s 固 

图因 

: Return 



4a4.Standing 

Wave 

Mr Am 4 h'liHi'iH 円け 1 け•垂 

Standing Wave Control 


ON 

Filter Ch 

[Main ] 

No.1 

2 3 

f [ 68 hz ] 1 

120hz 1[ 201 Hz ] 

Q [ 5.0 ] 1 

5.0 1 [ 5.0 ] 

\ [ O.OdB ][ 

O.OdB 1 [ O.OdB ] 
。： Return 


4a1.Speaker Setting 


： 0iQn 

: SMALL 


Front 
Center 
Surr : SMALL 
SB : SMALLX2 
SUB W. : YES 


3 IS 曰 


4a5.EQ Data Check 

63Hz : —— 

MCACC 125Hz : 0.0 

Ch [ L ] 250Hz : 0.0 

500 Hz : 0.0 

1kHz : +2.0 
_ 2kHz : -1.0 

.. - - — 4kHz : -2.0 

■- 8kHz : -4.5 

' - 16kHz : -7.0 

I TRIM : 0.0 

よ 、： Return 



測定/設定結まを確認する 


I || 記 11111 



ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ3再生する 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再生 


1 本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

0 STANDBY / ON ボタンを押して電源を ON にします。 

_(サブウーファーは、「ステップ2」の Au 扣 MCA 巳 C を行ったときと同じ音量にしておきます。）_ 

2 テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像び表示されるように設定する。 

たとえば、本機の MONITOR OUT 端テと接続しているテレビの入力び「ビデオ1」の場合は、テレビ 
の入力を「ビデオ1」に切り換えまず。 


3 DVD プレーヤーの電源を ON にする。 

4 リモコンの DVD ボタンを押して、本磯の表示を 「 DVD / LDJ にする。 

SIGNAL SE 1_ E 巳 T 表示び DIGITAL ( AUTO ) になっていることを確認してください。 

表示び ANALOG になってし、たら SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL ( AUTO ) に切り換えます。 

5 AUTO SURROUND モードにする。 

ディスプレイに AUTO SURROUND と表ホされるまで AUTO SURR/STREAM D 旧 ECT ボタン 
を巧して < ださい。 


6 DVD を再生する。 

再生する前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および9日 kHz PCM の音声信号び出力されるように設定してくださし、。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音青の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声 (5. 1 ch サラウンドまたは 
ドルビーサラウンドなど)を選んでください。 

CD などの場合はステレオ （2 ch ) 再生になります。 


7 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調壁する。 


6STANDBY/0N 


ドルビーデジタル日.1 ch 信号を 
7.1ch で再生したとさの表示例 



サラウンドをよ0楽しむために 

①いろいろな音場効果を加えることびでをまず。 
(一37ぺージ） 

霞より詳細な設定を行うこともで去まず。 

(一63ページ） 

何か巧題はありましたか？ 

r 故障かな？と思ったら」をご覧ください。 

(一] ] 8ページ） 

誤使用防止のため、取扱説明書は必ず 
最後までお読みください。 






























































フ□ントパネル 


各部のを祿とはた6ま 


の® ③の® ® (7) 





® INPUT SELECTOR ダイヤ J レ 

本機の入力を切り換えます。 

感む STANDBY/ON ボタン 

本機の電源を入/切（スタンバイ）にします。 

③ PHASE CONTROL ボタン 

PHASE CONTROL モードの ON / OFF を切0換え 
ます。（一42ページ） 

® MCACC POSITION ボタン 

M 巳 ACC MEM 日 RY を選択します。（一40ページ） 

© PHASE CONTROL インジケーター 

PHASE 巳 ONTROL モードを日 N に言受定してし)る 
ときに点灯します。（一42ページ） 

© リモコン受光部 

下記 r U モコンの操作範囲」参照。 

@ HDMI インジケーター 

HDMI ケープルで接続されている機器が選択されて 
いるときに点灯します。 


® 表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

(一24ぺージ） 

(9) D に ITALPREC 旧 I 0 N PROCESSING ィンジ 
ケーター 

デジタル信号を処理しているとさに点灯します。 

® Advanced MCACC インジケーター 

MCACC MEM 日 RY の1〜日のいずれかが選択され 
ているとさに点灯します。 （-^40 ページ） 

⑩し LINK インジケーター ( VSA - AX 4 ASi のみ） 

i . LINK で接続されている機器が選択されているとき 
に点灯します。 

DIGITAL VIDEO SCALER インジケーター 
( VSA - AX 2 AS のみ） 

解像度の設定を PURE 政外に設定しているとさに 
点灯します。（一4己ページ） 

@リスニングモード切換ボタン 

U スニングモードを選びます。（一37ぺージ） 

〇 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 


リモコンの操作節囲 

本機を U モコンで操作するときは、 U モコ 
ンをフ□ントパネ J レの U モコン信号受光部 
に向けて < ださい。 



U モコンと本機との間に障害物があったり、リモコン 
受光部との角度が悪いと操作ができない場含がありま 
す。 

U モコン受光部に直射日光や董光ななどの強い光が当 
たると誤動作することがあります。 

ホ外線を出す機器の近くで本機を使用したり、赤外線を 
利用したほかの U モコン装置を使用したりすると、本機 
が誤動作することがあります。逆にこの U モコンを操作 
すると、他の機器を誤動作させることちあります。 


各部のち棘 
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1 








































































各部のち祝とはた 6 を 


フロントパネルドア内部 



① SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一己目ページ) 

@ AV PARAMETER ボタン 

AV 調整機能の設定になります。（^43ぺージ） 

③なみ片畔 / ENTER ボタン 

AV 調整機能やシステムセットアップの操作を行い 
ます。 

@ MULTI ROOMS SOURCE/RECSEL ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチルーム機能）に使用します。（^日4ぺージ） 
また、録音/録画をする際の REC SELECT 日 R とし 
てを使用します。（^己目ぺージ） 

CONTROL 

后 IJ の部屋(ヴブルーム)で再生する入カファンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER V 日 LUME ダイヤルで月 IJ 
の部屋の音量を調節します。 

ON/OFF 

マルチルーム機能を入/切します。 


® STEREO ボタン 

U スニングモードをステレオモードに切り換えま 
す。（一37ぺージ） 

感 PHONES 端子 

ヘッドホン端テです。（一3日ぺージ） 

® SETUP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。 

日2ぺージ） 

⑩ RETURN ボタン 

システムセットアップで1つ前の画面に戻ります。 

® MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（一12ページ） 

〇 VIDE 日/ GAME 2 INPLm 瑞モ 

ビデオカ:ラやゲーム機を接続するために、前面に 
備えた入力端テです。（^30ぺージ） 


感 VIDEO SELECT ボタン 

音楽を聞さながら他の入力のビデオ映像に切り換え 
ます。（一己7ぺージ） 


© S に NAL SELECT ボタン 

入力信号の種類(□做 TAL / ANAL 日 G / HDMI など) 
を切り換えます。（一3日ページ） 


@ SBch PROCESSING ボタン 

サラウンドバックチャンネルまたはバーチャルサラ 
ウンドバック処理の日 N / AUTO / 日 FF を切り換えま 
す。（一41ぺージ） 
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る部のち抑とはた 6 を 


モコン(メイン） 


アンプコント□-ル部、チューナーコント□-ル部、 TV / 他機器のコント□-ル部の3つに分類されます。 
本機の U モコンはを操作ボタンごとにじ(下のよラに色分けされています。 

緑=アンプコント□-ル 
ホ = DVD コント□-ル 
黄 = iPod 〕 ント□—ル 
白=他機器コント□-ル 


I •窗困] 


い VD) CV) 


ちのボタンのよラに、黒い四污巧で書かれた入力や機能は、シ 
フトボタンを押しなびらそれぞれのボタンを押ずことで使巧 
することびでをます。 


アンブコン^ a — 



本機を操作するとさに使います。 


AV アンプ 〇 ボタン 

本機の電源を ON または日 FF (スタンパ 
イ状態)にします。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 


アンプ操作ボタン 

1」スニングモードボタン 

( THX 、 STANDARD 、 ADV . SURR 、 
STEREO 、 S.D 旧 ECT ): いろいろな音場 
効果を加えることびでをまず。(一37 
ベージ） 

MCACC : M 巳 A 巳 C MEMORY を選択し 
ます。(^40ぺージ） 

音青入力: 入力信号の種類(アナ □ グ/デ 
ジタル/ HDMI など)を切り換えまず。 

卜3巨ぺージ） 

SBch 処理 サラウンドバックチャンネル 
またはバーチャルサラウンドバックチャ 
ンネルの ON / AUTO/OFF を切り換えま 
す。 (^41 ページ） 

PHASE ： PHASE CONTR 曰 L モードの 
ON/OFF を切り換えます。(一42ぺージ） 


状態確認ボタン 

選択/設定されている機能の情報を 
OSD に表示させて確認でをまず。卜已8 
ぺージ） 


シフトボタン 

黒い四角巧で表示された入力や機能を選 
択したいとさに、このボタンを押しなび 
らそれぞれのボタンを押しまず。(^3已 
ぺージ） 

例： r 巧一！シフトを押しなびら DVD を 
巧すと、 CD 入力の選択となり 
ます。 

シフトを押しなびら入力切換 


入力切巧 

回 



厂グ -si 
AV ご/プ乂力哪 i 


八 " iwjse 

BS - 


1^，ム,でI 

xmm 


m 


i CD I [ TV I [VIDEO?] テレロ M 

^^01 

I DVR 2 I I CD-R I IHULTTWI lfl 00 H 2 / 3 l 


ス U - ブ ナログ 

o o か" 

O 巧 0 



H I •" I »■1 つ _ 

o o o — I 


田 ■• 止 I わづかの 


CD 4 D 

け ,• I HDD irpypH . 

の I 



Pmneer 1 


( AV アンプ〉 


J 


入力切換ボタン 

本磯の入力を切り換えます。 

マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えまず。また他機器 
を操作するとをの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 

AV アンプボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

アンプ操作ボタン ( AV アンプボタン 
を巧してか5操作しまず。） 

スリープ： ス1」ープタイマーを設定しま 
す。（一已8ページ） 

映像切換： 音楽を聴をなびら他の入力のビ 
デオ映像に切り換えまず。（^已7ぺージ） 
アナ□グ ATT ： アナ□グ信号び入力され 
ているとを、入力信号のレベルび高すぎて 
音び歪んでいるとをに巧ずと聴去やす<な 
ります。（^已7ぺージ） 

SR + :プラズマディスプレイとの連動 
モードを切り換えます。（一102ページ） 
ディマー： フ□ントパネル表示部の明るさ 
を切り換えます。（一已7ページ） 

S . レト U バー： MP 3 などの圧縮音声の音 
質を向上させます。（^42ぺージ） 


曰呈 +/ —ボタソ 

本機の音量を調節します。 

消音ボタン 

消音します。 


を巧すと、通常とは逆の順番 
での入力選択となります。 


る部のちが 
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各部のち祝とはた 6 を 


テレビ/他機器コントロール部 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは n 」 モコンで他機器を操作する」（一89ページ)をご覧ください。 


マルチコント□ールボタン 

U モコンの操作モードを切り換えます。 ’ 

お手持ちのテレビを r テレビ基本操作ボタ 
ン」で操作するには、マルチコント□ール 
部の「テレビ操作」ボタンにお手持ちのテ 
レビのプ U セツトコードを割り当ててく 
ださい。（一88ページ） 


テレビ薑本操作ボタン 

〇 :テレビの電源を入/切しまず。 

入力切換： テレビの入力を切り換えます。 
チヤンネル +/- :テレビのチヤンネル 
を切り換えます。 

音量 +/— ： テレビの音量を調節します。 


他機器連動ボタン 

起動時連動および終了時連動操作を行い 
まず。卜1□目ページ） 


厂グ 、1 


〇 


しシステム g I 、 

@ — 

m 


I CD I I TV I I VIDEO 2 1 テレビ 1 

I DVR 2 I I CD-R I IMULT1INI I fROaC/Sl 

コ 


a の一，ナロ 

0 0An 

ディ 7 - レト山 

o o o 

o o o 


卜が思 - 

03 

感 

CM レペル 
だュー - 

M 

目 

アレビ •巧 

⑩ 9 

入力切 》 チャンネル 

つ1 1 

し, 1 

H 11 1 

の〇 〇1 

1 BW9 止 II 

-" 1 

^1 11 ' 1 


◎⑩◎風 


フォト X 

口•の @ I 

「化 , 《化 | THX STANDARD ADV.SURR ' 

— U* • <s) 

PHASE MCACC S.DIRECT 




/^#o/»eer 

( AV アンプ j 


入力機器むボタン 

他機器の電源を入/切しまず。 


数字ボタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
おに使巧します。 


メニューボタン 

各機器のメニュー画面の操作などをしま 
ず。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをしまず。 


シフトボタン 

黒い四角枠で表示された磯能や、シフト 
ボタンを巧しなびら学習させた機能を 
使巧したいとさに、このボタンを押しな 
びらそれぞれのボタンを巧します。 

8日、日□ぺージ） 

例：丘亞：シフトを巧しなびら►を押す 
W と、録画機能の使巧となりま 
す。 
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サブリモコン ( VSA - AX 4 ASi のみ) 


各部のを觀とはた6ま 


サブ U モコンはよく使ラ機能のみを備えたシンプルな U モコンです。音量の調整や入力の切り換え、 iPod をつな 
いだとさのコント□ールがでさます。またマルチルーム機能を使っているとさは、他の部屋で本機をコント□一 
ルすることをでさます。 


AV アンプ 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンパ‘ 
イ状態)にします。 

マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。 


iPod コント□—ルボタン 

iPod をつないでいるときに、再生/停止 
などの操作や機能の切り換えなどをしま 
す。（一 47 ページ） 


AV アンプ 

励 

MAIN 

^^3 


ROOM 2 


ROOMS 

GQSI 1^3 

O 


(み 






国 


Pioneer 


マルチルームボタン 

マルチルーム機能の使用時にコント 
□ールする部屋を選びまず。 


消音ボタン 

消音します。 

音量 +/— ボタン 

本機の音量を調節します。 


る部のち抑 
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各部のち祝とはた 6 を 


リア八ネル 


図は VSA-AX4ASi の U アノくネ J レです。 



① 光デジタル出力端子(^33ぺージ） 

0 UT 2 端子は VSA - AX 4 ASi のみです。 
VSA - AX 2 AS は日 UT 端子のみとなります。 

感 USB デジタル入力端子卜33、已1ぺージ） 

VSA - AX 4 ASi のみです。 

USB ケーブルで PC と接続します。 

感 デジタル入力端子(^33ぺージ） 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力の設定が必要です。 （^84 
ぺージ） 

® i 丄 INK 端モ(一33、已已ぺージ） 

VSA - AX 4 ASi のみです。 

感 HDMI 入出力端子卜50ページ） 

接続するとさは入力の設定が必要です。 

© マルチルーム用旧入出力端モ(一99ぺージ） 

VSA - AX 4 ASi のみです。 


③ 12 VTR に GER 端子(一103ぺージ） 

VSA - AX 4 ASi のみです。 

衝マルチルームモニター出力端子(一94ぺージ） 

風コンポーネントビデオ入出力端モト31ぺージ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（一84ぺージ） 

® D 4 ビデオ入出力端子(一31ぺージ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（一84ページ） 

⑩モニター出力端子(一28ページ） 

⑩ビデオ入出力端子(^28〜30ぺージ） 

⑩アナ0グ音声入出力端子(^32ぺージ） 

顿マルチチャンネル入力端子(一已4ページ） 

猶コント□ール入出力端子(一99ページ） 
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各部のち祝とはた 6 を 
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CENTER 
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「連動 
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SU が OUND9ACK / 曰 


R L(Single)" 
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m 


な 


© 
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用途設定変更可能 


@プリアウト端モ(一 32 ページ） 

© iPod 入力端モト 47 ぺージ） 

付属の iPod ケースレを接続します。 

⑩ RS - 232 C 5 贵子 

PC と接続するための端子です。 

® スピーカー 囚端モ 

スピーカーインピーダンス日〇〜1曰0のスピーカー 
を使用でさます。炬 n じ(上8 0未満のスピーカーを 
使う場をは設定変更してください。 ）( 一2日ぺージ） 

@ スピーカー回 端モ 

サラウンドバックシステムの設定(一64ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-サラウンドバックスピーカーの接続(一2已ぺージ) 
-フ□ントスピーカー巨 i-AMP 接続(一日3ぺージ） 

. 別エ U アでのステレオ再生用接続(一93ページ） 

@ AC アウトレット予備コンセント（一 34 ぺージ） 

@ AC IN 端子(一 34 ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 


る部のち抑 
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各部のち祝とはた 6 を 


フ□ントパネルディスプレイ 





rS にか A [ 


L AUTO I 


& HDMI 

DIGITAL 

ANALOG 


FL II C |l R 1 


rSL l[ S I SR 


rsBLir 


rsBil 

い(圧星]))) 


iisBm 


□□DIGITAL DTS 
WMA9 Pro 96/24 
AAC DSD ►PCM 


iVIDEO CONVifV.SBj IDNR 


MIDN に HT 
... LOUDNESS 

叶 - bit/sampling TONE 


c 祝 


さ縱號 


M 狀 r 


DtXP 


が Tr 


STREAM DlRECTj 
日日やちり-のなで丑克脱扫 — Y み 
THX ADV；SURROUND 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 


□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 


□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ 


み 




① S に NAL インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類が 
点灯します。 

@プ□グラムフオーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号が持っているチャンネルを表おします。 

L :フ□ント左 
R :フ□ントち 
C :センター 
SL : サラウンド左 
S : サラウンド(モノラル） 

SR : サラウンドち 

SBL : サラウンドバック左 

SB ： サラウンドバック（モノラル） 

SBR :サラウンドバックち 

LFE :超低音の効果音 (Low 杆 equency Effect ) 〇 
超低音が再生されているときに（ぃ >)) が点灯し 
ます。 

③デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点灯します 
(SACD 再生時、 PCM に変換して出力していると 
きに DSD^PCM が点灯します ( VSA - AX 4 ASi の 
み))。 

® OVER/ATT インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルが高すざるとさに 
日 VER が点灯し、その歪みを補正するためにアナ 
□グ ATT 機能卜已 7 ぺージ)が選ばれると ATT が 
点灯します。 

煩 MULTI-RO 日 M インジケーター 

マルチルーム機能が選ばれているときに点灯しま 
す。（一日 4 ぺージ） 

© VIDEO CONV . 

ビデオコンバーターの設定を日 N にしているとさに 
点なします。（一 4 已ページ） 

@ V.SB 

バーチャルサラウンドバック処理時に点なしま 
す。（一41ぺージ） 


® 音声再生用機能インジケーター 

AV 調整機能で設定されてし、る機能が点灯します。 

風音量表お ( dB ) 

現在のを音量レベルを表おします。 

音量レベルは、電源を入/切してを保持されてい 
ます。（音声ミュート時は点滅します。） 

® 入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力が点灯します。 

⑩ストリームダイレクトインジケーター 

スト U —ムダイレクトモードで D 旧 ECT または 
PURE D 旧 ECT モードが選ばれているとさに点灯 
します。（一37ぺージ） 

@スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムが点灯し 
ます。（一已9ページ） 

® リスニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点灯し 
ます。（一37ぺージ） 

@ SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーが設定されているとさに点灯しま 
す。（一巳8ぺージ） 

© テコ —ド処理インジケーター 

マト U ックスデコード処理時に点灯します。 

□□PRO LOGIC Ex :ドルビープ□□ジック II 処 

理またはドルビープ□□ジック IIx デコード時。 

Neo : 6 : Neo :6 デコード時。 

® キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモードを表おします。 

® SR + インジケーター 

プラズマディスプレイとの連動モード時に点灯し 
ます。（一1日〇ぺージ） 


[ 何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数砂間点滅する場 
合は、操作禁止を意おします。 

也 -1 
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各機器の接続 


/ t \ 機器の接続を行う場合には、おず電源を切り、電源コードをコンセントからないてください。 

ミ主意 


スピーカーの接続 


じ(下のよラにをスピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさは「フロントスピーカーを高品位接続する」（一日3ページ)をご覧 
<ださい。 



接 

続 


■ SPEAKER (スピーカー)端モ 



① 線をねじる。 

② スピーカー 端子を緩め、 スピー 
力ーコードを差し込む。 

感スピーカー端子を締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
もでをます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 






- 公称インピーダンスび 6 Q 〜 1 巨 Q のスピーカーをご使用ください。 

本機ではスピーカーインピーダンスの設定を変更することびでさます。工場出荷時は 8 0 〜 1 日なごすび、 
お手持ちのスピーカーが目上8 Q 未満の場をは、設定を変更してください。詳しくは、「スピーカー 
インピーダンスの切り換え」（一2目ページ）をご覧ください。 

-スピーカーと本機の®および©端モどうしを正しく接続してください。 

-スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子か5はみ出していないこ 
とを確認してください。お線び U アパネルに接触したり、 ® および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることびあります。 
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各機器の接続 

モニター TV とスピーカーの位置関係 


パワード 

ヴプウーフア ー(SW) 



フ□ントス ピーカーは テレビから等距離になる よ ラに 
します。 センタースピーカーはモニター T V画面に近 
いちがセリフなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色ズレ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを 使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 


サラウンド\ 
スピーカー左 (SL) 


サラウンド 
スピーカーち (SR) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


金 


センタースピーカーをテレビの上 
に設置するとさは、適切なち法で固 
定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピー 
カーが落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因となりま 
す。 


サラウンドバック 
スピーカーを (SBL) 


スピーカーの配置についてより詳しくは、「スピーカーの配置につい 
て」（一] 06 ぺージ)をご覧ください。 


ス ピーカーインピーダンスの切り換え 


ずべての接続び終了してか6行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、己〇じ(上8 Q 未満と8 Q 〜16 Q の2通りあります。お手持ちのスピーカー 
び已 〇し：■(上8 Q 未満の場合は ii (下の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は8 Q 〜1日 Q に設定されてい 
ます。） 



1 本機をスタンバイ状態にする。 



SPEAKERS ボタンを巧しなが5 
& STANDBY / ON ボタンを巧す。 

ス ピーカー イン ピー ダンスの設定び 
変更されます。 

再度、設定を変更したいときは手順 
1からやり直してください。 



スピーカーインピーダンスび8 Q 〜1日 Q の場合 


スピーカーインピーダンスび己 Qii (上8 Q 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器のち続についてりイオニアビデオコン/ v — ター) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、政下の 
よラに映像コードの組み合わせを選ぶことがでさます。各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」 
(一]13ページ)をご覧ください。 

映像をテレビに表示する 


ソース機器からの映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み含わせで接続でをます。 


コンポーネントまたは D 4 ビデオで接続した場合、 

入力の設定 (Input Setup ) (一84ぺージ)が必到こ 
なります。 

を] D ](48 CH ) 信号のみ表示することができます。 g 

続 


映像コードの組み合わせ 


_7V (モニター)脚の 
ソース巧ぶ扩〜巧巧コ-ド 

W® コード 

ビデオ 

(コンボジツト） 

S ビデオ 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

HDMI 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

〇 

〇 

〇 

5 ビデオ 

〇 

〇 

〇 

〇 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

〇ま1 

〇注1 

〇 

〇 

HDMI 

X 

X 

X 

〇 



映像を録画する 

ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


映像コードの組み合わせ 


な® 

ソース as、、、 

ビデオ 

(コンポジット） 

S ビデオ 

コンポーネント 
または D4 ビデオ 

ビデオ 

(コンボジット） 

〇 

X 

X 

S ビデォ 

X 

〇 

X 

コンボーネント 
または D4 ビデオ 

X 

父 

X 


ソース 機器 


映像入力へ 


■© 

-1 


m 

! H 111 


固 


映像出力から 


録画機器 



-入力磯器とテレビの両方に S ビデオ端子/コンポーネント端子び付いているときは、 S ビデオ端子/コンポーネント端テで接続する 
と、より鮮明な映傲を再生することびできます(アナ□グ映像信号の場合、コンポジットよりち S ビデオの方び、 S ビデオよりちコン 
ポーネントの方び良い画費となります)。入力機器とテレビの両方に HDM 喘テび付いているときは、 HDM 胺続することをお勧め 
します。映傲をデジタルのまま伝送しますので、最高画質をお楽しみいただけます。 

-テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわらず常に S ビデオ入力び優先さ 
れ、コンポジット端子でのみ接続している機器の映傲を見ることびできない場含びあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

-入力された信号によっては、ビデオコンバーターび勸かずに映像び出力されないことびあります。その攝合はビデオコンバーター 
の設定を OFF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプの]-ドで接続してください。卜 4 日ぺージ） 
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-図とは異なる方法でデジタル接続するとをは、入力の設定 (Input 
Setup) び必要です(一84ページ)。 

• DVD/L □コンパチブルプレー巾一などの加 RF 出力端子 (LD 曲 
を接続する場合は、別途 RF デモジュレーター（市販のもの)び必要 
となります。 
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各機器の接続 


TV (モニター)の接続 


r 映像機器の接続について」（一27ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一]] 3ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テゃ：)端テで接続するときは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^31ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するとさは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一已日ページ)をご覧 < ださい。 


一 



DVD プレーヤーのち続 


r 映像機器の接続について」（一27ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]] 3ぺージ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや0端テで接続するときは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^31ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するとをは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一已日ページ)をご覧ください。 



€€€i€€ 
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各機器の接続 


DVD レコーダーやビデオデツキのち続 


r 映像機器の接続について」 （-^27 ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一113ページ)をご覧 < ださい。 

コンポーネント端テや□端子で接続するとさは r 映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^31ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一己日ページ)をご覧ください。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどち6かに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 



r 映像機器の接続について」 （-^27 ページ)をご覧になり、接続方法を決めて<ださい。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一113ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端子で接続するとさは r 映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^31ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するとをは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一己□ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端テで接続するときは、入力の設定 (Input Setup ) が必要です。（一84ぺージ） 
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各機器の接続 


前面端子を使った接続 


フ□ントパネルドア内の VIDE 日/ GAME 2 INPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、 
入カフアンクション選択で VIDE 日2を選んでください。 



地上デジタル/衛星チューナーのち続 


r 映像機器の接続について」（一27ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 
各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」（^] ] 3ページ)をご覧<ださい。 
コンポーネント端テや□端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネントビデオ接続」（一31ページ)を 、 HDMI 
端子で接続するとをは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を巧生する」（一已0ページ)をご覧 < ださい。 

S ビデオ端子で接続するときは、入力の設定( I 叩 ut Setup ) が必要です。（一84ぺージ） 

同軸ケーブルや光ファイバーケープルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は入力の設定( I 叩山 Set 叩) 
が必要です (-^84 ページ)。 


( w \ PEG -2 AAC 信号を再生するにはデジ 
タル接続び必要です。 

-光ファイバーケースレを取り扱うときは 
急な角度に巧り曲げないでください。 

-端子の向をを合わせて差し込んでくだ 
、さい。 
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VSA-AX4ASi 


次の場合はアナ□グ接続び必要です。 
チューナーにデジタル出力端子 
びない場合 

地上波放送などのアナ□グ信号を 
本機を通して楽しみたいとさ 
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各機器の接続 


映像信号のコンポーネントビデオ接続 


コンポーネント端子や D 端子で接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端テで接続したとさよりを高品位な映 
像品質をお楽しみいただ<ことがでさます。「映像機器の接続について」(一27ページ)をご覧になり、接続ち法を 
決めてください。コンポーネント端子や D 端子で接続するときは、入力の設定 （Input Setup ) が必要ですい84 
ぺ_ジ)。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどち6かに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 



-コンポーネント端子や D 端子で接続するときは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定び必要な場合びあります。 
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各機器の接続 


アナ□グ音声機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや CD レコーダーでは、さらに r デジタル音声機器の接続」(一33ページ)をでさ 


よ9 〇 



レコードプレーヤーに 
アース端子び付いてい 
る場合は、必ず tIt 端テ 
に接続してください。 


ふ端テはアナ n グプレーヤーなどを接続した 
場合の雑音の低減を図るためのをのです。 


/K PH 日 N 0端子にレコードプレーヤー政外の機器またはイコライヴー内蔵レコードプレーヤーを接続 
注ちしないでください。大音量を出力し、スピーカーなどを破損する恐れがあります。 


カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場をびあります。これはアンプのトランスによるリー 
ケージフラックス（漏れ磁束)の影響によるものです。このようなときには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してくだ 
さし、。 


プリアウトをほったパワーアンプの接続 


サラウンドバックシステムの設定(-^日4ページ）と連動して、プ U アウト端子のサラウンドバック ch から出力さ 
れる音声が料下のように変わります。他のパワーアンプなどを接続する場含はごま意ください。 

[NormaKS 目)]のとき：サラウンドバック ch の音声 
[Second Zone ] のとき：ダウンミックスされた2 ch の音声 
[Front 日 i - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 

[Multi Room & Source ] のとき： R 日日 M 2 で選ばれているアナ□グ2 ch の音声旧日 0 M 2 日 N のときのみ） 

f この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボリューム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない場合びありまず。1 

- 1 
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デジタル音声機器の接続 


各機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーブルまたは光フアイ 
バーケーブルで行います （1 つの機器に对してどち6か一方のみで接続します)。 

HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一曰0ページ)をご覧ください。 
LLINK 対応機器の接続と US 目ケーブルでの PC との接続は VSA - AX 4 ASi のみとなります。また光デジタル出力端 
子は VSA - AX 4 ASi が日 UT 1/ 日 UT 2 の2つ、 VSA - AX 2 AS が日 UT の1つを搭載しています。 


地上デジタル/ 
衛星チューナ ー 


(一30ページ） 


CD レコーダー 
(またはテープデッキ、 MD ) 



接 

続 


-どのデジタル入力端子をどの機器に使巧するかは変更ずることびでさまず。工場出荷時の設定（リアパネル表記)と異なる接続を行 
う場合は入力の設定 (Input Setup) (一84ページ)で設定の変更を巧ってください。 

- HDMI 入力端テやし LINK、USB 入力端テから入力した信号はデジタル出力端子からは出力されません。 
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各機器の接続 


電源コードのち続 


すべての接続が終了した6、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ]00 V )に接続します。 

電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されていまず。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めしまず。下図のよラに電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広い方(アース側）に合わせて差し込んでください。 



モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 wjy 下] 

本磯の電源スイッチの日 N / STAND 巨 Y (日 FF ) の切り換えに連動して、接続した磯器の電源を日 N / 日 FF できます。 
接続した磯器の消費電力び1日日 W を超えないよラにしてください。 
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基本再を 


アンプか6音を出す〜基本再生〜 


接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、 r 音声入力信号の切り換え」（^3日ぺージ)で乂力信号を選ん 
で、「1」スニングモードでいろいろな音を楽しむ」（^37ぺージ)で1」スニングモードを選ぶことび主な操作です。 



3 



L CD I [ TV I [VDEO りテレ日 W 
I PVR 2 I I CM I inmuiiNi I rpcae/sl 

I 


な "-， orfjF 

マ - 

o o 慰 

©10 〇11巧賞 

AVM _ 州レベル 


d I I I fll« ,] 

o o OB - 

IHthbllio ■ホの I 

CD の 

產南 宇馨 

四 

百 


再生ずる機器の電源を入れる。 


2 


AV アンプ 

© 


本機の電源を入れる。 

(本体の場合は、む STAND 目 Y / 日 N を押します。） 


3 


乂力切換 


再生する機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わりま 
ず(本体の場合は 、 INPUT SELECTOR で選 
択します）。マルチコント□-ルボタンで直 
接還択することもでさます。 CD のよラに黒 
い四角枠で表示されている入力は、シフトを 
押しなびらそれぞれのボタン(たとえば、巳 D 
を選ぶときは DVD ) を押すことで選択するこ 
とびでさまず。 

また、必要に応じて音声入力信号の種類を選 
びます。「音声入力信号の切り換ぇ」（^3已 
ぺージ） 


ち 



4 — 

THX STANDARD ADV. SURR 
〇 〇 〇 
S.DIRECT 
〇 


5 再生機器の再生を開始する。 


6 


r+i 

音量 





音量にごし、て 

• MCACC などにより正確にチヤンネルレベルを補正した場合、0服び映画 
館での再生音量とほぼ同等になります。 

(曰 d 目は大音量です。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願いし 
ます） 


本機の巧応フオーマット 

-デジタル(光/同軸）入出力端子経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 DTS、MPEG-2 AAC、WMA 日 Pro、PCM (サンプリング 
周波数:32 kHz、44.1 kHz、 48 kHz、 88.吕 kHz、 日已 kHz) 

• HDMI 端子経由の対応信号 

上記のすべて、および DVD オーディオ (1 日2 kHz 含む） 

• i.LINK 端子 (VSA-AX4ASi のみ)経由の対応信号 
HDMI の対応信号のすべて、および SACD 


再 

を 


お好みのリスニングモードを選ぶ。 

「1」スニングモードでいろいろな音を楽 
しむ」(一37ページ） 


音量を調節ずる。 

-80 祀撮ル値)から+12 dB (最大値)の 
範囲で調節でさます。 

(本体の場合は 、 MASTER VOLUME で調節 
します） 

一時的に音を消したいとさは消音ボタンを押 
します。わラー度押すか音量を調節すること 
で解除します。 
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基本再を 
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青入力信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることができます。 





Q 

6 

「〇 〇1〇 

-a 〇 〇 

(圓 


-デジタル入力端子およびし LINK、HDMI び割り 
当てられていない機器の音声入力は、 

冉 NALOG に固定されています。 

• し LINK 入力設定(一84ページ）をしていない 
LLINK 機器を再生する場合は、音声入力は 
し LINK に固定されます。 

• US 巨入力では□に ITAL に固定されています。 

-非対応のデジタル信号は再生でをません。その 
場合は（アナ□グ接続して）音声入力は、 
冉 NALOG を還択してください。 

-カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グ 
オーディオのみ収録されている LD の音声はデ 
ジタル出力されません。これらを再生するには 
必ず冉 NALOG を選択してください。 



音青入力 


〇 


再生したい入力信号を選択ずる。 


音声入カボタン(本体は SIGNAL SELECT ボ 
タン）を押すたびに、似下のように切り換わ 
ります。 

广 AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL -i 

I — PCM «—— I * —— HDMI 」 

- LLINK は R で表示されます。* 

• AUT 日にしたとさは、一 HDM 1 一 
D に ITAL 一 ANAL 日 G の優先順位で自動的 
に入力信号を選択します。 


- AUT 日が選おされていると CD などの 
PCM 音声を再生したとさに曲の頭が切れ 
ることがあります。その場合は PCM を選択 
して < ださい。 

• PCM 選択時は、い一 HDMI 一 DI 白 ITAL の 
優先順位で自動的に入力信号を選択しま 
す。ただし PCM 音声専巧のため、 PCM 政外 
の信号では音が出ずにノイズが出ることが 
あ0ます。 

• HDMI 選ぉ時、「 HDMI 音声出力の設定」（^ 
4己ページ）で rTMROUGM 」 を言受定してし^ 
ると、音声は本機からではなくテレビから 
出力されます。 


*VSA-AX4ASi のみ 


音声入カボタン(本体は S に N 冉 L SELECT ボタン）で ANALO 日を選 
おした状態で DTS 対応の L □を再生すると、 DTS の原信号びそのま 
ま再生されるため、ノイズび発生します。入力信号は必ず□に ITAL を 
還おしてください。 

DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジタル信号に制限び 
あります （DTS 信号を出力しないなど）。詳しくは、お使いの DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


ヘッドホンで聞< 























































































リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


基本再を 


STANDARD 

SURROUND 


サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2かソースはマトリックス•サラウンド•デコードをしま 
す。 


入力信号や設定によ0、リスこ 
び変わります。 


ツグ亡ードの選ろ 


■2 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□□Pro Logic llx MUSIC 
□□Pro Logic llx GAME 
皿 Pro Logic 
Ne 日:巨 CINEMA 
Neo: 目 MUSIC 
■5.1 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOV 尼 
□□Pro Logic llx MUS に 
Dolby Digital EX 
DTS-ES 
DTS Neo:6 


ADVANCED 

SURROUND 


U モコン 


ADVSURR 

O 


デコード処理とノてイオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択び巧能です。 

(デコード經理を変更することはでさません。） 


ACTION 

SCI-FI 

DRAMA 

MUSICAL 

MON 日円 LM 

7-D THEATER 

CLASSICAL 

CHAMBER 

JAZZ 

ROCK 

DANCE 

7ch STEREO 

ADV.V 旧. sum . 

PhonesSurround 


アクション映画/スポーツ 
SF 映画 
ドラマ/ TV 放送 
ミュージカル映画/音楽 
ちい映画/ TV 放送 
映画/音楽/ス ポーッ 
大編成クラシック 
ル編成クラシック 
ジャ X/7II- スティック 
□ック/ポップス 
ダンス/クラブ 
音楽 
映画 

ヘッドホン使用時専用 
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再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびできます。 


d !_•"」_ 1« 

〇 〇 〇 D 

ngpin 化-が I 

iTT % gTM 

宇, I HDD JLDVD J 

の，か巧ィ马 

a . I mmxn sechu f stereo 


S PHASE MCACC SJHRECT 


Pioneer 



U モコン 





THX 

STANDARD 

CD 

ADV.SURR 

CD 

S.DIRECT 

o 

STEREO 

o 

本体 

1-1 1-1 1-II 1-1 "EKEU 

HOME 

THX 

STANDARD 

SURROUND 

ADVANCED 

SURROUND 

AUTO SURR / 

STREAM DIRECT 


再 


リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを巧すたびにモー 
ドの種類を切り換えて選択でさます。 E 

それぞれのリスニングモードについて下記の 
設定び還べます。 


モードのタイプボタン 


U モコン 


HOME 

THX 


THX 


映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自技 
術を付加することで、映画館や収録スタジオの音場び 
再現されます。 

本 THX 時は、 「 AV 調整機能」の一部使用が制限され 
ぶ9 〇 


入力信号や設定によ0、リスこ 
び変わります。 


:ングモードの選あ 


選択肢 

用ち 

■2 ch 信号入力時 


皿 Pro Logic llx MOVIE 

映画 

□□Pro Logic 

ちい映画 

Ne 日:巨 CINEMA 

映画 

THX GAMES MODE 

ゲーム 

■己.] ch 信号入力時 


THX CINEMA 

映画 

□□Pro Logic llx MOVIE 

映画 

THX Surround EX 

映画/音楽 

THX Select 吕 CINEMA 

映画 

THX MUSICMODE 

音楽 

THX GAMES MODE 

ゲーム 


1 楽楽楽 
ム麵 严己 / 直/日 
画楽 I い画楽画楽画画画 
映音ゲち映音映音映映映 












































































































基本再生 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 

用途 

STEREO 

U モコン 

STEREO 

本体 

すべての信号を 2 Ch (最大と 1 ch ) で再生します。 

STERE 日姻常ステレオ再生） 

音楽 


STEREO 

© 




AUTO 

SURROUND/ 

STREAM 

DIRECT 

1 」モコン 

S.DiRECT 

〇 

本体 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チ 
ャンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時は AUTO SURROUND が選ばれていま 
す） 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

すべての ソース 

すべての ソース 

アナ□グ信号と 

1- U 


PCM ソース 


AUTO SURR/ 
STREAM DIRECT 




より詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一] ] 4ページ)をご覧ください。 


HOME THX および STANDARD SURROUND モードにつし、て 

U (下3つの要素び複雑に関係するため、選択肢は場合によりさまざまに変化します。 

ru スニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（一] ] 4ページ）にその組み合わせ表びあります。 

-入力信号の種類 

-接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(一77ページ） 

• SBch 処理の設定(一41ページ） 

より詳しくは、 r デジタル音青フォーマッ ト について J (一 107ぺージ)をご覧ください。 

- DTS 5.1 ch 信号入力時、デコード方式は自動で決定されます。 

• PCM (日已 kHz 、88.2 kHz )、 DVD 才ーディオなどの八イサンプリング信号入力時や WM 冉目 P 「 o 、 WMA (96 kHz ) 信号入力時、 
H 曰 METHX モードは選択で去ません。また、（特に瓦] ch 信号時)さまざまな制限びをくなります。 

• MPEG -2 AAC のステレオ信号入力時、 Neo : 巨巳 INEMA と Neo : 已 MUS には選択できません。 

• ロロドの Lo 邑 ic は、常に最大己.] ch までの出力となります。 

• サラウンドバックスピーカーび]本の接続感定)の場合、日.1 ch 信号入力時でも mPro Logic llx M 曰 VIE は選択できません。 

• DTS 信号入力時 、 anPro Logic llx MOVIE、anPro Logic llx MUS には選択できません。 

-へッドホン挿入時は HOME THX モードを選択することびできません。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

• DTS 日 6/24、 P 仁 M (日6 kHz 、88.2 kHz )、 WMA (96 kHz )、 D \/ D 才ーディオなどの八イサンプリング信号入力時、冉 DV 冉 NCED 
SURROUND モードは選択でさません。 

• より詳しくは 、 「ADVANCED SURROUND モードの種類と効果」（一] ] 已ぺージ)をご覧ください。 

STEREO モードについて 

-設定や入カソースにより、サブウーファーからを音び出力される場合びあります。 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT モードについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル数を自動的に選択します。 

- CD などの2 ch 信号入力時ーステレオ再生 

• □□サラウンド信号入力時一 anPro Logic llx MOVIE など 
-デジタル已 .] ch 信号入力時一□□デジタル、 DTS など 

• 6.1 ch 再生検出信号付きデジタルマルチ ch 信号入力時一 nDPro Logic llx MOVIE . Dolby Digital EX . DTS ES 

「AUTO SURROUND 」、「 D 旧 ECTJ、「PURE D 旧 ECTJ の 3 種顚について、詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数 
の一覧」（一114ぺージ)をご覧ください。 

• PURE DIRECTS — ドでは 、 Second Zone わ、らは音が':出ません。 

• PURE D 旧 E 巳 T モードで DVD オーディオを再生すると、チャンネルび入れ曽ねってしまったり、あるチャンネルだけ音び出なくな 
るなど、正しく再生されないことびありまず。その場合は□旧 ECT や AUTO SURROUND に切り換えてください。 

• PURE □旧 ECT モードで PCM 政がのソースを再生すると、再生直前にノイズび出ることびあります。この場合は D 旧 ECT か冉 UT 0 
SURROUND にずることをお勧めします。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、もと 
の信号に変換させる技術です。また、吕 ch の音源をマルチ ch 化させる演 
算技術をマトリックス•デコードと言し、、己.1 ch 信号を6.] ch に伸長さ 
せる技術ちデコードと呼ぶことびあります。 
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基本再を 


AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能巧応表 


政下の表で〇のついている設定や機能は、設定したとおりの内容に巧応することを表しています。〇のついてい 
ない設定や機能は対応していないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを表し 
ます。 



AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

圧縮音声信号 
入力時 

アナ□グ 2 ch 信号 
入力時 

PCM/DSD 信号 

入力時■己 

Speaker Setting 

〇 

〇 

〇 



Channel Level 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Speaker Distance 

〇 

〇 

〇 



Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

( OFF ) 



Standing Wave 

〇 

〇 

( OFF ) 



PHASE CONTROL 

〇 

〇 

( OFF ) 



X-Curve 

〇 

〇 

( OFF ) 



サウンドディレイの設定 

〇 

〇 

( Off .) 



1 \イビットパ\イサンプ U ングモード 

〇 

〇 

( OFF ) 



アナ□グ ATT 

〇 

〇 

- 



デュアルモノラル音青の設定 

〇 

〇 

O 



DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 

( OFF ) 



SBch 処理/ 

J (—チヤルヴラウンド/ (ックモード 

〇 

( AUTO ) 

( AUTO ) 



デジタルノィズリダクション機能 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



置ッドナイト/ラウドネスモード 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



i ンコント□—ル 

〇 

(0 服） 

(0 服） 



ダイア□グエン/ \ンスメント機旨目 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



ダイナミックレンジニ!ント□—ルの設定 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



Bass Peak Level 

〇 

〇 

( OFF ) 



SACD ゲインの調 

〇 

〇 

- 



センター巾畐/ディメンションノ ノラマ/ 
センターイメージの調整 

〇 

〇 

O 




*1 アナ□グ信号が DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 (ANALOG DIRECT ) 

*2 - PCM 信号び DSP を経由しないで直接 D / A 変換され、アンプに入力されるモードでず 。 (PCM DIRECT ) 

- VSA - AX 4 ASi のみ一 SACD 好 LINK で再生しているときは、 DSD 信号び DSP を経由しないで直接 D / A 変換さ 
れ、アンプに入力されるモードです 。 （SACD DIRECT ) 

- PCM □旧 ECT または SACD □旧 ECT 選択時、入力された信号は本機でダウンミックス処理を巧ラことができま 
せん。ただし、 VSA - AX 4 AS 做みセンタースピーカーの設定び[ N 0]の場封こは、センター ch 信号をフ□ント左/ち 
にアナ□グで振 D 分けています。 


• D 旧 ECT と PURE D 旧 ECT モード選択時は、 S 巨 ch 処理び窜に冉 UT 0 に設定 
されるため 、 AUTO SURROUND とはデコード状態び変わることびありま 
す。詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一]14 
ページ)をご覧ください。 

-マルチチヤンネル信号入力時、すべてのスピーカーから音を出したいときは 
AUTO SURROUND モードにして、 S 己 ch 処理を ON に設定することをお勧 
めします。 
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基本再を 


いろいろな状況に合わせた機能を選が/調壁する 

いろいろなが巧ごとに最適な音場捕正の設定を選巧する 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 （MCACC MEM 日 RY ) を選択します。 



Pioneer 

( AV アンプ） 



1 IV1CACC MCACC MEMORY を選ぶ。 

C i 巧すたびに MCAC 巳 MEMORY び切り換わり 

ます。 

MCACC MEMORY ] 〜目のいずれかを選択 
しているとさは、 MCACC インジケーターが 
点灯します。 


• スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEMORY で共通の設定で 
す。 

• 工場出荷閒ま 「 M 1: MEM 0 RY 1 J に設定されています。 

-ヘッドホン使用時には効果びありません。 


いろいろながおに合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 


MCACC では U ス ニン グポジションにおける音場補正を行うので、映画を観る位置とゲームをする位置、音楽を 
聴くとさのソファーの位置など、それぞれの U ス ニン グポジションに応じて異なる補正を行ラ必要があります。 
各ポジションであらかじめ音場補正された、それ6の MCACC MEM 日 RY を選択することで、最適なサウンドを 
お楽しみいただくことがでさます。 

活用例 

たとえば、 LU 下の状況に応じた音場補正をそれぞれの MCACC MEM 日 RY へ事前に設定しておき、 MCACC ボタ 
ンを押して MCACC MEM 日 RY を合わせるだけでそれぞれの状況に応じた音場補正が適用されます。 

- 映画はモニターから離れた位置で観たい 
• ゲームは モニターの近くで楽しみたい 

- 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順 






















































































基本再を 


〇 


. — MuaCHKIIL — . VIM 0 MMM Udi 

1 〇 〇 1 〇 〇 


参す 

蓄(圆#瀑參 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理を切り換え、最大で 7.1 ch 
再生か己.] ch 巧生かを選ぶことがでさます。また、サラウンドバックスピーカーを接続していないとさは、仮想 
のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目はじ(下のとおりです。 

OFF :サラウンドバック ch へのデコード処理は行わず、最大己.1 ch での再生となります。 

AUTO :入力信号の種類と r 目.1 ch 再生検出信号」を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理を本機が自 
動で選択して、再生チャンネル数を切り換えます。最も音源に忠実な再生となります。 

ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理を付加するため、最大の出カチャンネル数で巧生します。 

入力信号、 U スニングモードの種類や組み合わせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力が異な 
ります。詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一114ページ)の表をご覧ください。 


SBch 処巧 
〇 


SBch 処理モードを選択ずる。 

ボタンを押すたびに、日 N と AUT 日および 
日 FF が切り換わります。 


しソ下のときは S 日 ch 処理モード(バーチャルサラウンドバックモード)を 
切り換えることびで去ません。 

• MULTI CH ll \ I 入力を選んでいるとを 

• [Speaker Settin 旨」（一77ぺージ)で、サラウンドスピーカーび N 0 
(無し）に設定されている、または 「 Suit Back System 」 （一64ぺ一 
ジ）で Second Zone . Front Bi - Amp、Multi Room S SOURCE び 
選ばれていると去 

•「 AV 調整機能」の HDMI 音声出力の設定び 「 THROU 白 H 」 に設定され 
てレるとを 

• へッドホンを挿入しているとき 

• STREAM DIRECT モードのと去 （ DIRECT と PURE D 旧 ECT のと 
さは常に AUTO になります） 

- STEREO モードび選択されているとを 

サラウンド ch び収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウン 
ドバックチャンネル音声を創り出すことはでさません。 


再 

を 


再生している音を聴さなびら、チヤンネルごとに出カレベルを調整でさます。 


\ ■ «4 man 

I DVR 2 I I CD-R I I MULTI mi iaOME /31 


な。-，矿◎猫 

が*が’-が… 

〇 〇 〇 





AV アンミ リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 


CH レベル 
メニ 


3(3 


スピーカーの チヤンネルを選択ずる。 

ディスプレイに O.Oct 目」などと表示されま 
す。巧すたびにチヤンネルが切り換わります。 

出カレベルを調整ずる。 

- I 0.0 d 目から+ I 0.0 d 巨の範囲内で、 

日.己 d 目間隔で調整でさまず。 


再を中にスヒーカーの出カレベルを調整する 


サラウンドバック ch 姐理を切り換える 
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基本再を 


位相を合わせて音の巧ち消し合いを巧ぐ (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分ける処理がされます。しかし、この処理には原理上、位相がズレてしまラ周波数(群遅延) 
が発生し、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の打ち消し合いが発生してしまうな 
どの問題があります。本機では 、 PHASE C 日 NTR 日 L モードを 日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を 再 
現できます。工場出荷時は 日 N に設定されています。通常は 日 N でのご使用をお勧めします。 

(位相とは2 つの 音波の時間的関係を表しています。2 つの 音波の山と山が合っている状態を位相がをっている、 
含っていない状態を位相がズレていると言います。） 


PHASE CONTROL OFF 


フ□ントスピーカー 


m 


づ 1)) ’’ 


ザ '’ 


\个’ 


音源恕じ;^ 


U スニング 
ポジション 




I U ズムびぼやけ T はっきりしない 
I 低音の量感び失われている 
I 楽器の I 」ア U テイびない 


PHASE CONTROL ON 


フ□ントスピーカー 

づ |)MV ------------- 


リスニング 

ポジション 


/''A 

、、' 产ミ 
タイミングが : 

'音源 嘴 ‘’' V ------- 

A . 

碱. 

遅れて打ち消し ミ 
合っている状態 i 

サブウーファー 

/V 


1(ち 


本来の音色び 
聞こ无る状態 


’ U ズムびはっさ0する 
’低音の量感び失われない 
’楽器の U ア U テイを感じる 



ドの neer 

(]AV7 ンプ ) 



PHASE CONTROL モードを ON にする。 

ボタンを押すたびに、 ON / OFF び切り換わりまず。 


• PHASE CONTR 曰 L 機能はへッドホン使用時にも効果びあります。 

• サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているとさはプラス側 
(日°價リ）に設定して < だ‘さし、。ただ‘し、本機の PHASECONTR 曰 L を曰 N にし 
てち効果びわかりにくいとさは、サブウーファーの固体差び考えられまずの 
で、効果の大きい方を選んでください。また効果びわかりにくいときはサブ 
ウーファーの向さや場所を少しずつ変えてみることをお勧めします。 

• サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを OFF にしてください。日 FF 
にできなし、サブウーファーの場合はカットオフ周波数を高く設定してくださし、。 
• スピーカーの距離を正しく設定しないと、 PHASE 仁 ONTR 日 L の効果び正 
し < 出ない場をびお0ます。 

• じ ( 下のときは PHASE C 曰 NTROL モードを曰 N にでをません。 

• PURE D 旧 ECT モードびオンのとさ 

• MULTI CH 11\1入力を選んでいるとを 

•「 AV 調整機能」の HDM 暗声出力を 「 THROUGH 」 に設定しているとき 


圧縮音青を聴き巧りやすくする(サウンドレトリパー) 


MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、肖り除されてしまう部分が発生します。サウンドレト U パー機能では、 
DSP 処理によってその削除されてしまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 



1-^11 

IQ 3 1^31 II 


1 DVR 2 1 1 CD-R 1 IMULTIlNI IROae /31 I 

ESI じ—：- 1 ^ ~ 1 


な"-， Q — の^ 


が‘ 


1 ァンプ 1 

リモコンをアンプ操作モードにする。 

/ \S .レ HJ パ - 

2 ⑥ 

サウンドレトリ J (一機能を ON にする。 

ボタンを巧すたびに、 ON と OFF び切り換わ 
ります。 

• サウンドレトリバー機能は M PE 白-2 AA 巳および WMA9 P 「 □政がの2 ch 
音声信号にのみち効です。 

- ') 






































































音声や映像の調壁機能 〜 AV 調整〜 


基本再を 


ここではじ(下の表にある r 設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、お好みで設 
定する項目を選んで設定を巧ってください。 



2 4 35 


」 







1 ◎ 〇 i 〇 〇 ◎ ◎ 

J 冷—（圓働 €)11) 參) 


-入力信号や本機の設定などによって調整をずることびでさない項目びあり 
ます。その場合は設定項目として表示されません。 


1 |AV アンプ J リモコンをアンプ操作モードにする。 



3の 


の 


AV 調藝機能にする。 


設定項目を選ぶ。 

L ソ下の表の設定項目からお好みで調整したい 
項目を逞びます。 


4Q 


み 手順3で選んだ I 頁目の調壁を行ラ。 

口 (下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
し〇 


E% ( 房る ] 

〇ぴ 


AV 調藝を終了する 


♦:工場出荷時の設定 


設定項目 設定-効まの内容 表示と設定 



ミッドナイト/ラウドネスモード 
《1,2，3, 4,已 


夜間やル音量再生でわ、音量に応じて効果を 
調整し、聴さ取りやすくする機能 
MIDN に HT: マルチチャンネル再生向を 
L 日 UDNESS ぶチャンネル再生向を 


•MID/LDN : OFF 
両機能ともに日 FF 
OMIDMGHT :日 N 
OLOUDNESS : ON 


±11 IMI- ； -i I -： VI-*LI ■-■：：■■■： lll- 


「低音の調整」「高音の調整」をする/しないの ♦TONE : BYPASS (OFF) 
設定 OTONE : ON 


巧 

を 


卜ーンコント□-ル 
《1,3, 4,已，巨 


T DM .::: ■ご .1 I：：.IUD |1'' 

イ氏音の調舊 
(TONE ON 時のみ） 

低音のレベル調整 ♦BASS :日 d 巨 

-日服〜十目服 （1 服間隔） 

。口:::1! !二 .J 

高音の調整 
(TONE ON 時のみ） 

高音のレベル調整 ♦TREBLE :日 d 巨 

-目服〜十色 d 目 （Id 日間隔） 

T し.川11^ 1 n : ''ll 〇 \r 

センター幅の調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 

ぷ7 

センターチヤンネルの音青を左ちのフ□ントス ♦C.WIDTH : 3 
ピーカーにどの程度振 D 分けるかの調整 日〜7 

(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した日:センタースピーカーか5のみ再生 
音場を創り出すことびできます。） 7:すべて左ちのフ□ントスピーカーに 

振り分け 
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基本再を 


•:工場出荷時の設定 


設定頃目 設定-効まの内容 表示と設定 


T MFIJC：：T nkIJ £：= llli -| 音場の強さのバランス調整 ♦ DIMENSI 日 N :日 

I ":■■■ :一：…:1 ■■■■■:■ I (お好みの音場を創り出すことびできます） 一3 〜+3 

ディメンションの調整 一3:後方の音場び強くなる 

(□□PLIIx MUS に時のみ） +3:前方の音場び強くなる 


D I…I k 11"|I 。广 I MI"!.Ill 广 1 [[::■ III. I 前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウ •PANORAMA : OFF 

I " . .. . I ンド ch につなげるような効果を加える機能(正 OPANORAMA : ON 

パノラマ調藝 確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能で 

(□□PLIIx MUS に時のみ） ず） 


W 1... Il'lHbli :1 Jill' 


センターイメージの調整 
( Neo :6 MUS に時のみ） 
《7 



ADVANCED SURROUND 
モードの効果の調碧 
《8 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.IMAGE : 3 
ピーカーにどの程度振り分けるかの調整 日〜]日 

(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した日:ほぼすベて左ちのフ□ントスピーカ 
音場を創り出すことびできます） 一に振 D 分け 

10まに センタースピーカーむろ 再生 


現在選択してし、る ADVANCED SUR - ♦EFFECT :曰0 

R 日 UND の各モードの残響音効果などの調整〔7か STEREO のみ目日び初期値) 

10〜90 


デジタル音声信号への、ダイナミックレンジの •HIBITSMP : OFF 
拡大と周波数ち向の広帯域化をする機能 OH 旧 ITSMP :日 N 

( PCM 16 bit または圧縮音声2日 b けを24 bit 
に再量子化し、データ処理時にサンプ U ング周 
波数を上げることで、より滑5かで繊細な音楽 
表現を可能にします） 


± nNP ■ 4 1—1 PF ► 雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減する ♦DNR : OFF 
し—— . . . . ' 機能（一4目ぺージ「デジタルノイズ U ダクショ ODNR : 日 N 

デジタルノイズリダクション ン」参照） 

機能 

《1，3, 4,已 


AIJ T D T TCMD..II 广 iC[::| III. 


八イビット / A イヴンプリング 
モ-ド 




，已，9 



デュアルモノラル音声の設定 
《1，己 


]+1デュアルモノラル信号入力時、どち日の音 ♦ Dual : CH 1 
声を再生させるかの設定（一4色ページ ri +1 ODual : CH 2 
デュアルモノラル信号とは」参照） ODuai : CH ] CH 2 (左ち同時再生) 


A. r ： D J ! っにて . t 


ダイナ S ックレンジコント□一 
ルの設定 

(ダイナミックレンジコント □ 
ール対応ドルビーデジタル、 
DTS 信号にのみ効果的） 

^ 1,4,日 


音量の最をルさい部分と最ち大きし^部分の圧 
縮比率の調整 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下げ 
て映画などを楽しむ場合でち微かな音び聞を 
取 D やすくな D ますび、大さい音量で楽しむと 
をは日 FF にすることをお勧めします） 


• DRC : 日 FF (圧縮無し:高音質再生) 
ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 


■*■ !、 T 0! !" …川二.:!!广! C [::•!!:. I センター成分の定位感の調整磯能 •DIALOGUE : OFF 

I f I (映画やドラマのセ u フ、または音楽のボ—力 ODIAL 0 GUE : ON 

ダイア□グエン八ンスメント ルを隙立たせ、より聴さ取りやすい音にしま 

機能 す） 

《 1,3, 4,已 


44 


















































基本再を 


参：工場出荷時の設定 


設定項目 設定-効まの内容 表示と設定 


SACD を歪みな < 再生するための調整 
江場出荷時の r 日服」は、高レベルで記録され 
ているディスクを再生しても音び歪まない設定 
になっています。「+日服」に設定すると、 SA 巳 D 
のデジタ J レ処理に+日服のゲインを持たせ、 
SACD ディスクの情報をより忠実に弓 I き出すこ 
とびでさ、高音質再生び可能になります。 


音青全体の遅延時間の調整 
(□ V □ソフトなどで、映像の動をの方びセ I 」フ 
などの音青よ D 遅れている場含、音声全体を遅 
らせることで、映像の動をと音青とを合わせる 
ことびでさます） 


HDMI IN に入力された音声を、どのように再 
生するかの設定 

「 THROUGH 」 に設定したときは本機か日は 
音び出な < なりまず。 


1.：!：. :: : -■■：-：：：： i . : ■■■：：： L I HDMI しソがの映像入力信号を MONITOR 
い ".V ■レ….....、 日 UT に対してビデオ]ンバートする機能 
ビデオ コンパーターの 設定 （ソース機器とテレビ モニターを 違ラ種類の コ 

ードで接続していてを、映像を出力することび 
でさる便利な機能です） 


:;1；= BRIGHT i 0^1 画面全体の明るさ調整 

画質の明るさ調碧 

(ビデオコンパーター設定 ON 時 

のみ） 


.ih. M T\ j-,-! T J Q M !：：> k 

HDMI 音声出力の設定 
《 11 


: -lii 曰. 1:: バ - r> 

サウンドディレイの調碧 
《1，已 


■■1■■こ iM しし ■ J. Il l U r 


SACD ゲインの設定 
《1■已 ■ 9,10 


•SACD GAIN :加巨 
日服:音声び歪む場合 
+目 dB : 高音質再生を望む場含 


•DELAY :日.日か 

0.0 frame 〜目.日 frame まで（日.1間 

隔） 

- ]frame =1/30秒 ( NTSC ) 


参 HDMI : AMP 

本機と接続したスピ~力一で再生 
OHDMI : THROUGH 
HDMI 日 UT と接続したテレビ(ブラズ 
マディスプレイなど)で再生 


• V . C 0 NV : ON 
OV.CONV : OFF 


•BRIGHT : 0 

-1 日 （ 暗し、）〜十1日側るい) 


.：!：. ■ t a rs l I 画面の最ち明るい部分と最ち暗い部分との 

I 国。；：；■■■口 ■■■■: ： 3 -^明るさの比率調整 

画質のコントラスト調整 
(ビデオコンパーター設定 ON 時 
のみ） 


• CONTRAST :0 

-10 让ヒ率最ル)〜+1日（比率最大) 



緑色とホ色のバランス調整 


画質の色あい調碧※1吕 
(ビデオコンパーター設定 ON 時 
のみ） 


• HUE :0 

-1 日(緑強調)〜+1日(赤強調) 


：：|：： RES 4 pURE > 入力信号を出力する際の解像度の設定 


辭像度の設定 
《13 


• RES : PURE 
入力信号をそのまま出力 
ORES : 480 P 
ORES : 720 P 
ORES :10801 


n -J I L :. レ I ■'! I I 11\F 

アスぺクト比の設定 


モニター出力映像のアスペクト比（縦横比）の 

= run；=i 

已ス疋 


• ASPECT : THR 0 U 
入力信号をそのまま出力 
OASPECT : 4:3 
OASPECT : ZOOM 


再 

を 
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基本再を 


《 ]MULTI CH IN 入力では選択でさません。 

《21ンコント□-ルび曰 N のときは OFF になります。 

《3リスニングでードび HOME THX モードのときは選択 
でをません。 

《4 U スニングモードび STREAM □旧 ECT モードのとを 
は選択でをません。 

※巳 HDM 暗声出力の設定び 「 THROUGH 」 のときは選択で 
定ません。 

※巨ミッドナイト/ラウドネスモードを ON にすると 
曰 YPASS ( OFF ) にな0ます。 

※フ「スピーカーシステムの設定」（一77ぺージ）で、セン 
夕ースピーカーび NCK 無し）に設定されているときは選 
択できません。 

《8 U スニングモードび冉 DV . V 旧. SURR . モードのとさは 
調整でをません。 

※日 IJ スニングモードび PURE D 旧 ECT モードのとさは調 
整でさません。 

《 ] 0 VS 冉 - AX 2 AS については将来のための機能です。 

《] ]「 THROUGH 」 に設定したときは、解傲度の設定にかか 
わらず、入力信号の解债度で出力されます。 

《 ] 2コンポーネントビデオ入力された映像信号は調整でを 
ません。 

《 ] 3テレビ(モニター)び対応していない解债度に設定した場 
含は映徹び出なくなります。そのときは設定を変更し直 
してください。また、 DVI 対応機器から映像を入力した場 
をや、テレビ(モニター)の能力によっては、設定した解徹 
度で出力されない場合びあります。72013または108 Oi 
に設定したときは、アナ□グ出力か日は入力信号びその 
まま出力されます。 


1+1デュアルモノラル信号とは 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 
• 日 S デジタル放送 ( MPEG -3 冉 AC ) のモノラルの二力国語放送 
や音声を重放をなど 

-二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル- 
デュアルモノラルモードで録画したをの 
• ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なる 
フ オーマツ トになります。 

-録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD 
レコーダーの取振説明書をご覧ください。 


f デジタルノイズリダクシヨン 

-政下の場をは、曰 N にしてちノイズび十分に低減されないこと 
びあります。 

-突然のノイズ 
-極端に大をいノイズ 
-高い周波数成分を非常にを<含む信号 
-もとちとノイズのみない録音状態の良い信号 
-を音源に対し、デジタルノイズ U ダクシヨンはし^下のよラな改 
善効果があります。 

ステレオ再生時 

-アナ□グ入力…10〜] 8 d 巨 
-し LINK 入力 ...... 10〜]已 d 巨 

-デジタル入力 ..... 10〜]日 d 巨 

-冉 M / FM チューナー.…10〜]已服 
- ADVANCED 、 ST 冉 NDARD 、 日日 kHz 再生時….巨 -10 dB 
• スト U —ムダイレクトモードび曰 N になっていると去や 
HOME THX モードでは使用でさません。 
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さ駭な機器の再を 


iPod をつないで再をする 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しむことびでさます。 


iPod の接続 


/ t \ 機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから巧いてください。 '.ご 

ま意 

再 

接続には付属の iPod ケースレをお使いください。接続するときはおず iPod 本体と接続してください 。 DockOPod «： 
の充電などびでさるアクセサ U —スタンド)経由で接続すると、本機能はご使用になれません。 



• 本機は、第三世代政降の iPod ® や iPod minUPod nanoJPod Phot □の音声および iPod Pho 化の映债に対応しています。 

. 本徽ま、 iPod アップデーターに004-10-20」切降のパ‘ージョンでご使用ください。 

-本機での表示は英数字のみとなります。英数字 Ui がの文字び iPod に記録されている場合、その夕字は「#」で表示されます。 

- iPDd は、善作権のないマテ U アル、または法的に複製•再生を許諾されたマテ U アルを個人び私的に複製•再生するために使巧許諾 
されるをのです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

. パイオニア製品から iPDd のイコライヴを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコライヴを「オフ」に設 
定することをお勧めします。 

-本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータに不具合び生じてち、データの補償はいたしかねますのであらかじめご了承 
<ださい。 


iPod は、米国および、他の国々で登録された Apple 
Computer , Inc . の登録商標です。 
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を夥な機器の再を 


iPod の音楽を再をする 



2 


3,4 


iPod > Play 

002/004 

Song 

OAII>C 

Name 

Artist 

Name 


1:12 

-2.48 


よ VReturn 




彌入力を 「 iPod 」 にする。 

_ ディスプレイに 「 Loadin 有」と表おされ 、 iPod 

【叫 び正しく接続されているかどラかお認しま 
またド す。 iPod の画面には 「 Pioneer 」 またはレ」び 

__ 表示され、 iPod 本体を操作することはでさな 

n 化 d くなります。 

「 Loading 」 表示が消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順2へお進み<ださい。 


2 


トップメニユー 


トップメニューを表示ずる。 


iPod : Top 


[Artists 

] 

[Albums 

] 

[Songs 

] 

[Genres 

] 

[Composers 

] 

[Shuffle Songs 

] 


3 


の 

© 

の 


再生したいカテゴリーを選んで決定する。 

カテゴ U —はじ(下の中から選びまず。 
選んだカテゴリーの1」ストび表示されます。 
Playlists Genres 

Artists Composers 

Albums Shuffle Songs 

Son 呂 s 



再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など）を選んで巧定する。 

和-►ボタンでリストのページを切り換え、 
t ♦ボタンでリストを選択します。 


5 手順 4 を繰り返して、聞きたい曲を再生する。 

本機の U モコンでもしソ下の操作びできます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

の 

再生 

風 

頭出し 

の 

停止 


I」ピート再生の 
設定 

GD 

-時停止 


シャッフル再生の 
設定 

四 

早送り/早戻し 


FL 表示部の変更 

(3 0 

リスト画面 
のページ送り/戻し 
(再生中はプレイ IJ スト 
の頭出し） 

トッ，だュ- 

トップ;>< 占一を 
選択 

rw~g~) 

び 

前のメニューに房る/ 
再生！®をリスト画 
に切り換える 

の 

の 

目的のI」ストすで 
力ーソルをスク □- ル 

© 

リストの選お 
馆生画面では再生 
または一時停止） 




























































さ駭な機器の再を 


iPod のいろいろな音楽再生 


FL 表示部の表示を切り換える 


再生画面のとをに运 D を巧すと！;(下のよラに表示を切り 
換えることびできます。 

— 巧を —— * アーテイストち — 

- 残 量 時間表示^—再生経過時間表示^ 


いつもと違う曲順で聞く（シャッフル再生) 


シャツフル再生は次の中から選ぶことびできます。 


SHf み 
巧疋 

シャッフル再生の内容 

曲 

再生中の U スト内の巧をシャッ刀レ再生します。 

アルバムアルバムをランダムに選び、そのアルバム内の 


巧を順番通りに再生します。 


同じ曲や聞いている U ストを繰り返し聞く 
( U ピート再生） 


1」ピート再组ま、次の中か5選ぶことびできます。 


应ろボタンを押すたびに L ので)ように切り換わります。 

-»オフ -» m - 

-アルバム * - 


snic ^ 

巧疋 

リピート再生の内容 

] 巧 

再生中の巧を繰り返し再生します。 

ずべて 

再生中の U ストを繰り返し、再生します。 


• トップメニューで 「Shuffle Son 呂 S 」 を選択すると、自動で 
シャッフル再生を r 曲」に設定し、再生を開始します。 


( gTP ) ボタンを押すたびにので)ように切り換わります。 
〇 

I - * オフ- * Iffi -1 


ずべて 


プレイ U ストを選んで再生する 
(プレイ U スト-スキップ） 


iPod のプレイリストか5聞きたいプレイ U ストを再生し 
なび5選びます。 

1. プレイリスト内の巧頭のプレイリストを再生しなが 
5選びまず。 

再生画面び表示され、 Pod が再生されているときに、 
和-►ボタンを押すとプレイ U スト內の先頭のプレイ 
U ストを再生します。 

2. 聞きたいプレイリストを探しまず。 

和-►ボタンを押して、聞さたいプレイ U ストを選ぶ。 
和：前のプレイリストを選ぶとを 
一：後のプレイ U ストを選ぶとを 


再 

を 


iPod Photo の映像を再をする 


1 入力を npodj にする。 

切換 

_ ディスプレイに 「 LoacHn 邑」と表示され 、 iPod 

「八 ) び正しく接続されているかどラかお認しま 
±卜は す。 iPod の画面には 「 Pioneer 」 またはレ」が 
_ 表おされます。 

n れ d ] 「 Loadin 邑」表示が消えて! " Pause 」 状態にな 

りましたら手順2へお進みください。 


2 CD フォトモ-ドに切り換える。 

741' フォトボタンを押すと本機での操作びでさな 
くなります 。 iPod Photo 本体で写真や映像 
の選択操作を行います。 

フォトボタンをちラー度押すと本機での操作び 
可能になり、音楽の再生操作などびでをます。 


こステム a 


:-ステム心 

替 



L CD I L W 」 け田の 2 I ，レ taw 

巧 E3 口 r=i 

I DVR 2 I I CD-R I I MULTI IN I IROOiB/SI 

~ 与 左,:- 1 


2 - 


riBiilEli 巧ィゎ历 I 

CD O O O 

け 一宇 , I HDD irDVD~| 

GD7GD. 

■,X?J SBchfiS STEREO 

g か 

IlkMilii] 〜X STANDARD ADV.SURR 
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器を再生する 





1 

1 A 1 厂システム。 -l ミ 

ブ wjw# 


1 

關 







1 CD 1 1 TV 1 1 VIDEO 21 ，レり M 

> < レ —I 

1 DVH2 1 1 CD-R 1 IHUmWI IBOaefll 

^^9 


r o ’"-， ◎議げ i 


HDMI 入力を選ぶ。 

本体の INPUT SELECT 日 R でも選ぶことが 
でさます。 


入力切巧 


冉 V 調整機能の 「 HDMU 設定で 「 THR 日 UGH 」 に設定すると HDMI 
音声をテレビ(プラズマディスプレイ）から直接出力することびで 
さます。 

テレビ(プラズマディスプレイ）に映徹び何ち出ないとさは対応機 
器とテレビの設定ををわせてください。それでも映债び出ないと 
さは、他の映徹コードで接続してください。 

HDMI に入力された信号は他の入カフアンクシヨンに割り当てる 
ことびでさます（一84ページ)。 


HDMI IN に入力されに映像信号にはビデオコンバーター機能が働きませんので、必ず HDMI 日 UT から HDMI 巧 
応のプラズマディスプレイなどに接続してください。 
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本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されていま 
す。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によっては正常に 
動作しない場合びありまず。 

本機の HDMI インターフエースは！; TF の規格に基づいて設 
計されていまず。 

• High-Definition Multimedia Interface Specification 
Version 1.2 

H ご mi 

HIGH-OEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 

HDMI 、 HDMI □ゴ及び Hi 旨 h-Defhmon Multimedia 
Interface は HDMI Licensin 旨 LLC の商標でまたは商標登録 
です。 


を駭な機器の再生 


HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する 


HDMI とは Hi 呂 h-Definition Multimedia Interface の略です。パソコンディスプレイなどで使われている DVI 
(Digital Video Interface ) 端テを拡張した、次世代テレビ向けのデジタルインターフエースの規格です 。 HDMI 
対応機器と HDMI 対応のプラズマディスプレイなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音声（ド 
ルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 または U ニア PCM ) を1本のケーブルで伝送できます。接続には HDMI 
ケーブルをお使いください。 


HDMI 対応機器の HDMI 端子の規格びバージョン].□のちのでは、 DVD オーディオ信号を伝送することはでさません。 




器を接続する 
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を駭な機器の再生 


USB 経由でパソコンとつないで再生する ( VSA - AX 4 ASi のみ) 


USB AUDIO IN 端テとパソコンを接続することで、パソコンに記録されている音楽データを本機を通して再生 
することができます。 US 目接続できるパソコンの 0 S は Micros 日門® 「 Windows ® XP 」、[ Windows ® 20日0」、 
[ Windows ® Millennium Edition 」、[ Windows ® 98 Secound Edition 」、「 Windows ® 日8」のいずれかです。 
これ政外の動作は保証しません。 US 目才ーディオ再生をするには、まず r ドライバーのインストール」を行いま 
す。ドライバーのインス!-ールが完了したことを確認したあと、 「 US 日オーディオ再生をする」をご覧ください。 


パソコンによっては上記の 0S びインス!ルされていてを、動作 
び保証でをない場合びあります。 


Microsoft.Windows XP.Windows 2000. 
Windows Millennium Editi 曰 n、Windows NT 
は米国 Microsoft corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 


ドライのインス 



本機の USB AUDIO IN 端テを使ってバソコンの音楽を再生するためには、ドライバーをインス I -- ルする必要 
びあります。ドライバーは 0 S に標準添付されているものを使い、インストールの手順はバソコンの指示に従って 
斤います。一度ドライバーをインス I -ールすれば;欠回か日インス I ルする必要はありません。 OS によっては 
0 S の CD - ROM び必要になる場合びありますので、お手元にご用意ください。 



US 日ケーブル 



2 


3 


卜 USB A ブおよび USB 延長ケーブル経由で接続し 
た場合の動作は保証しません。 

• USB ドライバーのインス!'ールをしているとさ 
は、 USB ケーブルを巧かないでください。 


本機の rUSB AUDIO INJ 端子とパソコンの USB 
端子を接続する。 

市販の USB ケーブルをご使用ください。 


パソコンと本機の電源を入れる。 

パソコンの 0 S び起動したあと、本機の USB ポートを自 
動検出します。 


0 S の指示に従ってドライバーをインストールする。 

たとえば、 「 Windows ® XP 」 をお使いの場合は、特に指 
示はなくずベて自動でインス I -ールび行われますび、そ 
の他の 0 S をお使いの場合は、インス I ルの途中でダ 
イア□グボックスび表示されまずので、その指示に従っ 
て操作していさます。ドライバーのインストールには数 
分かかります。 

お使いの 0 S によっては、 0 S の CD - ROM び必要な場合 
びあります。その場合は指示に従って CD - ROM を入れ 
てください。 


再 

を 
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を駭な機器の再を 


ドライ jK — のインス 



ドライバーのインストールび完了したあと、ドライバーび認識されているかどラかを確認します。 


-下記のパソコン操作については、一般的な操作方法を示していまず。 0S や設定によって操作や用語び異なる攝合びありますので、 
ご了承ください。 


4-6 画面は Windows XP のをのです。 



USB (Universal Serial Bus ) コントローラ 

In おが82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller 
USB ルー ト n ブ 
USB 巧さデ"イス 


サウンド、ピテオ、ちれげ-ム ] ント □- ラ 
USB オーディオデバイス 


ピデオ CODEC 
プディアコント□ールデバイス 
レガシ オーディオ ドライ" 

レガシピデオネサブチャテ‘パイス 
システムデバイス 
ディスクドライブ 
ディスブレイアタブ々 

-マシインタ-フェイスデバイス 
HID •を I 姐コンシューマ制柳デバイス 
USB ヒュー マンインター フ I イスデバイス 


[ 0 K )1 キ ザ ン t ル I 


1 

「スタート」メニューか日 r 設定」一「コント 
□ールパネル J を選びクリックする。 

コントロールパネルの画面び表示されます。 

2 

「システム J のアイコンをダブルクリックする。 

3 

「八ードウェア J のタブをク U ックして、「デ 
J レ r スマネージャ J を選びクリックする。 

「種類 B りに表示」び選択されていることを確認します。 

4 

「サウンド、ビデオ、およびゲームコント 
□-ラ」の項目の中に rusB 才ーディオデバイ 
ス」が認識されていることを確認する。 

5 

「ヒューマンインターフェイスデバイス J の項 
目の中に 「 HID 準拠コンシューマ制御デバイ 
ス J および rus 己ヒューマンインターフェイス 
升 (イス J が認識されていることを確認する。 

6 

ruSB (Universal Serial Bus ) コント □— 
ラ J の項目の中に rus 己複合デバイス」が認識 
されていることを確認ずる。 


上記のデバイスび認識されていない場合は、 US 巨ケープルを振を差 
しして再度、デノ <イスドライノ <一びインスI-ールされるか試してみて 
ください。それでち認識されない焉をは、パソコンを再起動してみて 
<ださい。 
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USB 才ーデイオ再ををする 


さ駭な機器の再を 
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1 

パソコンの電源を入れる。 

正常に起動するまでお待ちください。 

2 

AV アンプ 
© 

本機の電源を入れる。 

3 

1 1 

切換 

(叫 

入力を USB にする。 

ボタンを巧すたびに（本体の場合は JNPUT 
SE に CTOR を回ずと)入力び切り換わりまず。 
入力信号設定は□に ITAL に固定されます。 

4 

パソコン側で再生操作をする。 

本機に接続しているスピーカーからパソコンで再生して 
いる音楽の音び出まず。 


5 本機で音量を調節ずる。 

必要に応じ口くソコンでの音量調節も行ってください。 


• パソコンから本機をコント□-ルしたり、本機からパソコンをコント □- 
ルすることはでさません。 

• US 目才ーディオ再生しているときは、本機の電源を切ったり、入力を切り 
換えたりしないで < ださい。パソコンの誤動作の原因になることがありま 
す。 

• US 目才ーディオ再生中は、 US 日ケースレを抜かないでください。 USB ケー 
ブルを掠くとさはパソコンで再生中の音楽ソフトを終了させてから披いて 
<ださい。 

• パソコンのビープ音は USB オーディオ再生していると本機のスピーカー 
からち) 出力されます。 ビープ音を出したくないとをはパソコン側で設定を 
巧ってください。 

-パソ]ンの使用環境によっては、音びとざれたり、ノイズび発生することび 
あります。 

• USB オーディオ再生は2 ch ステレオ再生のみ対応します。マルチチヤン 
ネルサラウンド再生を行ラことはできません。 

- WMA 日 Pro 信号を再生することはで去ません。 

. 本機 U アパネルの USB AUDIO 端子に入力された音声信号は DIGITAL 
0 UT 1 、2からは出力されません。 

. 再生中はパソコンで他のアプ U ケーションを使用しないでください。ノイ 
ズび入ることびあります。 

• 本磯の US 巨部分は、 US 日バスパワード動作しています。そのため、本機の 
電源び OFF 状態でを、パソコンの電源び ON の場合、パソコンは、本機を認 
識しています。 

本機政外の音源を使巧したい場合は、必要に応じてパソコンの音源の設定 
を蜜更してください。 

• 本磯から USB 経由でパソコンへ音を輯送することはできません。 


再 

を 
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を夥な機器の再を 



マルチチヤンネルアナ□グ信号を再生する 


ソース機器の己.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力端子と本機の MULTI CH IN 端テを接続して、すべてアナ□グ処理 
の高 SN 比の再生をすることができます。 HDMI やし UNK ( VSA - AX 4 ASi のみ)を使用しないで DVD 才ーデイオや 
SACD を巧生させる場合や、本機の対応フォーマツトト3已ページ) L が4のマルチチャンネル信号を再生させた 
いとさに効果的です。 


7ルチチヤンネルアナログ接続 


ソース機器によっては、已 .1 ch /7.1 ch アナ□グ出力の各種設定びあるものちあります。出力の曰 N / OFF 設定は曰 N にしてください。 
また、出カチヤンネルの設定びある場合は、本機に接続しているスピーカーの数に合わせてください。詳しくはソース機器の取扱説明 
書をご覧ください。 

MULTI CH IN 端子に入力された信号は本機でダウンミックス処理を行うことがで去ません。ただし、 \/ SA - AX 4 ASi のみセンタース 
ピーカーの設定び[1\1日]の攝をには、センター ch 信号をフ□ント左/ちにアナ□グで振り分けています。 


7ルチチヤンネルアナロヴ再をする 



入力切巧 


MULTI CH IN 入力にずる。 

ボタンを押すたびに(本体は INPUT 
SELECT 日 R を回すと）、入力が切り換わり 
ます。 
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さ駭な機器の再を 


i.LINK で接続した機器を再生する ( VSA - AX 4 ASi のみ) 


本機の i . LINK 端子は AUDI 日(八&1\/1プ0トコル)に対応しているため、 DVD オーディオや SACD などの高品位デ 
ジタル-マルチチャンネル音声を i 丄 INK ケーブル1本だけで伝送が巧能です。また本機では、 LUNK 接続した 
SACD や CD の再生を行うとき、デジタル音声をジッターレスで伝送することができます。 


i 丄 INK 巧庶•‘ 


接続には、 S 4 日0対応の4ピ: / i . LINK ケーブルを使用してくださしバー]13ぺージ)。 

LUNK AUDI 日インターフェースでは映像信号は伝送されないため、ビデオ機器は映像系の接続ち必要になりま 
す。 r 映像機器の接続について」027ぺージ)をご覧ください。 

必要に応じてプレーヤーの出力設定を行ってください。詳しくは、プレーヤーの取扱説明書を参照してください。 


VSA - AX 4 ASi 




器を再をする 



I 1 

入力切巧 



し LINK 機器の入カフアンクシヨンにす 
る。 

ボタンを押すたびに(本体は INPUT 
SELECTOR を回すと）、入力び切り換わり 
よ9 〇 


• 映像のあるソースを再生するには、必ず入力の設定 (Input 
Setup ) で i . LINK 接続した機器を入カフアンクシヨンに割 
り当てることび必要です(一84ページ)。そのラえで、映像 
ケーブルを接続した入カファンクシヨンをビデオセレク 
卜機能で選びます(一已7ページ)。 


再 
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いろいろな機能 


ち続した機器間で録音/録画をする 


本機を通して録音/録画を行う場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端子には、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させてください。 

DIGITAL OUT 1(または DIGITAL 日 UT ) 端テから出力される録音用デジタル音声信号は 「 REC 日 UT 」 の設定や、 
マルチルームの設定によって変わります。 




録音/録画ずるソースを選ぶ。 


2 S.CNAL 入力信号を^^ずる。 

SELECT 

◎ デジタル録音するときは、□に ITAL を逞 

択しまず。詳しくは「音声入力信号の切 
り換え」（一3日ページ)をご覧ください。 


3 録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 


4 録音/録画ずるソースを再生ずる。 



本機では録音/録画しなび5、別の入力の機器を同時に再生することびできます。たとえば CD 入力の音楽を録音 
しなびら、 DVD / L □入力の映画を楽しむことびできます。録音/録画をはじめる前にこの操作を行ってください。 



1 ~ 録音/録画モードの選択にする。 

^ 「REC OUT 」 または rR 00 M 2」 と表示される 

までボタンを押します。 


2 



「REC OUTJ または 「 ROOMS 」 と表示さ 
れている間に、録音/録画したい入力に 
ずる。 

たとえば 「REC OUT CD 」 を選びます。 
[REG OUT CD 」 表示が消えたら手順3へお 
進みください。 
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再生したい入力を選ぶ。 

たとえば 「 DVD / LD 」 入力を選びます。 
[ DVD / LDJ 入力の映画を楽しみながら r CD 」 
の音楽録音を同時に行ラことがでさます。 














































































いろいろな機能 


アナ□グ入力信号の至みを低減する 


アナ□グ音声信号が過度に入力され(フ□ント表示部の OVER インジケーターが点灯して)音が歪んでしまうとさ、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでさます。 


1ド V ァン3 アンプ操作モードにずる。 

アナ□グ ATT ボタンを巧ず。 

押ずたびにインプッ ト アッテネーター機能の 日 N と 日 FF が切り換わり、 日 N のとさに ATT 
インジケーターが点灯します。 


映像信号を切り換えて再ちする（ビデオ七レクト機能) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聴きなび日別の機器のビデオ映像などを同時に見ることびできる 
機能です。 


1 音楽ソースを再生する。 

_ r アンプから音を出す」- ► s 巳ぺージ_ 

2 斬ァン9リモコンをアンプ操作モードにする。 

映像のみを再生したいビデオ入力を選択する。 

ボタンを押すたびにじ(下のように切り換わります。 
广 DVD 一 TV 一 SAT 一 DVR 1 — I 
— OFF 卜 VIDE 02 卜 VDE 01 卜 DVR 2 ^ 


4 手順3で選択したビデオ入力機器を再生ずる。 

「アンプから音を出す」一3己ページ 


-ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カフアンクシヨンを切り撰えてち設定は保をされます。 
- HDMI 入力の映像を選ぶことはでさません。 

- iPod 入力でフォトモードを設定しているとをは、ビデオセレクト機能は使巧でさません(一4日ページ)。 


フ□ントパネル表巧部の明るをを調壁する 


フ□ントバネル表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 


1 | AV ァ巧 アンプ操作モードにする。 

2風ディマ-ぁ獅側ぉ刘こ調财1)。 

^ 押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 


-明るさを一番暗い設定にしたときは、ボ U ューム表示と STANDBY インジケーターを残して、すべてを消むします。 

-設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたときや、入力信号のフオーマットび変わったとさなどは明るく点灯し、数秒後に元 
の明るさに戻ります。 

-エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 


3 


\巧«切換 


VIDEO 

SELECT 

© 

(本体） 


2⑤ァ解 


応用操作 
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いろいろな機能 


ス U —プタイマーを設定する 


1 防を^ アンプ操作モードにする。 


之 fTY ' J - プスリ—プボタンを巧してタイマ-を設定する。 

^ 押すたびにス U —プタイマーの時間び下のよラに切り換わります。 

ス U —プタイマーび設定されると SLEEP インジケーターび点灯します。 



SLEEP 30 min - ► SLEEP 60 min 

— OFF ◄ — SLEEP 90 min ◄- 


-ス U —プタイマーを設定したあとにス U —プボタンを]回巧すと、残り時間び表示できます。 

-マルチルーム機能 (一日 4ページ)び ON のときは、ス U —プタイマーを設定するとサブルームの電源も同時に切れます。 


再ち中の音声や設定内容を確認する（ステータス画面) 


U モコンの状態確認ボタンを押すことで、政下の情報を確認することができます。確認は日 SD 画面(テレビ画面) 
と本体のディスプレイの両方に表示されます。_1ソ下の情報は各入力ごとに確認することがでさます。 


OSD の表示例 


ディスプレイ 


STATUS 


DOLBY DIGITAL 3/2.1 

DOLBY DIGITAL 

Signal Select : AUTO 
SBchProcessing : OFF 
Retriever : ON 

Video Select : DVD 
MCACC Position : M1 
Room2/REC SEL : SOURCE 
Rooms : SOURCE 


d 「•■■1 

o o o 口 

I—r 止 11 化 - 幻!が I 

O O O CD 

• , ,• I HDD irDVD~| 

の • 



/^fo/ieer 

( AV アンプ） 


Signal Select 

I 

SBch 処理モード 

* 

サウンドレト U バー 

♦ 

ビデオセレクト機能 

♦ 

MCACC Position 

♦ 

R 曰 om 2 /REC SEL 

I 

Rooms 


^ 設定内容を確認ずる。 

OSD 画面とディスプレイに上記の情報び表 
示されます。ディスプレイは3秒ごとに切り 
換わって表おします。 


ステータス表示中に1〔3|ボタンを押すと、通常表 


示に戻ります。 
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いろいろな機能 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 


へッドホンを PH 曰 NES 端子に差し込んでいる間は 
自動的に OFF に切り換わります。（ただし、 Second 
Zone に設定されているときは、スピーカー端子图か 
らは音び出ます。） 


◎ 


スピーカーシステムを切り換える。 

サラウンドバックシステムの設定(-►己4ぺ一 
ジ)によって選択でをるモードび換わります。 
ボタンを押すたびに、しソ下のよラに切り換わ 
D ます。 

[Normal ( SB )」 に設定している場合 


■ON 


OFF 


に econd Zone 」 に設定している場合 

— ► A ON - ► B に nd Zone) 

- OFF M - A+B ON 


□ 


[ Front 目 i - Amp 」 に設定している場合 


•ON 


OFF 


[Multi Room & Source 」 に設定している場合 


AON . 


OFF - 


各スピーカーシステム選択時の出力音声について 




1— wMOMcm. —, vnto smnm ma 

COMMi ONfOff SUfT MLVT flWO 

1 D O 1 O O O O 


8 

赏 （[圓 禮 


「Normal ( SB )」 に設定している場を 

A ( SP ^ A ) :すべてのスピーカーから出力されます。 

「Second Zone 」 に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子囚に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が巧能です。） 

目 （ SP ►目） :スピーカー端子国に接続されたスピーカーか6のみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ巧 

能です 。 ）MULTI CH IN では音が出力されません。 

A + B 但 P ^ A 目）：上記 A ( SP ^ A ) と目 （ SP ►目)の音声が同時に出力されます。 

[Front Bi - Amp 」 に設定している場含 

A + 巨 ( SP ^ AB ) :すべてのスピーカーから出力されます。スピーカー端子固から出力される音声はスピーカー 
端子回のフ□ント出力と同じ音声です。 

[Multi Room & SourceJ に設定している場台 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーからメインルームで選択されている音が出力され 
ます。スピーカー端テ国に接続されたスピーカーか 6 R 日日 M 2 で選択されている音が出力さ 
れます。 

上記の全設定共通 

OFF ( SP ^ ) :スピーカーか6出力されません。このときヴラウンドバックシステムの設定(一目4ペー 
ジ）を 「Multi Room & Source 」 に設定しているときのみ、 SP ►日から音が出ます。 

(プ U アウト端テか6は常に音声が出力されているため、サブウーファーからは音が出る場合 
があります。） 


スピーカーシステムを切り換える 


応用操作 
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設定頂目一貴 


本機で設定でまること 


本機のシステムセツトアップで設定でさる全項目です。 


システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 

1 

Auto MCACC 
(ヴラウンドの自動設定） 

ALL / ALUKeep SPse け in 邑） 

音場補正の全項目を自動測定 

12 

Speaker Setting 

スピーカーシステムの自動設定 

63 

Channel Level 

スピーカー出カレベルの自動設定 

63 

Speaker Distance 

スピーカーまでの距離の自動設定 

63 

Ac 日 Cal EQ Pro. 

残響を考慮した周液数特性の自動補正 

63 

Acoustic Cal EQ 

周放数特性の自動補正 

63 

2 

Suit Back System 
(サラウンド/ (ツクシステムの設定） 


SPEAKER 图 端子の用途設定 

64 

3 

Manual MCACC 

(詳細なサラウンドの設定） 

a 

Fine Ch Level 

ちチャンネルの出カレベルの微調整 

6 已 

b 

Fine SP Distance 

各スピーカーまでの距離の微調整 
(最適なディレイ値の詳細設定） 

66 

c 

Standing Wave 

定在液制御 

67 

d 

EQ Adjust 

補正カーブの調整 

68 

百 

EQ Professional 

1 

Reverb Measurement (残響時をの測思 

69 

吕 

Reverb View (残響恃をの表お） 

3 

Reverb Output PC (残響特性の PC 表示） 

4 

Advanced E 口 Setup 
(残響恃性を考慮した音場補正） 

4 

Data Management 

(MCACC MEMORY の 
データ 管理） 

a 

MCACC Data Check 

MCACC メモリーの 確認 

74 

b 

MCACC Data Copy 

MCACC メモリーのコピー 

75 

c 

Memory Rename 

MCACC メモリーの名前を変更 

75 

d 

Memory Gl 白 a 广 

MCACC メモリーを消去 

76 

己 

Manual SP Setup 

(聴感によるサラウンドの設定） 

a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り無し、傾域再生 
能力などの設定 

77 

b 

Channel Level 

各チャンネルの出カレベルを補正 

79 

c 

Speaker Distance 

甚スピーカーまでの距離の入力 
(最適なディレイ値に設定） 

80 

d 

Bass Peak Level 

超傾域音青の設定 

召 1 

百 

X — Curve 

卽屋の大きさに合わせた高音域の減衰 
カーブの設定 

82 

f 

THX Audio Setting 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
の設定 

召 3 

白 

Input Setup 
(入力に関ずる設定） 


备入力の音亩入力や映像入力の切換、 
入力名の変更、 12 V Trigger の ON/ 
OFF などの設定 

84. 102 

103 

7 

Other Setup 
(その他の設定） 

a 

Multi Room Setup 

マルチルーム機能の設定 

96 

b 

SR+ Setup 

パイオニアプラズマディスプレイとの 
連動設定 

101 

c 

OSD Adjustment 

メニュー画面の表示位置(上下をち）調 
整 

86 

d 

i.LINK Check* 

LLINK 機器の接続状況確認 

87 


♦ VSA - AX 4 ASi のみ 
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音の詳細設定 


リスニンク’廣境の設定について 〜ヴラウンド再をのための設定〜 


本機の Advanced MCACC とは 


政下目つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンド再生のための設定とは、この音場補正を行ラこと 
をいいます。本機のオート MCACC セットアップ機能を使ラと、これら目つの設定(音場補正)を自動で行ラこと 
がでさます。 

スピーカーシステムの設定 （Speaker Setting) _ 


ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、サウンドト 
ラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかった0、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び発生 
する場合びあります。スピーカー接続の有0/無しや低域再生能力などを設定し、このよラな問題を回避します。 
スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEM 日 R 丫に共通の設定となります。 


スピーカー出カレベルの設定 Channel Level) 


リスニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と 
同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定げ正しく行われないと、いわゆる「バランス 
の悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。 
プ□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を巧い、バランスの微調整を施し 
ます。本機では MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整を誰でを簡単にできるようにな0ました。 


スピーカーまでの距離の設定 （Speaker Distance) 


実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で=1 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定巧のマイクを使用した実測では、電気的 ^ 
な遅延現象(特にサブウーファーにをく見受けられる）をも測定します。よって、方ジャーで測った物理的な距離より 定 
大さい値び設定されることちあ0まずび、遅延補正として正しい値になっています。 


定な波制御 (Standing Wave) 


オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、わとの音波と干渉することで発生します。定在波 
は特定の低域周波数に極端なピークなどび発生したとを音質に悪影響を与えますび、定在波制御フィルターを自動ま 
たは手動で設定ずることで、 U スニングポイントにおいて定在波の影響を受けないヴウンドをお楽しみいただくこと 
ができます。本機の 「 Multi - Pomt 」 機能では複数の U スニングポイントにおける定在波を測定することもでをます。 

残響特性の測定 (Reverb Measurement) _ 


リスニングルームの残響特性を測定します。本機の MCACC 機能で残響特性を考慮した補正を巧ったとさときは、補 
正後の部屋の残響特性を測定することわできます。 

お聴擇境の周波数特性のお正 (Ago Cal EQ Pro.) 


「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 U スニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性化 TF 、 F 特)の補正を 
意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 U スニングポイントでは音色が違って聞こえま 
す。これは、設置場所•設置方法•壁面•内装など、さまざまな影響により実隙の F 特び違ってしまラためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U ス ニン グルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネ 
ルの音のつなびりび飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現しまず。スタジオ和映画館など 
においてはこの補正は絶対に夕かせないものです。これびホームシアターとの大さな差でしたが、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最を有効であるエンべ□ープ補正ち式を採用し、この差を埋めることを可 
能にしました。また、本機では視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 (Aco Cal EQ Pro .) を標準的に巧っています。 
全チャンネルの周波数特性をフラットにする 「ALL CH ADJUST 」 と、フ□ントスピーカーの特性にをわせ込む 
「 FR 日 NT AUGN 」 の2種類の補正カーブを巧意しました。 
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音の詳細設定 


システムセットアップ設定の手順 


電源を入れてメニュー画面に進むまでの手順です。ここか6を設定の操作に進めます。 



1 AV 7 V プ 

© 

:蕾原を入れ、テレビ'の蕾原も入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるよラに 
しておをます。 

ク ド V ァンプ 1 

リモコンをアンプ操作モードにする。 


3 コシステムセットアップにする。 

(ノ*テレビ画面にシステムセットアップび表示さ 
れます。 



システムセットアップの操作には下記のボタ 
ンを使います。 


リモコンボタン 

本体ボタン 

用途 

[ 投 足） 

Q SETUP 

システムセットアップを 
開く/閉じる 




カーソル 移動と設定値 


(s 

の変更 

りのり 

\ g / 

選択項目を決定する 

【戻る 1 

RETURN 


が 

◎ 

] つ前の画面に戻る 


• へッドホン使用中は、システムセットアップは表示でさません。 

• 約3分間放置するとシステムセットアップ画面には自動的にスクリーン 
セーバー機能び働さます。 

• 入力妍 Pod または R00M2 び iPod になっているときは、システムセット 
アップを行ラことびでをません。 

-一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたび 
に設定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシステムの構成や配置 
を変更したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要びあ 
ります。 

• システムセットアップ中は電源を切らないでください。電源を切るとさは 
システムセットアップを終了してください。 

• システムセツトアップ中は R00M2 の音声び消音されます。 


62 







































































Auto MCACC をより詳細に測定/設定する 


音の詳細設定 


才ートセットアップ (Auto MCACC) の畐本的な使用方法は r ホームシアター入門 J 設定する ( 一 12 ぺ一 

ジ ) をご覧ください。 

Auto MCACC の [ Option ] を選ぶと、下記の項目をより詳細に設定することができます。 

[Auto ModeJ :どの項目を才ートで設定するかを選択します。 [ ALL ] はすべての項目、 [ ALL(Keep SPsettin 呂)」 
はスピーカーシステムの設定於外のすべての項目を、それ政外はそれぞれの項目のみのオート設 
定となります。 [ ALL ] で測定すると [Speaker Settin 呂]が更新されます。 U スニングポイントを 
変えて測定したいときには 、 [ALL (Keep SPsettin 邑)]で測定してください。 
riHX Speaker 」 ： （「Auto M 日 de 」 が [ ALL ] に選択されているときのみ設定可） 

THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。このとき [Speaker 
Settin 呂]はすべてのスピーカーが SMALL (ル）になります。 

に〇 Type 」 ： （「Auto Mode 」 が [Acoustic Cal E 日]または [ Ac 日 Cal E 日 Pro .] に選択されているときのみ設定可) 
視聴環境の周波数特性の補正を行ラ際の補正カーブを選択します 。 [ALL CH ADJUST ] は全チャ 
ンネル周波数特性をフラットに 、 [FRONT AUGN ] はフ□ントスピーカーの特性に含ねせこむ補 
正カーブとなります。 


I 」ス茸 Ilii ョン 


U スョン 


fMulti-PointJ : (「Auto Mode 」 が [Acoustic Cal E 日]か [Aco Cal EQ 
Pro .] に選択されているときのみ設定可） 

[日 N ] にすることで インの U ス ニン グポジション政外 
の U ス ニン グポジションに力所）の定在波制御 
(Standing Wave ) を行うことができます。設定の手順 
は日 SDB ® に従って、 X インポジションでの測定が最後 
になるようにセツトアップ用マイクを設置していきま 
す。 U ス ニン グポジションを]力所でお楽しみいただくときは [ OFF ] にすることをお勧めします。 


メイン U スニングポジション 


2 


3 


.Auto MCACC 


Surr Back System 
[ Normal (SB) 

Data Save to 

[M1. MEMORY 

Setting Start? 


ENTER:Next 


[OK 


し Auto MCACC Option 


Auto Mode 

[ all ] 

■ な 'speaker settings 
will be updated. 

THX Speaker 

ク If you are using THX 
speakers, select YES. 

(▼ Next) 

。： Return to Auto MCACC 


し Auto MCACC Option 


EQ Type : 
Data Sav( 


Back ) 

FRONT ALIGN 


ype : G 
I Save 


cTi: Return to Auto MCACC 


し Auto MCACC Option 


Auto Mode 

[Aco Cal EQ Pro. 
EQ Type 

[ALL CH 
Multi-Point 


ADJUST! 


。： Return to Auto MCACC 


13 ぺージの手順 1 〜 3 までを巧ラ。 


2 [Option] を選んで巧定する。 


設 

定 


3 より詳細に設定したい項目を選んで設定する。 


Auto Mode 

[ ALL]、[ALUKeep SPsettin 宫 )]、 
[Speaker Setting ]. [Channel 

Level]、[Speaker Distance ]、 
[Acoustic Cal EQ]、[Aco Cal EQ 

Pro .] 

THX Speaker 

[ NO ]、[ YES ] 


EQ Type 

[ALL CH ADJUST ]、 

[FRONT ALIGN ] 

Multi-Point 

[ NO ]、[ YES ] 



4 戻るボタンを巧す。 

[日 ption ] の設定画面を終了して Auto MCACC の設定画 
面に戻ります。 

続けて設定を行ラとさは日4ページの手順1へお進み< 
ださい。 
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音の詳細設定 


スピーカーのほ用用透を選がする 〜 Suit Back System 〜 


ここではスピーカー端子回(サラウンドバックチヤンネル)の使用用途を設定します。政下の項目から選択します。 
[Normal(SB)] :-般的なサラウンドバックスピーカー用（日.1 ch または 7.1 ch システム） 

[Second Zone] :;><インの已 . 1 ch システムの音を、メインとは別に2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[Front Bi-Amp] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用（己.1 ch システム） 

[Multi Room & Source] :本機のある部屋けインルーム）とは別の部屋 （ RO 日 M 2) のステレオ再生用 




システムセットアップで®用するボタン 

_ (31 D 八"^^^へ しちる J 

ド V ァン3 — ► 。一 ► バぃ） —► 


1 [2. Surr Back System ] を選んで決定ずる。 

「Normal ( S 目)」と 「Second Zone」、「Front 目 i - 
Amp」、[Multi Room & Source ] の選択画面が表おさ 
れます。詳しい説明は上記をご覧<ださい。 


ク [Normal ( SB )] か [Second Zone]、[Front Bi - 
Amp ]^ [Multi Room & Source ] のいずれかを 
選んで決定ずる。 


〇 戻るボタンを巧ず。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 


Eecond Zone]、[Front Bi - Amp ]. [Multi Room S Sour 巳 e ] を選ぶと、サ 
ラウンドバックスピーカーについての各種設定を行ラことはでさません。 


プ y アウト出力について 

上記設定に連動して、プリアウト端子のサラウンドバック ch から出力される 
音声び切下のよラになります。 

[ NormaKS 巨)]のとき：サラウンドバック ch の音声 
Second Zon 引のとき：ダウンミックスされた2 ch の音声 
[Front Bi - 冉 mp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 

[Multi Room S Source ] のとき: R 00 M 2 で選択されてし、る入カフアンクシヨンの 
アナ□グ音寅(フ□ント2 ch 信号相当） 
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音の詳細設定 


リスニング垣境をお好みに調壁する 〜 Manual MCACC 〜 


Manual MCACC では、設定をより詳細に手動で調整することができます。それぞれの調整を行う前に、リモコン 
の MCACC ボタンまには本体の MCACC P 日 SITI 日 N ボタンで調整したい MCACC MEM 日 RY を選んでか6それ 
ぞれの調整を行ってください 。 MCACC MEM 日 RY が日 FF になっているとここでの設定を行うことができません。 


•力一出カレベルの微調整 (Fine Ch Level ) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。還択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して最適と思われるちラ 1 つのチヤンネルか5テスト I ■''ーンびち生されますので、そのテスト I ■'ーンど 
うしび同じ大きさに聞こえるように調整します。 

音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7巳 dB SPL に調整してください。 



2 


3 







2 


4 


[ S.Manual MCACC ] を選んでミ夫定する: 


[Fine Ch Level ] を選んで巧定する。 

スピーカー出カレベルの微調整を行ラ画面になります。 

A テストトーンは大さな音で再生されます。 

MASTER VOLUME は自動的に0 dB にな 
ミ主意り、テストトーンび巧生されます。 


ぶ フ□ント左チヤンネルのレベルを調藝して決定する。 

フ□ント左チヤンネルからテスト! -- ンび出力されます。 


サブウーファーか S のテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルより右 
ルさく聞こえる場合びあります。 


設 

定 


調壁したいスピーカーを選んでチヤンネルレベル 
を調壁する。 

選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思 
ねれるもラ 1 つのチヤンネルから交互にテスト I -ーンが 
出力されます。 

一1日.0 d 日から+ ] 0.0 d 巨の範囲内で、日.已 d 目間隔 
_で調整ずることができます。_ 

b 戻るボタンを巧す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了しまず。 


妨 



























































音の詳細設定 


スピーカーまでの距離の微調壁 (Fine SP Distance) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるちラ]つのチヤン 
ネルからテストパルスが再生されます。その2つのスピーカーに巧して U ス ニン 
グポジションからち図のように向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントが 
中央になるよラに数値を調整します。このとささ6に細かくポイントを中央にし 
たいとさは、スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向さをかし動かすこ 
とでポイントを中央にすることがでさます。なお、サブウーファーのテストパル 
スは他 ch と音色が異なります。サブウーファーの音がはっきり聞こえるよラに 

調整してください。また、サブウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域巧生能力によって、設定値を上下 
したりスピーカーの位置を変えてを聞こえ方の変化がわかりにくい場合があります。 





3 


4 



3b.Fine SP Distance 


L 3.0m (Re 

R [ 3.0m] 

ference 

团 & IS 

c 

SL [ 3.0m] 

SR [ 3.0m] 

SBL [ 3.0m] 

因 e 图 

SBR [ 3.0m] 
SW [ 3.0m] 

回回 


。： Finish 


システムセツトアップでほ用するボタン 


ド V ァンプ I —► — ► (*■{ 1 *) —► つ。 

C±P 


1 

[ S.Manual MCACC ] を選んで巧定する。 

2 

[円 ne SP Distance ] を選んで決定ずる。 

スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になりまず。 

3 

フ □ント左チヤンネルの スピーカーまでの 実測距 
離を入力して巧定する。 


4 調壁したいスピーカーを選んでスピーカーまでの 
距離を調整ずる。 

選択したチャンネルのスピーカーともラ1つのスピー 
カーからテストパルスがじ(下のよラに出力されます。 

R - L 
C-L 
SL-L 
SR - SL 
SBL-SL 
S 巨 R - SBL 
SW - L 


スピーカーまでの 距離調壁とは 

距離の調整は、映徹の「ピント合わせ」によく似て 
います。ピントび合っていない映债はどこで見て 
をぼやけて見えますび、ピントび合った映像は遠 
くからでを見ることびでさます。音の焦点ち同じ 
で、ある特定の場所 （ U スニングポジション）でき 
ちんとピント（音でいラと距離）を合わせておけ 
ば、をかズレたポイントでも/じ、地よく聞こえるよ 
ラになります。 


日.1 m から9.日 m の範囲内で'、日.1 m 間隔で設定でさます。 


A 

注意 


テストパルスは大きな音で再生されます。 ' 
MASTER VOLUME は自動的に0 d 日にな 
りテストパルスが再生されます。 

ノ 


5 戻るボタンを f 甲ず。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 

I • テストパルスの聞こえるポイントびどうしても中央に定位しないときは、 
スピーカーと本機の货、0端子び正しく接続されているかを確認してくだ 
さい。货と©び逆に接続されていると中央に定位しません。 
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音の詳細設定 


定在液制御 (Standing Wave ) 


オーディオの世巧で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、をとの音波と干渉することで発生します。定 
在波は特定の化域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の影響はスピーカー 
の位置や U スニングポジションによってち変化します。ここでは実際に音楽ソースなどの再生音を聴きなびら、 
定在波の該響を制御します。 


1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

Z [ S ね nding Wav 引を選んで巧定する。 

_定在波制御のフィルター設定画面になります。_ 

3 [ ON ] を選ぶ。 

[ OFF ] を還ぶと画面上のフィルター設定び消え、定在波 
_制御び OFF になります。_ 

4 [Filter Ch ] を選ぶ。 設 

どのチヤンネルの定在波を補正するか選ぶことびでをまず。 た 
さチヤンネルごとに用意された、3つのフィルターで定 
在波の影響を制御します。 

[ Main ] :センター スピーカーと サブ ウーファー じ(外の 
すべてのチヤンネル 
に enter ] :センターチヤンネルのみ 
[SUB W .] :サブ ウーファー のみ 


5 フイルター N 0.1か日 N 0.3について、各項目を調 

整ずる。 

f :各フィルターの中む周波数を、63 Hz 〜2巳0 Hz の 
範囲で調整します。 

Q :各フィルターの帯域幅を2.□〜日.8の範囲内、 0.2 
間隔で調整します。数値び大きくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT :ちフイルターの減衰量を、 0.0 d 巨〜12.0 d 巨の 
範囲内、0.已 dB 間隔で設定します。 

(「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを0.0 dB 〜] 2.0 
dB の範囲内、 0.5 d 日間隔で調整します。手順4で 
_に UB W .] を選んだとさのみ調整することびでさます） 

5 戻るボタンを f 甲ず。 

定在波制御の設定を終了しまず。 



2 


3 




3c.standing 


MCACC : Ml. MEMORY 1 
Standing Wave Control 

Filter Ch [ Main ] 


68hz 1[120hz ] [ 201 Hz ] 
5.0 ] [ 5.0 ] [ 5.0 ] 
O.OdB ] [ O.OdB ] [ 0.0 dB ] 
。： Finish 


4 



音声入力で hdmi を選んでいるとをは、実際に 
音を聞きながらの補正を行ラことはでさませ 
ん /。 
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音の詳細設定 


チヤンネルごとの周波数特性の補正に Q Adjust ) 


補正力ーブを手動で調整します。下記の調整を行う前に MCACC ボタンでどの MCACC MEMORY の EQ 値を調 
整するか還んでおさます。 




3 


4 





システムセツトアップでほ用するボタン 


回一で 一 胸0一す 


1 [ S.Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 


ム [EQ Ad 山 St ] を選んで巧定する。 

どの MCACC MEMORY の EQ 値を調整するかのお認画 
面になります。 


3 


[ OK ] を選んで決定する。 


補正カーブの調整画面になります。 



テスト I -ーンは大きな音で再生されます。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に0.0 dB に 
なりテスト I ンび再生されます。 


4 調壁したいチャンネルを選ぶ。 

5 調壁したい周波数帯域を選んで調壁する。 

-1 2.0 d 目から+12.0 d 日の範囲内で、 0. 已 d 目間隔 
で調整することびでをます。 

な ^ 

-調整中に「日 VERU びディスプレイに表示されたときは、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すぎるので、 rovE 阿」表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下ばてください。 

• 「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル)に設定されたチヤンネ 
ルは「63 Hz 」 を選ぶことはでをません。 

- 「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
た全体的なレベルのバランスを再調璧します。 


6 手順4〜己を繰り返して、各チヤンネルの周波数帯 
域を調整ずる。 


7 戻るボタン巧ず。 

チヤンネルごとの周波数特性の巧正を終了しまず。 
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音の詳細設定 


’の残響特性の測定と巧響を考慮した補正 (EQ Professional ) 


残響特性とは視聴環境における音の響さちのことです。ここでは残響特性の測定と確認、それに適した周波数特 
性の補正などをそれぞれ個別に行ラことがでさます。チヤンネルごとに響さちが異なったり、周波数ごとに響さ 
ちが異なるような視聴環境では [Advanced EQ Setup ] が特に効果を発揮します。 

残響特性は部屋の形状や内装、スピーカーの設置状況などによって変化するため、この機能は理想的な視聴環境 
を創るための目安としてをご利用いただけます。また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソ 
コン画面上で詳細に確認することを巧能です。 

[Reverb Measurement] ( 残響測定） 

視聴環境の残響特性をおよそ1〜3分程度で測定します。 

現がの部屋の残響特性を測定するときは 、 [Reverb Measurement ] を選んだあと、 fEQ 日 FF 」 を選択してか6 
測定してください。 

残響特性を考慮した補正を行っているときは、補正後の部屋の残響特性を測定することをできます。 

その場合は補正した MCACC MEMORY を選び 、 [Reverb Mesurement ] を選んだあと、に日日 N 」 を選択して 
から測定してください。 


[Reverb View] ( 残響確認） 

測定された残響特性の詳細を OSD 画面(テレビ画面)で確認することがでさます。 


[Reverb Output PC ] (残響測定 データのパソコンへの出力 ) 


測定された残響特性の詳細をパソコンのモニターで確認することができます。 

この機能により、部屋の残響特性を目で見て確認することができるようになります。 
詳しくは[パソコンにょる残響特性の詳細確認](^73ぺージ)をご覧くださぃ。 


[Advanced EQ Setup] ( 上級者向け EQ 設定） 

OSD 画面(テレビ画励に表示される残響特性を参考にしなが6、周波数特性の補正を行うための 
r 時間軸上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 


• [Advanced EQ Setup ] は、 LU 前に測定した Auto MCACC (一] 2ぺージ)の補正力ーブに上書きしてし 
まいますのでごを意ください。過去のデータを残したいとさは、別の MCACC MEM 日 RY を選んでから 
[Advanced EQ Setup ] を行ってください。 

• [Advanced EQ Setup ] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto MCACC と違い、スピーカー 
システム、 ス ピーカーからの距離、スピーカーの出カレベルについての設定は行いませんので 、 [Advanced 
EQ Setup ] を行う前に 「Auto MCACC 」 （一] 2ぺージ）を行うことをお勧めします。 

•「Auto MCACC 」 の[日 ption ] で 、 「Auto Mode 」 を [ ALL ]、[ ALL(Keep SPsettin 旨)]、 [ Ac 曰 Cal EQ Pro .] 
のいずれかで設定したとさは、すでに部屋の残響特性の測定から最適な補正時間位置の設定、周波数特性の 
補正を自動的に行い、理想的な視聴環境に補正されています。 


残響特性グラフの見ち 

- A 

このグラフは、スピーカーか b —定のテストノイブを出力し続けた時のマイク入カレベルの時間変移をおした 

ちのです。まったく残響がない場含は下図 A のよラになりますが、残響がある場含、徐々に音響パワーが累積さ 

れて下図 B のようになります。 

-低い周波数帯域は群遅延特性の影響で0 [ ms ] 付近の 

レ < 
ベ 

► レ < 

ベ 

> ■— —— — 立ち上がりが鈍くなる場合があります。 

ル 

ル 

——— -各スピーカーの r 距離と能力の差」による「ディレイと 

レベル差」は、グラフを見やすくするため、補正された 

- 

れ 時間 

-ちのを表术します。周波数特性 II 関しては補正しない 

B で表示します。 

- V 


設 

定 
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音の詳細設定 


Advanced EQ Setup での? i 正時問位置の巧め方 


[Reverb Measurement ] で測定された残響特性の詳細 
を参考に、補正時間位置をご自身で選択します。 

まずは [Reverb View ] または [Advanced E 日 Setup ] 
の日 SD 画面か 、 [Reverb Output PC ；] のパソコンのモニ 
ター画面で特性を確認し、 L 处下の1〜3のパターンを参考 
に捕正時間位置を決めます。 

Acoustic Cal EQ 補正では、図1のようにマイク入力の 
データ取得時間び 目日〜 1 日日 [ m 引の固定になっています 
び 、 Aco Cal E 日 Pro . では、残響音の悪影響を受けないよ 
うにするため、 日〜 8 日 [ ms ] の中の1ポイン トに日 [ ms ] 
幅)を選択でさます。 

各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差び 
大きい場合は、蓄積された残響音の悪影響を防ぐために、 
早めの時間位置を選おすることで、直接音(初期反射音を 
含む)の不揃いのみを補正することびでさます。残響カー 
ブのどこかの周波数帯に突発的な変化の無い、早めの時 
間帯(たとえば20〜4日 [ ms ]) を選択します。 



この機能は上級ち向けの機能になります。補正時間位置 
の設定および Advanced E 日 Setup をすベて自動で行い 
たい場含は 「Auto MCACC 」 の[日 ption ] で 、 「Auto Mode 」 
の [Aco Cal EQ Pro .] で設定してください。 

ケース1 ) 周波数ごとに残響特性が異なる場合 

図3は、做:或び大きく響き、高域はあまり響かないという 
特性の例です。この場含遅い時間帯で捕正をすると、低域 
の残響音の蓄積により、 r 低域び大さく、高域びルさい」と 
判断し、 E 日の力ーブは高域を上げ気陈に補正しまず。し 
かし、スピーカーか5直接耳に届く約4日 [ ms ]!； {内の特性 
は、高域わ十分な音量び出ていますので、遅い時間位置で 
補正してしまラと高域びきつく感じることびあります。 
このような場含、2日〜4日 [ ms ] く日いを指定すると、ス 
ピーカーか5の直接音(初期反射音を含む)びフラットに 
なり、聴きやずい音場になります。 



ケース吕）チャンネルごとに残響特性が異なる場合 

図3は、チャンネルごとに残響特性び異なっている場含 
の例です。このような部屋で AcousticCalEQ 補正をす 
ると、スピーカーか 日 音び放射されてから8 日 [ ms ] L 如き 
に徐々に各チャンネルの音色びそろってくるようにな0 
ます。一方、音儘の定位感や移動感、音色のつなび0 
は、残響音ではなく、各スピーカーからの直接音(初期 
反射音を含む)に左ちされます。このよラな場合は、2 日 
〜4 日 [ ms ] くらいを指定して補正をすると、直接音の特 
性びそろった理想的な音場でお楽しみいただけるよラに 
な0ます。 



ケース 3) 全体的に残響特性が似ている場合 


図4のよラに、各周波数、各チャンネルの残響特性び似 
ているよラな場合には、残響特性び悪影響を及ぼずこと 
はありません。この場含は AcousticCalE 日 (8 日〜1目日 
[ ms ] の固定)で補正することをお勧めします。直接音と 
残響音をすべて含んだトータルでの補正び行われ、理想 
的な音場空間を再現する ことび でさます。 



み 


0 Aco Cal EQ Pro . 80 160 

の捕正時間位置 
逞巧可能領域 


LSch お域 
RSch あ域 
LSch 高域 
RSch 高域 


時間 [ ms ] 


図4周波数ごと、およびチヤンネルごとに残響特性び似ている場合の例 


本機能の有効活用 

本機の「残響特性測定及びグラフ表示機能」は、視聴環境整備の 
ツールと してお使いいただけます。 スピーカーの L / R (左ち)で 
特性び大きく異なる場合は、片側の設置に問題びあったり、左ち 
の壁の反射び大をく影響している、などび考えられます。設置の 
見直しや吸音材の使用効果などを何度ち確認しなびらより理想 
的な視聴環境を創ることびできます。 


図2周波数ごとに残響特性び異なる場合の例 
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音の詳細設定 


残響特せの結果をバソコンのモニター画面で確認したい場合には、測定前にあ5かじめ本機とバソコンを接続ず 
るを、要びありまず。使用できるバソコンの環境については73ぺージをご覧ください。 

RS -232 C ケーブルで接続してください。ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細はダウン □- 






4 


6 


8 





システムセットアップでほ用するボタン 

__ ( ^ ち ) ハ'へ t 戻る ) 

ド V ァンプ I — ► /-> — ► (<■( 1+) — ► っ。 

CiP 


1 

[3. Manual MCACC ] を選んで巧定する。 

2 

に〇 Professional ] を選んで決定ずる。 

3 

[Reverb Measurement ] を選んでミ夫定ずる。 

4 

[EQ OFF ] を選ぶ。 

残響特性を考慮した巧正を行った状態の部屋の残響特性 
を測定/確認したいとさは、あらかじめ補正を行った 
MCACC MEMORY を選んだうえで正 Q ON ] を選びま 
す。 


5 マイクを接続して残響特性の測定の準備をする。 

-付属の測定用マイクを接続して、 U スニングポジ 
シヨンに設置してください 。 （TV モニターの近くに 
は設置しないでください。） 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーと1」スニングポジシヨンの間にある障害 
_物を取り除いてください。_ 

6 [0 K ] を選んで巧定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
_度かかります。_ 

7 戻るボタンを巧す。 

測を結果を OSD 画面でお認するとをは手順8へ、バソ 
コンのモニター画面で確認するときは r パソコンによる 
残響特性の詳細お認」卜73ぺージ)へお進みください。 
測定結果をお認せずに周波数特性の補正を行ラとさは手 
順]2へぉ進みくださぃ。 


8 


設 
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[Reverb View ] を選んで巧定する。 

残響特性の測定結果お認画面になります。 
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音の詳細設定 


9 


3e2.Reverb ’ 


} OFF Ch イ » 
Fq [ 63Hz ] 


周波数- 
チヤンネル- 


12 



13 


3e4. Adv. EQ Setup (1/2) 


(jm [60~80ms] } 


補正時間’ 


15 


4. Adv. EQ Setup (2/2) 


EQ Type 

[ALL CH ADJUST] 
Multi-Point [NO] 


Setting Start? 




OSD の d 己表示(縦軸の目盛り）は 2 dB ごとに 
区切られています。 


9 測定結果を確認したいチャンネル、周波数、周波 
数八’ンドを選ぶ。 


10 手順9を繰り返して各チャンネルにおける各周波 
数の残醬特性の測定結果を確認ずる。 

11 戻るボタンを巧ず。 

残響特性の測定結果確認画面を終了します。 


. 鶏響特性の詳細をご覧になった結果、チャンネルごとまたは周波 
数ごとに響き方び異なるときは手順12へお進みください。 

-部屋の残響特性を改善したいとをはここで吸音材の調整などを見直 
し、視聴環境の整備を行ってください。そのあと、再度その効果を 
確認することをお勧めします。 

. 鶏響特性び特にバラつさなく測定されているときは理想的な鶏響 
特性び得られていますので、手順16へお進みください。このとを、 
通常の Auto MCACC 補正を行っていないと周波数特性はお正さ 
れないままですので、 [ E 日 Professional ] を終了したあと、63 
ぺージの手順3の [Acoustic Cal EQ ] を実行してください。 


1之 [Advanced EQ Setup ] を選んでミ夫定する。 

補正時間位置を指定する画面になります。 


1 ゴ補正時間位置を指定して巧定する。 

チヤンネルと周波数を切り換えなびら残響特性カーブを 
参考にして、補正時間位置を指定します。補正時間位置の 
ミ夫めちは 「Advanced EQ Setup での補正時間位置のま 
めち」い70ぺージ)をご覧ください。補正時間位置は各 
チヤンネル、各周波数で巧通です。チヤンネルと周波数の 
_切り換えは参考にする残響特性カーブの切り換えでず。 

14ぶ壁に応じて 「EQ TypeJ と 「 Multi - PointJ を設定 
する。 

それぞれの詳しい説明は已3ページをご覧ください。 


15 [0 K ] を選んで決定する。 

手順13で選んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動 
で行います。測定にはおよそ！〜4分程度かかります。 


16 戻るボタンを f 甲ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 （EQ 
Professional ) を終了します。 

[MCACC Data Check ] で測定結果を確認できます。 
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音の詳細設定 


パソコンによる残響特性の詳細確認 


残響特性の測定結果をパソコンに転送してご確認いただ<には、政下の条件を満たしている必要があります。 

パソコン本体 

• 日 S が Micr 日 soft 廊 「 Windows 衝 XP 」、「 Windows 祗2日日日」、 「 Windows 衝 Millennium Edition 」、 
「 Windows 祗日8 Second Edition」、[Windows NT 祗4.0 (Service Pack 日)」のいずれかであること。 

• 巳 PU が Pentium 3/300 MHz 政上か AMD K 目/300 MHz 似上(または] 0日〇/〇互換性のある CPU ) で 
おること 

• メモリーが] 28 M 目じ(上であること 

• 画面解像度が8日 0 X 目日日ドットであること 
• インターネットに接続可能であること 

• RS -232 C ポートを搭載していること ( C 日 M ポートの接続につい口まパソコンの力一へお問い含わせくだ 
さい） 

RS-232C ヶーブル 

• メス-メス：ク□スタイプ(インターリンク、 U バースタイプなど)を使用すること。詳細はダウン□ー ドし 
た PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書をご覧ください。 

専用アプリケーシヨン•ソフ ト および専用取扱い説明書 

-下記 URL でお客様登録をしたあと、ダウン□ー ドのサイトへ進み、ダウン□ー ドしてください。 
http :// www 3. pioneer . co . jp / 

ここか 5 読む場をは 71 ページの手順 1 〜 7 を行ってか Siy 下の手 
順へお進みください。 

3 [Reverb Output PC ] を選んで決定ずる。 

_パソコンへのデータ転送待ちになります。_ 

9 パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨ 
ンを起動してください。 

PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転送を 
行います。データ送信は1日秒程で終了します。 

パソコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を行 
ラと上書さされます。また本機の電源を切ることでち残響特性 
データはメモ U から消まされますので、測定後はすみやかにパ 
_ソコンへデータ送信し、保ちしておくことをお勧めします。 

10 戻るボタンを f 甲ず。 

パソコンへのデータ転送を終了します。 


最後に測定した残響特性を表示します。最後び 
「EQ OFF 」 であれば周波数特性の補正前、に日 
ON 」 であれば周波数特性の補正禮の表おをご 
覽いただけます。 



IVhcr 日 SoftWindows XP.Windows 
2000 、 Windows Millennium Edition . 
Windows 日 8、 Wmd 日 ws NT は米国 
Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標または商標で 
す。 
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音の詳細設定 


MCACC MEMORY のデータ管理をする 〜 Data Management 〜 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された各種設定內容や設定値を確認、コピー、消去することがで 
きます。また MCACC MEMORY に名前をつけることをできます。 


設定データを確認する (MCACC Data Check ) 


「 Aut 曰 MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された！; TF の各設定項目の内容や設定値を確認することができます。 

Speaker Setting :スピーカーシステムの設定 

Channel Level :スピーカー出カレベルの設定 


Speaker Distance 
Standing Wave 
Acoustic Cal EQ 


スピーカーまでの 距離 
定在波制御フイルター設定 
視聴環境の周波数特性の補正値 



2 





4 



システムセツトアップでほ用するボタン 


回一で 一 胸0一す 


1 

[4 .Data Mana 邑 ement ] を選んで決定ずる。 

2 

[MCACC Data Check ] を選んで巧定する。 

お認したい設定の項目の選択画面になります。 

3 

確認したい設定項目を選んでみ定する。 

4 

必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や Ch 
などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEMORY ををえること 
で、各 MEMORY の設定値をお認しなびらそのサウンド 
のを化をお認することびでをまず。 

他の設を項目を確認するとさは戻るボタンを押して手順 
3へ戻ります。 

5 

戻るボタンを巧ず。 

[MCACC Data Check ] を終了します。 
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音の 詳細設定 



(MCACC Data Copy ) 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された MCACC MEM 日 RY を他の已つの MEM 日 RY のいずれかに 
コピーすることができます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で日つまで設定することができます。 


1 [4. Data Mana 邑 ement ] を選んで決定ずる。 

么 [MCACC Data C 叩 y ] を選んで決定ずる。 

コピーしたい MCACC MEMORY と コピー される 
MCACC MEM 日 RY の選択画面になります。 

づ コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 コピー先の MCACC MEMORY を選ぶ。 

5 [ c 叩 y ] を選んでミ夫定ずる。 

設定内容の コピーが 開始されます。 

に ancel ] を選ぶと コピー は行われません。 

Copy Complete ! と表示されたら コピー は終了です。 

6 戻るボタンを f 甲ず。 

[MCACC Data C 叩 y ] を終了します。 


システムセットアップでほ用するボタン 

_ ( IBS ) へ t ちる ) 

ド V ァンプ j — ► — ► (<■( 1+) — ► っ。 

CiP 


2 


3 


4 


5 




設定データのを前をを更する (Memory Rename ) 


設 

定 


MCACC MEMORY 1〜日の名前を変更することびできます。たとえば、映画を楽しむ視聴位置で音場補正を行つ 
たときは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ視聴位置であれば 「 GAME 」 のように変更することびできます。 

変更したい設定データの名前は！;(下の中か日選びます。 

[ALL ADJ 1] [ALL ADJ 2] [ F . ALIGNl ] [ F . ALIGN 2] [ EQ . OFF ] [ MOVIE ] [ MUS に] [ GAME ] [ PARTY ] 


[ SOFAl ] [ S 0 FA 2] [ SEAT ]] [ SEAT 2] [POSITION 1][ POSITIONS ] 


システムセツトアップでほ用するボタン 



1 [4 .Data Management ] を選んで巧定する。 
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音の詳細設定 


2 [Memory Rename ] を選んで決定ずる。 

名前を変更したい MCACC MEM 日 RY の選択画面になり 
ます。 

3 名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで名 
前を変更ずる。 

他にも名前を変更したい MCACC MEM 日 RY があるとき 
_は選んで変更しまず。_ 

4 戻るボタンを巧ず。 

[Memorv Rename] を終了します。 



一夕を消去する (Memory Clear) 


巨つ ある MCACC MEMORY の中か b 必要のない MEMORY を消去します。 


2 


3 


4 


System Setup 



a. MCACC Data Check 

b. MCACC Data Copy 


4d.Memory Clear 


Clear 

Start Clear 

■ •Hk'MIb. 

[Cane 川 

八 ： Cancel 



1 [4 .Data Mana 邑 ement ] を選んで決定ずる。 

2 [Memory Clear ] を選んで決定ずる。 

消ましたい MCACC MEMORY の選択画面になります。 

S 消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 


4 


[ Clear ] を選んで巧定する。 

手順 3 で選んだ MCACC MEMORY の消去を開始しま 
す。に ancel] を選ぶと消去は行われません。 

_ Clear Complete! と表おされたら消まは終了です。 

b 他にも消去したい MCACC MEMORY があるとき 
は手順2〜4を繰り返す。 

6 戻るボタンを f 甲ず。 

[Data Mana 旨 ement] を終了します。 
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音の詳細設定 


スピーカーやヴブウーファーの音を調整する (Manual SP Setup ) 


r リスニング環境を測定して最適な設定をする (Auto MCACC)」 （一12ぺージ)で才ートセットアップを行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定できます。 


スピーカー接続と爲音再生能力を設定ずる (Speaker Setting) 


各チャンネルに接続されたスピーカーのち無や低域再生能力の大ルを設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などにちわせて正しく設定して<だ 
さい。に MALL] (ル)に設定されたスピーカーがあるとさ、何 Hz 政下の低音域を他のスピーカー(サブウーファーを 
含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hz が下の低音域を再生するかを X. 日 VER (ク□スオーバー周波数)の設定 
で行います。ヴプウーファーの再生する音域成分については、78ページをご覧ください。 


1 [日 . Manual SP Setup ] を選んで決定ずる。 


L [Speaker Setting ] を選んで決定ずる。 班 

_スピーカーシステムの設定になります。_巧 

な それぞれのスピーカーについて、それらのサイズ 
や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとにけ下を還べます。各項目の意味と設定 
ち法については次ページの説明をご覧ください。 


4 戻るボタンを f 甲ず。 


Front 

(フ□ント） 

[LARGE] [SMALL] 

Center 

(センター） 

[LARGE] に MALL] [NO] 

Suit 

(サラウンド） 

[LARGE] に MALL] [NO] 

SB 

[LARGEX2] [LARGEXI] 

(サラウンドバック） 

[SMALLX2] [SMALLXI][N 曰] 

SUB W. 

(サブウーファー） 

[YES] [PLUS] [NO] 

X. OVER 

[已 OHz] [8 曰 Hz][1 曰 OHz] 

(ク□スオーバー周波数) 

[1 已日 Hz] [200Hz] 



System Setuo 


1.A 山 0 MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

6.Input Setup 
7.Other Setup 


2 


5.Manual SP Setup 


b. Channel Level 

c. Speaker Distance 

d. Bass Peak Level 

e. X-Curve 

f. THX Audio Setting 


3 


5a.Speaker Setting 


[SMALL] 


Front 

Center [ L.—, 

Surr [SMALL] 9 
SB [ SMALL x2] 

SUB W. [ YES ] 图な B 

X. OVER [ 80Hz ] 因回 

(THX:ALL SMALL) 



に peaker Settin 旨]を終了します。 
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音の詳細設定 

スピーカーシステム設定の目安 


スピーカーシステム組み合わせ可能一覧 


Front 

( フロント） 

[SMALL] 

[LARGE] 

Center 

( センター） 

[SMALL] [NO] 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit 

( サラウンド） 

[SMALL] 

[NO] 

[LARGE] 

[SMALL] 

[NO] 

SB 

( サラウンドバック） 

[SMALL X2 / xl] 

[NO] 

[NO] 

[LARGE X 2 / Xl ] 
[SMALL X 2 / xl] 
[NO] 

[SMALL X 2 / Xl ] 
[NO] 

[NO] 

SUB W. 

( サブウーファー） 

[YES] 

[YES] [NO] [PLUS] 


太字：工場出荷時の設定 


[SMALL] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [LARGE] スピーカーやサブウーファーか 5 出力） 

[LARGE] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または1本） 

[YES] :サブウーファーを接続している場合 

[PLUS] :フ□ント/センターの低域成分を、サブウーファーか 5 も同時に出力させる低域の再生量びもっと 

ちをいモート 

常に (2 ch 再生時でを)サブウーファーか 5 低域び出力されるため、量感のある重低音をお巧みの 
方におすすめの設定(詳し < は下図参照） 

[NO] :接続していない場含感当かの成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [PLUS] はオートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 


サブウーファーの再生する音域成分 


フ□ン ト、 センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は下のようになります。 


フ □ ント/センター 
スピーカー 

ヴプウーファー 

LFE ( 超を域効果音)成分 

低域成分 

中-高域成分 

SMALL 

YES 





LARGE 

YES 



LARGE 

NO 



LARGE 

PLUS 



， 、| 




>サブウーファーの再生音域 
>フ□ント/センターの再生音域 


_^ C _ 

ク□スオーバー周波数 ( 工場出荷時： 80 Hz) 

お手持ちのスピーカーにをわせて設定してください 


- サブウーファー [PLUS] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ □ ントの低域成分の打ち消し合いび発生し、十分な低音の効 
栗び発揮されないことびあります。このような場合は 、 Auto MC 冉 CC でスピーカーの距離の設定 (Speaker Distance) を巧い ( 一 12 
ぺージ ）、 PHASE CONTROL モードを r 日 N 」 にしてくださし、 042 ぺージ)。 

、し — I 
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音の詳細設定 


テストトーンを聞いて出カレベルを調壁する (Channel Level ) 


u ス ニン グポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルが一定にそろうように調整します。実際に出力 
されるテスト I -ーンを耳で確かめながら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場合 
は、音圧レベルを C ウェイト/スローモードで7巳 d 目 SPU こ調整してください。 

MCACC MEM 日 RY が日 FF になっていると、ここでの設定を行うことはできません。（一4日ページ） 


2 


3 


4 


System Setuo 


1.A 山 0 MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 


6.Input Setup 
7.Other ~ 


Setup 



5b.Channel Level 


Enter:Next 


5b.Channel Level 

Test Tone 


[Manual ] 

Setting 

Start 


Please 

Wait 

20 

Guu II 



will 

be output. 



(fVCancel 


L 


C 

[ O.OdBl 


R 

[ O.OdBl 


SR 

[ O.OdBl 


SBR 

[ O.OdBl 


SBL 

[ 0.0 dB] 


SL 

sw 

[ 0.0 dB] 

[ O.OdBl 

因旧 



3 


1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 に hannel Level ] を選んでミ夫定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 


設定方法を選んでミ夫定ずる。 

[ Manual ] :テスト I ンを出力するスピーカーを手動 
で切り換えて調整します。 

[ Auto ] :テスト I ンを出力するスピーカーび自動で 
切り換わります。 = n . 

テストトーンは大きな音で再生されます。^定 
MASTER VOLUME は自動的に 0.0 d 巨に 
なり、テスト I -ーンび再生されます。 


4 それぞれのチャンネルレベルを調藝する。 

一10.0づ5から+1 0.0 dB の範囲内で、0.已 d 目間隔 
で調整することびでさます。 



サブウーファーか6のテスト I -ーンは周波数びほいため、実際のレべ 
ルよりちかさく聞こえる場合びあります。 


b 戻るボタンを巧ず。 

に hannel Level ] を終了します。 


必/アンプ I 


C 擅古 
0 


e 


心で 

各チヤンネルレベルの調整を行ラことをでをます。 
CH レベルボタンを巧すたびにチヤンネルび切り換 
わります。（この場合曰 SD 表示はされません） 
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U スニングポジション(視聴位置)か 6 スピーカーまでの距離を設定することにより、各チヤンネルの遅延時間が 
自動的に算出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。手動で設定する場合 
は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 


2 


3 


Setup 


I.Auto MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

6.Input Setup 
7.Other Setup 




1 [日 . Manual SP Setup ] を選んで決定ずる。 

2^ [Speaker Distance ] を選んで決定ずる。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 

3 設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 
離を設定ずる。 

0.1 m から 9.0 m の範囲巧で、0.1 m 間隔で設定でさます。 


サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置 
(rs 日 R 」 と rsBU ) および設定を U スニングポジションから等距離に 
しますと、 THX モードの効果が最大限に発揮されます。 


4 戻るボタンを f 甲ず。 

Speaker Distance ] を終了します。 


より正確な距離の調整は、 r スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP 
Distance )」 卜巨6ぺージ)をご覧ください。音像や定位感びさらに 
向上します。 


音の詳細設定 



—力一までの距離を調整する (Speaker Distance ) 


11111111 


R B B L M 
LCRSSSSC 
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音の 詳細設定 


超ほ域音黃のピークレベルを調整する (Bass Peak Level ) 


ドルビーデジタルや DTS などのソフトには超ほ域信号成分 ( LFE チヤンネル)び含まれています。この超な域信号は 
他のチヤンネルより再生レべ!レび大きいため、スピーカーのち生能力を超えて音青に歪みび生じることびあります。 
ここでは、 LFE チヤンネルのピークレベルを調整して歪みを防止します。 


1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定する。 

^ [Bass Peak Level ] を選んで巧定する。 

超ほ域音声のピークレベル設定になります。 

づ [Setting Start ] か [Setting Clear ] を選んで巧定 
する。 

[Setting Start ] :テストトーンを再生し、設定を行い 
ます。自動的に MASTER VOLUME び一曰0 dB になり 
ます。手順4へお進みください。 

に e け in 巨 Clear ] :調整された LFE チヤンネルのピーク 
レベルををとに （ OFF に)戻します。手順己へお進みくだ IS 
さい。 定 


4 テスト! -ー ンを調壁していき、 スピーカーからの 
音に歪みが生じる手前まで調壁する。 

サブウーファーで [ YES ] (有り）または [ PLUS ] び逞おさ 
れている場合は、サブウーファーからのみテストトーン 
び再生されます。 

サブウーファーび[ N 0](無し）の場合は、サフウーファー 
じ(外の [ LARGE ] (大)に設定されているフ□ントまたはサ 
_ラウンド スピーカーから テスト I ンび再生されます。 

5 手順4で調壁した値を巧定する。 

MASTER VOLUME びもとの位置に戻ります。 

6 戻るボタンを巧ず。 

[Bass Peak Level ] を終了します。 


• 工場出荷時は r 日 FF 」 に設定されています。 

-サブウーファーに自動ス U - プ機能びあるとさは、この設定を始める 
前にサブウーファーの電源び入っていることを確認してください。 


[/ K 歪みが発生ずる付近では、テストトーンは大音量に 

^ 一 


システムセットアップでほ用するボタン 

__ [ 16 ち ) ハ'へ [ 房る ) 

ド V ァンプ I — ► /■> — ► + ) — ► つ。 


System Setup 


1.A 山 0 MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Manai 

6.Input Setup 
7.Other Setup 


2 


5.Manual SP Setup 


a. Speaker Setting 

b. Channel Level 

c. Soeaker Distance 

e. X-Curve 

f. THX Audio Setting 


3 



4 


Sd.Bass Peak Level 


Bass Peak Level 




' な Increase the Bass 
Peak Level to 
a comfortable volume 
(-80dB = no sound) 

ENTER:Finish 。： Cant 


[-8 日服]に設定される 
と、サブウーファーから音 
は出力されません。 
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音の詳細設定 


広い部屋での高音域を抑制する ( X - 


広い視聴環境では、聴感上高域がきつく聞こえてしまう傾向があります。 X - Cu 「 ve ( X 力ーブ)は高域に kHzl ； Lb ) 
の周波数を減衰させるカーブで、減衰の傾きは一0.己 d 目/日な〜一 3.0 dB / octCO .己 d 目 ステップ)の6種類から 
選択可能です。 l ^ TF の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は 「Acoustic Cal EQ 」 （一日8ぺージ)の補正値には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目安 


部屋の広さ 

〜36 

〜48 

〜巨0 

〜72 m 2 

〜300 

—1000 

減衰力ーブ 

—0.5 dB/oct 

— 1.0 dB/oct 

一1.已 dB/oct 

—2.0 dB/oct 

—2.5 dB/oct 

—3.0 dB/oct 



System Setup 


I.Auto MCACC 
2.Surr Back System 
3.Manual MCACC 






システムセツトアップでほ用するボタン 


回一巧 一 爲 0一眾 


1 

[日 . Manual SP Setup ] を選んで決定ずる。 

2 

[ X - Curve ] を選んでミ夫定する。 

聴感上の高域巧正になります。 

3 

和- ► ボタンで高域減衰力ーブを調壁ずる。 

-0 .己から一3.0 dB / oct を□.己 d 巨ステップの日段階で 
調整することびでさます。 

[ OFF ] を逞おすると X - Cu 「 ve は FLAT になり聴感上の高 
域は補正されません。 

4 

戻るボタンを巧ず。 

[ X - Curve ] を終了します。 


THX モードでは、 X カーブと同じような、高域を補正する Re - 
Equalization という機能び働く ため、 X 力ー ブの設定は無効にな 
ります。 
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音の詳細設定 


サラウンドバックスピーカー間の S 顧!を設定する (THX Audio Setting ) 


THX Ultra 2 規格で新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 Cinema 
と THX MusicMode . THX Games Mode に最適な効果をちたらすための設定です。サラウンドバックスピー 
カー間の距離 (0 m 〜 0.3 m 、 0.3 m 〜 1.2 m 、 1 .2 の3段階）に応じて処理を変化させます。 THX の推 

奨するスピーカー配置は下図のとおりです。 

「Speaker Settin 呂」 （一77ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを [ NO ] または [X 1] で設定したときは、この 
項目は選択できません。また、 「 Suit 目 ack System 」 （一目4ぺージ）で 「Second Zone 」、「 Front 目 i - AMP 」 ま 
たは 「Multi Room & Source 」 を選択したときを、この項目は選択できません。 


System Setup 

I.Auto MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

6.Input Setup 
7.Other Setup 

よ 、： Exit 



2 


5.Manual SP Setup 


3.Speaker Setting 
3.Channel Level 
: .Speaker Distance 
d.Bass Peak Level 
ミ . X-Curve 


す 、： Return 


3 


Sf.THX Audio Setting 
SB SP Position 



SBL-SBR 


efVFinish 


1 [己 . Manual SP Setup ] を選んで巧定する。 

Z [THX Audio Setting ] を選んでミ夫定する。 

_ I サラウンドバックスピーカー間の距離の設定になりまず。 

3 サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[日一日.3 m ]、 [>0.3-1 .2 m ]、[1.2 m く]のいずれか設 
_を選びます。_ g 

4 戻るボタンを巧ず。 

[THX Audio Settin 呂]を終了します。 
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入力端子の設定 


リアパネル端子に入力した音声/映像信号を設定する -Input Set 叩〜 


各入カフアンクシヨンごとに割り当てる音声信号と映像信号の入力端テを変更することができます。の接続 
を行ったときは必ずここで設定してください。工場出荷時の設定はち下の表のとおりです。〇は工場出荷時は設定 
されていませんが、割り当てることができる入力端子です。 X は割り当てることがでさません。 


-リアパネルのデジタル音声入力端子と S ビデオ映像入力端 
子に記載された工場出荷時の設定と異なる撤 gg をしたとき。 

^デジタル音声入力の設定(01劲ね1 In ) 
^5ビデオ映像入力の設定(5^/1づ巨〇 In ) 

-コンポーネントビデオ映像入力端子または D 4 ビデオ映像 
入力端子に映像機器を接続したとさ。 

ーコンポーネント / DA ビデオ映像入力の設定に omp / D 4 In ) 

- i.LINK 端子にし LINK 対応機器を接続し、映像も同時に見 
たいとさ。 

一し LINK 入力の設定（し LINK In ) 

• HDMIl 〜4端子 ( VSA-AX 吕 AS は HDMI 1〜3端子)に接 
続した HDM は才応機器を HDMI 1 〜 4( VSA - AX 2 AS は 
HDMI 1 〜 3) 入力 lil 外の入力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI In ) 



■ 讯 TT 而 ■IIIIJIAIB ! I んリ ■ WT|||T ぶ 。 IWi レ 

DVD/LD 

C0AX1 O O O IN 1 

TV 

O O O O IN 2 

SAT 

0PT1 

〇 

〇 

〇 

〇 

DVR/VCR1 

OPT 2 

〇 

〇 

〇 

固定 

DVR/VCR2 

OPT 3 

〇 

〇 

〇 

固定 

VIDEO/GAME1 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

VIDEO/GAME2 

固定 

X 

〇 

X 

固定 

HDMI 1 

o 

〇 

HDMM 

X 

X 

HDMI 2 

o 

〇 

HDMI-2 

X 

X 

HDMI 3 

o 

〇 

HDMI-3 

X 

X 

HDMI 4* 

o 

〇 

HDMI-4 

X 

X 

USB * 

X 

X 

X 

X 

X 

CD 

COAX 2 

〇 

X 

X 

X 

CD-R/TAPE/MD 

OPT 4 

〇 

X 

X 

X 

TUNER 






PHONO 






MULTI CH IN 

割り当てることびでさない入力です。 

iPod 






i.LINK * 







* は VSA-AX4ASi のみ 



2 



6.Input Setup 

(1/2) 

Input 

[ DVD ] 

Diaital In 


HDMI Input 

Input-2 ] 

Comp/D4 In 

D4 In-1] 

S-Video In 

Input-1] 

[ DV-Sd69AVi ] 

{▼ Next ) 

。： Finish 
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別の入カフアンクシヨンで、同じ入力端テを選択 
することはできません。同じ入力端子を選んだと 
さは、先に設定されていた入カフアンクシヨンの 
設定び OFF に切り換わります。 

コンポーネント端子の使用については、 r 映徹機器 
の接続について」(一27ぺージ)をご覧ください。 
割り当てた i . LINK 対応機器の i . LINK ケーブルをが 
したり、蕾原をオフした場をは、その機器の製品型 
番の前に r * 」び表示されます。 

同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択する 
ことはでをません。 


システムセットアップでほ用するボタン 


回一で 一 胸り 一眾 


1 [6. Input Setup ] を還んで巧定する。 


/. 変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


3 変更したい設定を選んで割り当てたい入力端子を 
設定ずる。 

詳しくは前ページの説明をご覧ください。 

たとえば、光デジタル端子( I N 田)を使って DV □プレー 
ヤーを接続したときは 、 「Digital In 」 の [ C 0 AX -1] を 
[□ PT -4] に変更します。また、 D 4 VIDEO IN 田に入力 
した映像信号を再生したいときは rComp / D 4 In 」 の設 
定を [ D 4 In - l ] に設定します。 

プラズマディスプレイの映像入力と本機の音声入力を合 
わせたいとさは1日2ページの「プラズマディスプレイの 
入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜」をご覧ください。 


4 戻るボタンを巧す。 

[Input Setup ] を終了します。 

システムセットアップを終了するとさは、 q 巧を押します。 


























































ディスプレイに表示される入力ちを変更する 


その他の設定 


3 


4 




5 



ディスプレイに表おされる入力名を変更することびできます。 DVR / VCR 1 入力を還択すると、工場出荷時の設定 
では 「 DVR / VCRl 」 と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の 
名称 （ DVR - DT 100) などに変更すれば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単 
に確認することびでをます。 


システムセツトアップでほ用するボタン 


__ [ »es ) ハ'へ [ 房る ) 

ド V ァンプ I — ► /■> — ► (<■( 1+) — ► っ。 




1 

[6. Input Setup ] を選んで決定する。 

2 

名前を変更したいファンクシヨンを選ぶ。 

3 

(▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

A ボタンを押して （2/2) ページを表示させます。 

4 

「Input Name 」 で [ Rename ] を選んで決定ずる。 

工場出荷時に戻したいときは [ Default ] を選んで決定し 


5 片吟 ボタンでカーソルを動かして なみ ボタンで入 

力するで字を選ぶ。 

入力でさる文字は LU 下のとおりです。 


なみボタンを巧し続けると文字びスク□ールします。 


6 手順己を繰り返して入カフアンクシヨン名を入力 
ずる。 


7 ミ夫定ボタンを巧して入カフアンクシヨン名を巧定 
ずる。 

他にち名前を変更したい入カフアンクシヨンびある場合 
_は、手順2〜己を繰り返します。_ 

8 戻るボタンを巧ず。 

[Input Setup ] を終了しまず。 

システムセットアップを終了するとさは、3若を押しまず。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:; く=>?@[ \ r _{ l }〜（ スぺース) 
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その他の設定 


その他の機器の設定をする 〜 other Setup 〜 

システムセツトアップ画面の位置を調整する 


日 SD (オンスク U —ンディスプレイ)をお持ちのテレビの中央で表示でさるよラに調整します。日 SD に表示される 
システムセットアップなどの文宇が切れないよラにする機能です。 



1 

System Setup 


I.Auto MCACC 

2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 

6.Input Setup 


。： Exit 


2 

7.Other Setup 


a. Multi Room Setup 

b. SR+ Setup 

d 丄 LINK Check 

八 ： Return 


3 

t , 



A 

X=0 , Y=0 

< ridfiTHin > 

▼ d%:Cancel 





システムセッ ト アップでほ用するボタン 

1 設ち J グ〜〜ぐ\ [ ちる） 

|AV ァン 3 — ► つ — ► 卜 （けりい） —► fNp 

__ 



1 

[7. Other Setup ] を選んで巧定する。 

2 

[OSD Adjustment ] を選んでミ夫定ずる。 

日 SD 画面の調整になりまず。 

3 

なみ仁马 ボタンで力ーソルを巧して画面内の枠を 
中央に調壁ずる。 

4 

ミ夫定ボタンを押す。 


5 戻るボタンを f 甲す。 

[Other Setup ] を終了します。 
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その他の設定 


接綜し ている’し LINK 巧応機器を確認する ( VSA-AXAASi のみ) 


i . LINK 对応機器を本機に接続し、 n 叩山 Setup 」 で入力を割り当てているときはこの設定で、どの入カファンク 
ションにどの i . LINK 対応機器が接続されているかを確認することができます。 i . UNK 端子に接続された機器がな 
い場合は、この設定を選択することはでさません。 


System Setup 


1.A 山 0 MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 
6.Input Setup 


2 


7.other Setup 


a. Multi Room Setup 

b. SR+ Setup 

c. OSD Adjustment 



cf、：Return 


7d.i 丄 INK Check 

(1/2) 

<AEnd 

) 

* DVD-Audio5 

: TV 

1 DVD-Audio1 

: firm 

2DVD-Audio2 

: DVR1 

3DVD-Audio3 

: i.UNK 

4 DVD-Audio4 

: i.UNK 

5 VSA-AXIOAi 

: .... 

(▼ Next ) 


cfVReturn 


システムセツトアップでほ用するボタン 


回一で 一 Q 富 0一眾 


1 [7. Other Setup ] を選んで巧定ずる。 


2 [ i.UNK Check ] を選んで決定する。 


3 なみボタンで設定を確認ずる。 

-割り当てられていないし LINK 対応機器については、 
n . LINK 」 と表示されまず。 

• i.UNK AUDIOL 乂列の i . LINK 対応機器に接続した場合 

は、「-」と表示され、入カフアンクシヨンを 

割り当てることはでさません。 

• 害 Ij り当てたし LINK 対応機器の i . UNK ケーブルを外し 
たり、電源を切った場合は、その機器の製品型まの 
前に r *」び表ホされます。 


設 

定 


4 

5 


戻るボタンを巧ず。 

し LINK 対応機器の確認画面を終了します。 

ちラー度戻るボタンを巧す。 

[Other Setup ] を終了します。 

システムセットアップを終了するとをは、 U 墨を押します。 
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y モコンにぶる他機巧の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属の U モ]ン(メイン)を使って、本機！;(外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD、CD 
プレーヤーなど)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場 
含は、該当するコードを呼び出すだけで操作できるようになります。また、プ U セットコード非对応の機器でも、 
その機器に付属の U モコンから直接登録(学習)することが可能です。 


他 m のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出す(プリセツトコード設定) 


本機付属の U モコンには、 複数の AV 機器(他社製品を含む)の U モコンコー ドが登録されています。登録する機器のブラ 
ンド名から検索することが可能です。 

各ボタンの役割は ru モコンで他機器を操作する」(一8日ぺージ)をご覧くださし、 


( A ^ AV アンプボタンを巧しなが5設定ボタ 
_し ンを巧ず。 


U モコンにに ETUP 」 が表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボタンを2秒間 
押し続けます。 


1設定] 


2 


3 


し^ 「 PRESET 」 を選んでミ夫定する。 

「 EXIT 」 を選んでミ夫定すると設定を終了しま 
のす。 


I CD I I TV I IVIDEO 21 ，レ田 IfP 
G DVD I 〔 SAT I 。の E。，I I 


L DVR2 I L CD-R J [mUT 
[dvri I [iPod I frur 

© 


o 


操作したい機器のマルチコント 
□-ルボタンを選んで決定する。 

CD のよラに黒い四角ネ卒で表ホされ 
た機器はシフトボタンを押しなびら 
選びまず(例： CD を還ぶときはシフ 
卜と DVD を押ず）。 


4 


5 


6 


登録ずる機器のブランド名の頭文字を還 
偽 んでミ夫定ずる。 

たとえば、パイオニアを登録するときは、 
「 pi を還びます。 

<：互;> 登録ずる機器のブランド名を選んで巧定 
倫ずる。 

の 


の 

@ 

の 


AV アンブ 


登録ずる機器とコード番号を選んで巧定 
ずる。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場合は 「 DVD 」、 
コードま号び複数あるとさはそれぞれのコー 
ドま号で試してみてください。入力機器むボ 
タンを押して、その機器の電源を入/切でを 
れば正ししあのび選ばれたことになります。 
「 OKJ び表示されて、登録び終了します。 

AV アンプボタンを吕秒間巧し続けて、プ 
リセットコード設定を終了する。 
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u モコンにぶる他機器の操作 


U モコンで他機器を操作ずる 


-じ(下の U モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは r 他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プ U セツトコード設定)」（一88ページ)を 
ご覧ください。 

-実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

-機種によっては操作できないボタンをあります。 


\ 機能 
ボタン 

DVD プレーヤー 

L □プ レーャー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

C □プレーヤー 

CDV プレーヤー 

MD レコーダー 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

ヨ S/CS テ'ジタレチューナ ー 
地上デジタルチューナー 

入力機器む 

電源の入/切（スタンバイ） 

\« 

前チヤプター 
(トラック）頭出し 

青、ぺージ戻る 

►►1 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

黄、ページ進む 

II 

一時停止 

ホ、テレビ/ラジオ 

► 

再生 

テレビ切換 

►► 

早送り 

番組情報 


早戻し 

d (データ連動） 

■ 

停止 

緑、信号切換 

• 録画 
(シフト +►) 


録画/録音の開始 


録画停止 
(シフト +■) 


録画/録音の停止 


シフト+ II 


録画/歸音の一時停止 


ジュークボックス 
(シフト +►►!) 


ジュークボックス機能 
の切 0 換え 



数きボタン 

メニュー画面の操作 

チヤフター(トラック）の違択 

チャンネルの選択 

+1 日ポタン 

チャプター（トラック）の選択 （ 10 な上の数値入力用） 

チャンネルの選択 
(2 巧似上の 
数値入力巧） 

決定/ 

DEC 

[DVD フレーヤ ー] 
CLEAR ボタン 
として使巧 
[L □プレーヤ ー] 

A/B 面の切り換え 

セットアップ画面 
(DISC NAVI) の 

表示 

決定ボタンと 
して使巧 

に〇チェンジャ ー] 
ディスクの選択 

チャンネル入力に使用 

トップメニュー 

トップメニューの表お 



巨 S メニュー画像切換 

メニュー 

ディスクのメニュー画面の表示 



メニュー画面の選巧 

It 和^ + 

決定 

各メニュー画面の操作 

番組表 

セットアップ画面の表示 



ま組表の表示 

CH +/- 

チヤンネルの選択 


チャンネルの選択 

曰ド 

音声(言語）の選択 


音声切換、衛星切換 

字幕 

字幕(言語）の還択 



チャンネル戻し 

HDD 
(シフト+ 

CH-) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 
HDD 操作の選択 




DVD 
(シフト+ 

CH+) 


[HDD 内蔵 

DV □プレーヤ ー] 

□V □操作の選が 




戻る 





戻るまたは 

EXIT の選択 

シフト+ 

トップメニュー 





地上アナログ 

シフト+ メニュー 





地上デジタル 

シフト + ま組表 





己 S デジタル 

シフト+戻る 





CS デジタル 


* DVD プレーヤーによっては10技上を選ぶとき+10ち式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種がありま 
すが、その機種ち本機 U モコンでは+]0ボタンで操作することがでさます。 


U 

モ 

□ 

ン 
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y モコンにぶる他機巧の操作 


なをなボタンに他機器の操作を記憶させる(学智モード) 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることができます。プ U セツトコードを登録しただけ 
では使用でさない操作などは、政下の手順で追加登録(学習）してください。 


手順4学習可能なボタン 



上記イラストの強調表示されているボタ 
ンに登録焊習）が可能です。 

ただし、 r テレビ基本操作」ボタンは、マル 
チコント□ールの r テレビ操作」を選んだ 
場合のみ登録(学習)でさます。 

また、 r テレビ基本操作」ボタン！;>(がは、シ 
フトボタンを併用することで1つのボタ 
ンに2種類のコードを学習させることが 
できます。たとえば、字幕ボタンに字幕操 
作と併用して G コードのボタン操作を登 
録したいときは、手順4でシフトを押しな 
がら字幕ボタンを巧します。学習終了後、 
字幕ボタンだけを巧したとさは r 字幕」操 
作を、シフトを巧しながら字幕ボタンを巧 
したときはにコード」操作を行います。 


区 V アンう 



AV アンプボタンを巧しなが5設定ボタ 
ンを巧ず。 


[設足] 


「 SETUP 」 が表示されます。設定を中止する 
には AV アンプボタンを2秒間押し続けます。 


2の 

© 

の 


「 LEARNING 」 を選んで巧定する。 

「 EXIT 」 を遅んでまをすると設定を終了しま 
す。 


操作したい機器のマルチコン 
卜□ールボタンを還んでミ夫定 
する。 

「PRES KEY 」 び表示されます。 

巳□のよラに黒い四ち枠で表示さ 
れた機器はシフトボタンを押し 
なびら選びまず(例: CD を選ぶと 
さはシフトと DVD を押ず）。 


4 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、記 
憶させたい本機のボタンを巧す。 


2 cm 〜已 cm 



口 RES KEY 」 び点滅します。 

学習できるボタンにつしては左図をご覧ください。 


5 記憶、させたい他機器のリモコンのボタンを、数秒巧 
して離す。 

「0 K 」 び表示されて、登録(学習）び終了します。 
「 ERROR 」 び表示された場却ま、手順4からやり直して 
みてください。 


6 同じ他機器リモコンについて登録(学習）を続ける 
には、手順4〜日を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、手順7へ進み、 
いったん終了してからちラー度行ってください。 


7 lA ^ AV アンプボタンを2秒間巧し続けて、学 
- 習モードを終了する。 


3 1 CD I L TV I iyiDE02j テレ tauff 

〔 DVdJ f SAT ] I VIDEOl]|_J 

[pJCf 
■od j I TUN 

© 


LDVR2 J |_CD-R j I MULTI INI 
〔DVR1 I 〔 iPod j (TUNER) 


0 


-登録(学習）できる操作の数はパイオニアフォーマツトで、お I 
よそ20日コードです。 

• 手順4〜5は、強い堂光なの下や TV の前で行わないでくださ 
し、。異なるコードが登録されてしまうことがあります。 





















































u モコンにぶる他機器の操作 


LI モコンの登録操作の解除と設定を解除 


特定のボタンに登録をれた操作のみを解 
除する 


リモコンに設定されたプリセツトコード 
と学習させた他機器の操作を解除する 


AV アンプボタンを巧しながら 
'—1 設定ボタンを巧す。 


I 菌定 I 

の 


「 SETUP 」 び表示されまず。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2秒間押し続けます。 


ク 〇〇 I'ERASEJ を選んでミ夫定ずる。 

© 

の 

3胃胃^解除したい機器のマ 
— ' ——ルチコント□—ルを 

rPVRZ I rCD-R I IMULTIINl 、ちち ブ、 "h 一-ス 

[DVR1 I I iPod J I TUNER I JS/U C '; 天なずな。 

rPRES KEY 」 が点滅 
します。 


o 


© 


4 消去した し、 操作ボタンを 2 秒間巧し続ける。 

「0 K 」 び表示されて、消去び終了します。 


5 


い/アンう 


AV アンプボタンを吕秒間巧し 
続けて、登録解除を終了する。 


2 


3 


[ AV アンプ] AV アンプボタンを巧しなが 5 
^ 設定ボタンを巧ず。 


【設ち1 

ク 


に ETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2砂間押し続けます。 


「 RESET 」 を選んで巧定する。 

@ 「 RESET 」 び点滅します。 

の 


© 


巧定ボタンを吕秒間に L け甲し続 
ける。 

roK 」 び表示されて、設定び解除 
されます。 


マルチコントロールボタンの入力切換を解除する(ダイレクトフアンクシヨン) 


ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタンを押しにときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わ6ず、 U モコンの操作ボタ 
ンの機能だけが切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 


lAV アンプ 1 


【設足） 


AV アンプボタンを巧しなが5 
設定ボタンを巧ず。 

[" SETUP 」 が表示されまず。 

設定を中止するには AV アンプボタ 
ンを2秒間押し続けます。 


2 


の 

© 

の 


roiRECT F 」 を選んで決定す 
る。 


3窗置圏 S 操作したい機器の 

^一—一—一ー マルチコント □- 
ルボタンを選んで 
f ~;夕定ずる。 

妙 


L DVR2 J 1_ CD-R J [MULTI IN| 
卜 VR1 I C iPod I I tuner] 


o 


4 


の 

© 

の 


手順 3 で選んだ機器について、 
ダイレクトフアンクシヨンの 
ON 、 OFF を選んで決定する。 

「0 K 」 び表示されます。 


y モ n ン 


5 防巧 51 AV アンプボタンを2秒間巧し 

* - ' 続けて、ダイレクトフアンク 

シヨンの設定を終了する。 



















































y モコンにぶる他機巧の操作 


リモコンに表示される入力ちを変更する 〜リネーム 機能〜 


U モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することができます。たとえば、 DVD レコー 
ダーを2台お持ちの場合、 DVR ] と DVR 2 のそれぞれを機器の名称(例： 「 DVR - DTl 0日」など）に変更することが 
できます。各入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）ごとに接続された機器や X —力一名などを入力すれば、ど 
この入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）にどんな機器が接続されているのかを簡単に確認することができま 
す。 



2 


アジう 



[設定] 


AV アンプボタンを巧しなが5 
設定ボタンを巧ず。 

「 SETUP 」 が表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2秒間押し続けます。 


の 

© 

の 


「 RENAME 」 を選んで巧定す 
る。 



I CD I I TV I IVIDE0 2I テレビ 
[DVD] I SAT j I VIDE011 〔 | 


I DVR2 I L CD-R J [MULTI INJ 
〔DVR1 j I iPod j I TUNER I 


名前を変更したい 
入カファンクシヨ 
ン(他機器操作ボ 
タン）を選んで巧 


定ずる。 


〇 

U モコンデイスプ 
レイび入カフアン 
クシヨン名の変更 
画面になります。 

4 巧 

妙 

「NAME EDTJ を選んで決定す 
る。 

の 

名前をもとに戻したいときは 
「NAME RST 」 を選びます。 



な/み ボタンで入力ずる文字を 
選んで、 仁/与 ボタンでカーソ 
ルを左ちに動かす。 

入力でさる文字はし:!下のとおりで 
す。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTLIVWXYZ 


012345的 89\/>+- 

最大8文字まで入力することびでを 

ます。 


6 (；；) 入力を終了ずる。 

^ U ネーム機能を終了します。 
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スピーカーの 応用接続 


スピーカーの応用接続 


SURROUND BACK 端テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの高音質化や、 
別エ U アでのステレオ再生に使用できます。にの場合、メインシステムは最大已 . 1 ch までとなります。） 



—を高品位接続する 〜パイアンプ巧綜〜 


フ□ント Ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング巧応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 再生が可能です。 

•接続 



スピーカー 端子回の フ□ン 
卜 ch とスピーカー 端子回の 
出力は同じです。 High / 
Low は回/回のどち5とでち 
接続でをます。 


•サラウンドパックシステムの設定 （一64ベージ） 

[Front Bi - Amp 」 を選択してください。 
サラウンドバック ch は自動的に 「 N 日(無し)」に固 
定されます。 

•ス ピー カーシステムの切り換え（一已9 ベー ジ） 


A + 巨 ( SP ^ AB ) び通常再生状態となります。 


ネットワークび着脱できるスピーカーの場含、ネッ 
トワークびがれた状態では効果び得られませんの 
でご注意ください。 


A 

注意 


フ□ントスピーカーの聞- Amp 接続をするときはアン 
プへの悪影響を防ぐた奴、スピーカーに付属されている 
Hi 呂 h - Low のシヨート金具は必ずがしてください。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書わご賣ください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 

[Normal ( S 巨)」またはに econd 
Zone 」 でシステムを組む場合は、巨 i - 
Amp ではなく目 i - wi 「 e 接続び可能で 
す。スピーカー端子囚に、バイワイヤ 
リング対応スピーカーの High と Low ] 本はバナナプラグを 
の3本を並列に接続してください。がと便利です 


この方法で異なる2つのスピーカーを接続しない 
で < ださし、。 




別の部屋でのステレオ再を用スピーカーを m する 〜セカンドゾ-ン媛鹿~ 


寝室やキッチンなど、インの U スニングルームとは別の場所でステレオ巧生が可能です。 

•接続 



-サラウンドバックシステムの設定 (一64ベージ） 

[Second Zone 」 を選択してくださし、。 

サラウンドバック ch は自動的に 「 N 日(無し)」に固定さ 
れます。 

-スピーカーシステムの切り換え (一日日ページ） 

巨または A + B を選択してください。 


エキスパ—卜 
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7 ルチルーム機能 




本機メイン ルーム 


本機にテレビ モニターとスピーカーを 図のように接続します。 


-サラウンドバックシステムの設定 (一白4ページ) 

「Multi Room & Source 」 を選おしてください。 
サラウンドバックかは自動的に「無し」に固定さ 
れ、最大日.1 ch のシステムになります。 

-スピーカーシステムの切り換え (一已9ぺージ） 

スピーカーシステムは A または日 FF になります。 
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サブ ルームの 機器 
( R 00 M 2) 




別の部屋で本機の音や映像を再をする〜マルチル-ム機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋(メインルーム）とは別の部屋 (ヴ ブルーム)で本機につないだ機器の巧生を楽しめ 
ます(マルチルーム機能)。本機では イン ルームとは別に R 日日 M 2 と R 日日 M 3 の2つのシステムを構築することが 
できます。;インルームとヴブルームで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソースを再生するこ 
とをでさます。 


別の部屋 

入力でさる信号 

R 00 M 2 に 0 NE 2) 

iPod を含むすべてのアナ□グ信号を 「 MULTI - R 日日 M & SOURCE 

R 日日 M 2 ( Z 0 NE 2) 」日 UT 5 謂テむ、 b 出力します。 「 Sur「Back System 」 の言曼 
定で [Multi Room & Source ] にすることで、スピーカー端テからの音声出力も 
巧能です。また、コンポジットビデオ信号を入力することがでさます。 

R 00 M 3( Z 0 NE 3) 

デジタル音声信号を 「 MULTI—R 日日 M & S 日 URCE/REC SEU 日 UT 端テ 
(光デジタル端テ）から出力します。 


• R 日日 M 2 で再生できる音声はステレオ(アナ□グ)音声で、 i . LINK や HDMI で入力された音声は再生できません。 
MULTI CH IN 入力はフ□ントし R の2 ch のみの再生となります。また、 U スニングモードや卜ーン]ント□-ル 
などの各種音声機能は使えません。 

-ヴプルームの映像出力はビデオ(コンポジット)出力のみ对応してし、ます。 S ビデオ、コンポーネントは使用できま 
せん。 

• IR レシーバーがあるときは 、 MULTI R 日日 M & S 日 URGE の IR IN 端テに IR レシーバーを接続してさらに IR OUTS 
子に機器をつなぐと、その機器も IR レシーバーで操作することができます ( VSA - AX 4 ASi のみ)。 


2つめの部屋のマルチルーム接続 ( ROOMS ) 


ROOM 2 に ONES ) 端子をほったマルチルーム接続 


本機に別のアンプとテレビモニターを図のように接続します。 



SURROUND BACK 端子をほ用したマルチルーム接続 





















































































































































7 ルチルーム機能 


© 


© 


|_| 000 〇 〇 I 


3つめの部屋旧〇日 M 3) では光デジタル出力端子 rOUTlR 0 日 M 3( ZC ) NE 3)」 を使って音声信号を送信すること 
で、音楽などを楽しむことがでさます。光デジタル入力端テ ( D に tAL IN ) を持つ機器を図のよラに本機と接続 
します。 


ヴブルームの機器 ( R 00 M 3) 


本機（メインルーム） 


◎ 


◎ 



• R 00 M 3 び曰 N のときは、 R 00 M 3 で選ばれている入力の音声び出力されます。このとき選択でをる入カフアンクシヨンは、入力の 
設定り 叩 ut Setup ) で Digital In び割り当てられている入力のみとなります。 

• R 00 M 3 び OFF のときは、 R 0 曰 M 吕または REC 曰 UT で選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出力されます。このとき選ばれ 
ている入カフアンクシヨンの入力の設定 (I 叩 川 Set 叩) で Digital In び日 FF になっていると去は音声は出力されません。 

• R 00 M 3 び QFF で、 R 00 M 2 または REC OUT び SOURCE のとをは、メインルームで選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出 
力されます。このとき、選ばれている入カフアンクシヨンの入力の設定 （Input Setup ) で 「Digital In 」 び OFF になっているときは 
音び出ません。 


のマルチルーム接続 ( ROOMS ) 


3つめの部* * 



エキスパ—卜 
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7 ルチルーム機能 


7ルチルームの 設定 


本機のシステムセツトアップでマルチルームの (Multi Room Setup ) ヴブルームの音声出力設定を行います。 




1 本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

1」モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画像を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えてください。 

2 

設定ボタンを f 甲ず。 

システムセットアップび表示されます。 

3 

[ T.Other Setup ] を選んで巧定する。 

4 

[Multi Room Setup ] を選んで決定ずる。 

5 

Volume Level について、適切な項目を選択する。 
Variable :本機で音量の調整をする場合(ヴフルームの 
アンプを;! くワーアンプとして音声出力ずる場合）に選び 
よ 9 〇 

Fixed :サフルームのアンプを使って音量の調整をずる 
場合に選びます。（本機のサフルーム側の音量は最大に 
なります） 


/ A 円 xed を選んだ場合、本機の音量は最大で’ 

/ J \ 固定されます。大音量での出力を避けるた 

め、必ずヴプルームのアンプを使って適切な 
音量に調整してください。 

V J 


5 戻るボタンを巧ず。 

マルチ J レームの設定を終了します。 

システムセットアップを終了するとさは、 q ちを押します。 

f - 手順己の Volume Level の設定で、 [ Fixed ] はサラウンドバックシステムの 
設定び [Multi Room & Source ] のときは選択することびできません。 
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7 ルチルーム機能 


本機で7ルチルームの操作をする 



MULTI ROOM & SOURCE ON/OFF を J 甲して 
視聴したいマルチルーム馆 B 屋)を選ぶ。 

押すたびにじ(下のよラに切り換わります。 

ROOM 2 ON : R 日日 M 2 で視聴するとき 
ROOM 2 & 3 ON : R 日日 M2 と R 日日 M3 の両方で視聴す 
るとさ 

ROOM 3 ON : R 日日 M 3 で視聴するとさ 
OFF ： マルチルーム機能をオフにします。 

日 FF 政が を 選ぶと、表示部の MULTI-R 日日 M インジ 
ケーターが点灯します。 


2 


MULTI ROOM & SOURCE CONTROL を巧ず。 

押すたびにメインルーム操作とサブルーム操作が切り換 
ねり、 R 日日 M 2&3 日 N を 選んで いると をは R 日日 M 2 
と R 日日 M 3 を 切り換えることがでをます。 


10秒間操作びないと自動的にマルチルームコント□ールモードび 
終了します。 


3 INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨンを切り 
換える。 

たとえば、手順2で R 00 M 2 を選び、手順3で DVR / 
VCR 1の音声と映像を選ぶと、 DVR / VCR 1入力の音声 
と映像を R 00 M 2 で楽しむことびできます。 

4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調整ずる。 

一80 dB から0 d 目の範囲で調整でさます。 

b MULTI ROOMS SOURCE CONTROL を巧す。 

_ マルチルームの操作を終了します。_ 

6 選んだ機器の再生をずる。 


マルチルーム機能では、電源の入/切を インルームとサブルームで別になります。 
マルチルームの設定で [ Fixed ] び選ばれているとさ、本機では音量を調藝でさません。 

ス U - プ機能び働くと インルームとヴブルームの両方の電源びスタンバイになります。 
システムセットアップ中は、マルチルーム操作はでをません。 


エキスパ—卜 
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7 ルチルーム機能 


U モコンでマルチルームの操作をする 


2- 

3 


j システム巧]、 


( i システム巧 I 

W 交つ W3 胤 V3IH 

——〇 m # 
_ = J__f 



IS 5 巧画 a 

I DVn 2 J 1 _CD-R I LMULTIIN] IROOtZAJ 

1223 


が"-，口 

がが’-む" 

〇 〇恩 

.う猫 - C 魁 

陆も可固 

x»«ai ゎッ*ル - 

旧 S ぉ I 国「 


d 「•■■1 _ ,• 

〇 〇 〇 〇 

I ■mt II 巧 - 分!例 

〇 

■-• _ 宇 , LHDD JL DVD I 

の■"卜四ゴ岛一 

■xn sBcMu 



1 シフトボタンを f 甲しなが 5 AV アンプボタンを巧し 

てリモコンをマルチルーム操作モードにする。 

押すたびに R 00 M 2 と R 00 M 3 の操作モードび切り換 
ねります。 

メインルーム操作モードに戻すとさは AV アンプボタン 
を押します。 


2 マルチルーム機能の電源を入れる。 

メインルームにある本機の表示部の MULTI - ROOM イン 
_ジケーターび点口します。_ 

3 入カフアンクシヨンを切り換える。 

入力切換ボタンで機器を選びます。 

4 音量 +/- ボタンで音量を調藝する。 


-本機の U モコンで操作でさるボタンは政下になります。 

冉 V アンプ0 :本機の電源切り換え 
入力切換 ：入カファンクションの還択 

音量 +/- :音量調整(ただし、システムセットアップの 「Multi Room 
Setup 」 で [ FIXED ] び選ばれているときは調整できません。） 
• パイオニア製アンプをサブルームで使用している場合、本機のリモコン 
操作で同時にアンプび動作してしまいます。旧レシーバーでのマルチ 
ルーム操作をするとをは、アンプのリモコン受光部を覆い隠すなどの対 
策をとってください。 

• 旧レシーバーによるリモコン操作びできるのは VSA - AX 4 ASi のみです。 
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連動機能/集中コント□—ル 


旧レシーパ’一を使って集中コント□—ルずる ( VSA - AX 4 AS ゅみ) 


ステレオ機器などをキャビネット内などの U モコン信号が届かない場所に設置している場合でを、市販の旧レシー 
バーを使用して、 U モコンでシステムの操作がでをます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでな<、他社 
製品を含む)が操作でさます。マルチルームの U モコン操作などにち使用でさます。 


キャビネットなどに設置 



旧接続は、旧端子を装備している機器を使巧してください。 

接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書を参照してください。 

旧レシーバーの U モコン受光部に壁光むから強い光び直接照射されている場合は、 U モコン操作びでさないことびあります。 
他社製品では旧といラ名称び使用されていない攝合びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確認してください。 

フ□ントパネルの U モコン受光部と旧レシーバーの U モコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバーび優先されます。 


化のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コン ト□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコ ン受光部を使って集中 コン ト□ール 
することができます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受け6れないところに設置した機器を 
U モ コン 操作が 巧 能になります。 


本機 


本機の U モコン受光部に向 
けて送信してください。 



S" 1 


〇 

^ 〇 


コント□ール入力/出力端子 
付きの化のパイオニア製品 


本機のリモコン 


コント□ール入力/出力端子 
付きの他のパイオニア 
製品の CONTROL IN 端子へ 



エキスパ—卜 
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連動機能/集中コント□—ル 


パイオニアのプラズマディスプレイと連動操作する 


SR + に対応したプラズマディスプレイ (2 日03年!;(降に発売されたモデル)を、 SR + ケーブルで接続することでシ 
ステム動作が可能になります。プラズマディスプレイの画面を見ながら本機のシステムセットアップをしたり、音 
量や U スニ ングモードの確認がでさます。また、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えること 
ができます。本機とプラズマディスプレイをシステム動作させるには、下記の接続および設定が必要となります。 


プラズアデ V ス プレイとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR+ ケーブル(パイオニア部品番号： AD 口 0日已)が必要となります。 
詳しくはパイオニア部品受ミちセンターへご連絡ください。巿販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでも使用で 
さます。 


プラズマディスプレイ 


DVD プレーヤーなどの映债端子は 
プラズマディスプレイと直接接続 
して < ださい。 


市販の 

映徹ケーブル 


メディアレシーバー 



本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モコン受光部は U モコン信号を受け付けなくなりますので、 U モコンはプラズマデイス 
プレイに向けて操作してください。プラズマディスプレイの電源び切れているときは U モコンで本機の操作びできません。 
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連動機能/集中コント□—ル 



モードを設定する ( SR + Setup ) 


本機とプラズマディスプレイの連動について、_1ソ下の2つの設定を行います。 

PDP Volume Control :音量連動モードの設定 

連動モードを実行したとき卜102ぺージ)にプラズマディスプレイの音量を下げるかどうか設定します。 
roN 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマディスプレイの音から本機の音に切り換えることが 
でさます。 _ 

Monitor Out Connect :システムセットアップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマディスプレイの入力を設定します。システムセッ 
トアップを開始したとさに自動的にプラズマディスプレイの入力ち切り換わり、まに、本機のシステム表示とプラ 
ズマディスプレイの SR + 表示が重な6ないよラに連動させます。 




l_4i-N I I システム q I 

Mjm 


L CD 」 [TV LWDEOZ」 テレビ IW 

巧 d 口回 

I DVR2 I I CD-R I IHUlTilNI IMOiB/il I 

EZ3 cnm — 


本機とプラズマディスプレイを SR + ケープルで接続して、本機とプラズマ 
ディスプレイの電源を入れてくださし、。 

本機の音声入力とプラズマディスプレイの映傲入力の連動設定は r プラズ 
マディスプレイの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜」（一102ページ)で 
設定します。 


033、 

2 —氣 


ぶ足' 



3 



4 



5 



6 



1 本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画面を表示ずるためには、テレビ 
_の電源を入れて入力を切り換えて<ださい。_ 

2 設定ボタンを巧ず。 

システムセットアップび表示されます。 

j U . OtherSetup ] を選んで巧定する。 

4 [ SR + Setup ] を選んで決定する。 


5 


6 


PDP Volume Contorol について、音声連動を選 
択ずる。 

[ ON ] :連動モードを実行するとプラズマディスプレイ 
の音量を消音します。 

[OF 口：音声連動しません。 

Monitor Out Connect について、本磯の MONI - 
T 0 R OUT 出力からプラズマディスプレイのどの 
入力へ接続したのかを選択する。 

rinput-l 」〜 「 Input - 引 （ rinput-J の入力数はプラズマ 
ディスプレイによって異なりまず)、 「 OFF 」 から選びま 
す。システムセットアップ時にここで設定した入力にプ 
ラズマディスプレイの入力び切り換わります。 

工場出荷時は rOFF 」 に設定されています。 

戻るボタンを巧ず。 

連動モードの設定を終了しまず。 ^ 

システムセットアップを終了するには、 G を押します。 


エキスパ—卜 
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連動機能/集中コント□—ル 
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プラズアデ V ス プレイの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 


本機の音声とプラブマディスプレイの映像の入力を連動させるための設定です。ソース機器の映像出力を直接プ 
ラブマディスプレイの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してプラズマディスプレイの映像入 
力ち自動で切り換わります。プラブマディスプレイに内蔵されているテレビチューナーの音岸出力を本機に接続 
したときにち利用できます。例として DVD の音声を本機の DVD / L □に、映像をプラズマディスプレイのビデオ 
入力2に接続した場合を説明します。 人 , _ 

ここか5読む場合は62ぺージの手順1〜3を行つてか日 
ムソ下の手順へお進みください。 


2 


6.Input Setup 

(1/2) 

Input 


Diaital In 

[COAX-1] 

HDMI Input 
Comp/D4 In 

[Input-2 ] 

[D4 In-2 ] 

S-Video In 

[Input-1] 

[ DV-S969AVi 1 

(▼ 

Next) 

/^:Finish 



1[己 . Input Setup ] を選んで巧定する。 

2 PDP の映像入力に合わせたし、本機の音声入力を還ぶ。 

_例 ） 「DVD _|を選びます。_ 

3 (▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

A ボタンを押してに/2)ぺージを表示させます。 

4 rPDP In ( SR +)」 で、本機の音声入力とプラズ 
マディスプレイの映像入力の連動を設定する。 

例） rinput -2 」を選びます。 

プラズマディスプレイ ( PDP ) の BS デジタル放送を選ぶ 
ときは、本機の入力を TV / SAT に切り換えてから PDP 
の入力を切り換えてください。 


5 戻るボタンを f 甲ず。 

プラズマディスプレイの入力連動設定を終了します。 
システムセットアップを終了するには、^を押します。 


モー ドを実巧する 


本機とプラズマディスプレイが SR + ケーブルで接続されていることを確認してください。 





3 - 

I CD I I TV I I VI 阳 021 テレビ 

巧 C3 03 口 

I DVR2 I I CD-W I I MULTI W I IHOMB/SI 

— 

-2 

一な"-， Q 誦 ◎背 

- O …が’-び‘ 

〇 〇 〇 


プラズマディスプレイの電源び OFF のとさ、ま 
たは正し<接続されていないとさは連動モード 
は働をません。 

入力連動モードを設定していない入力のとき 
は、プラズマディスプレイの画面は切り換わり 
ません。 

プラズマディスプレイと本機に表示される音量 
値は異なります。また、プラズマディスプレイの 
画面に表おされる音量値は目安です。 

SR+ ケーブルを接続した状態でプラズマディ 
スプレイの電源び切れているとをはリモコンで 
本機の操作びでをません。 

入力が Pod のときは Monitor Out Connect で 
設定された入力に連動します卜] 01ぺージ)。 


1 プラズマディスプレイの電源を入れる。 


2 リモコンをアンプ操作モードにする。 


連動モードを ON にする。 

表示部に SR + ON と表示されます。 

連動モードを解除したいとさは再度 SR + ボタ 
ンを押します。 


3が 


4 システム動作を確認する。 

し:^下の操作を行ラと本機とプラズマディスプレイび連動 
して動作しまず。 

-本機の入力を切り換えるとプラズマディスプレイの入 
力び切り換わります。 

-本機の音量を調整するとプラズマディスプレイの画面 
に音量値び已秒間表示されます。 

-その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
ます。 



































連動機能/集中コント□—ル 


2 連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


3 

(▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

みボタンを押して （2/2) ページを表示させまず。 

4 

1吕 V Trigger 1または2を選ぶ。 

5 

[ M . ROOM ] 、 [ ROOM 吕]、 [ ROOM 3]、[ OFF ] か 
5選ぶ。 


[ M . ROOM ] : メインルームで、手順2の入カフアンク 
シヨンび還ばれたとさに連動します。 

旧00 M 2] : Room 2 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び還ばれたとさに連動します。 

旧00 M 3] : Rooms で、手順2の入カフアンクシヨン 
び還ばれたとさに連動します。 

[ OFF ] : 連動しません。 


6 戻るボタンを f 甲ず。 

[Input Setup ] を終了しまず。 
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1 [6. Input Setup ] を選んで巧定する。 


設定した入カファンクシヨンび逞ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び 1 2 V 卜 1」ガー 
端テか b 出力されます。本機には2つの12 V 卜 U ガー 端テびあり、それぞれについて設定することびでさます。 

ここか5読む場合は6吕ぺージの手順1〜3を行つてか日 
UTF の手順へお進みください。 



12 V トリガー巧応機器との連動 ( VSA - AX 4 ASi のみ) 
連動機器を接続する 


]2 V 卜 U ガー 対応機器を本機に接続することで、システム動作を実施します。本機の入カフアンクシヨンを選 
ぶだけで、 ri 2 V TR に GER 」 端子に接続された機器へ制御信号が送られます。連動設定については「12 V 卜 U 
ガー 端テの連動設定」（^下記)をご覧<ださぃ。 



-接続には市販のモノラル S ニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

•12V T 阿 GGER 端子か日は最大で DC OUT 12 V/50 mA び出力されます。 


12 V トリガー端子の連動設定 


エキスパ—卜 


































































リモコンによる連動動作 


リモコンの化機器連動機能をほいこなす 


起動時連動操作〜マルチ-オペレーション〜 

視聴を始めるた故の一連の動作を、2つのボタンを押すだけで実現 
させる機能です。あらかじ饭決められているコマンドに加え、各 
他機器操作面に巧し、己つまで自由に登録できる操作(コマンド)を 
設定でをます。 


必ず送信される 
} 特定のコマンド 

(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のちのちありまず） 


ノ 


ユーザー により 
自由に設定が可能 


設定が無い場合は 
上記コマンドのみ送信されまず 


ノ 



終了時連動操作〜システム•オフ〜 

視聴が終了したとさに、すべての機器の電源を一斉にオフにする 
動作を2つのボタンを巧すだけで実現させる機能です。 

巳つまで自由に登録できる操作(コマンド)と、本機を含めたすべて 
のパイオニアの機器の電源オフのコマンドが送信されます。 



ユーザーによ0 
自由に設定び可能 

設定が無い場含は 
下記コマンドのみ送信されまず 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
-部無効のものもありまず） 



上記イラストの強調表示されている 
ボタンに登録可能です。 


《 DVD レコーダーなど、一部対応していない機器を 
あります。 

• 録画中に電源び切れてしまラことのないよラに、 r 必 
ず送信される特定のコマン问に DVD レコーダーの 
電源を OFF にするコマンドは入っていません。 


通常、りボタンにはパワーの 0N/C1FF]- ドび 
入っています。このコードでは、電源は前の状態 
の逆になるため、確実に ON (または曰 FF) させる 
ことはでさませんので、自由コマンドとして設定 
することはお勧めしません。 
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連動操作を設定する 


リモコンによる連動動作 


2 

I CD I I TV I IVIDEO 2| テレヒ 
〔DVD I 〔 SAT I〔VIDE01]I J 


LDVR2 J 1_CD-R I 
〔DVR1( 〔 iPod I 


IMULTIINI 

[tuner] 


I シフト I 

回 


c システム巧 ] 

XAtKS 

® 


起動時連動の実行は操 
作したい他機器を還択 
する。 

プ U セット動作と、このボ 
タンに登録されているコマ 
ンドび実行されます。 

終了時連動の実行は入 
力機器の電源ボタン（シ 
ステム切）を巧す。 

このボタンに登録したコマ 
ンドとパイオニア製品の電 
源オフコマンドび送信され 
まず。 


各コードの送信び終了するまで、I」モコンを受光部に向けて 
おいて < ださい。 

登録したコマンドによっては、送信終了まで3砂な上かかる 
場合わありまず。 

登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場合 
びあ0ます。 
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実行したい操作ボタンを選択する。 

例) ► 再生(または ■ 停止)ボタンを選びます。 
コマンド番号選択画面に戻ります。 

(手順8へお進みください。） 


8 の 

© 

の 


更にコマンドを登録したいと 
きは、「* * * CODEJ を選ん 
でミ夫定したあとに、手順6〜7 
を繰り返す。 

1つの他機器操作ボタンに巧して最 
大已つまで登録することびでをます。 


9 ぐ Tx 「EDIT EXIT 」 を選んでミ規する。 

SETUP メニューの表示画面に戻り 
ます。別の他機器操作ボタンにち登 
録するとさは、手順2〜8を繰り返し 
て < ださい。 


© 

の 


10 


の 

© 

の 


r * Exit * J を選んで巧定する。 

連動操作の登録を終了します。 


連動操作を実巧する 


化巧器ま動 
〇 


マルチオペレーシヨンモード 
にする。 

「MULTI OP 」 び点滅します。 

1」モコンを受光部 I こ向けて < ださい。 


政下の設定を行う前に、この機能で使用したい U モコ 
ンコードは、必ずプ U セットコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー）に割り当てておく必 
要があ 0 ます。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD を再生(また 
は停止)する」といラ操作を記憶させます。 

1 |AV アン 3 
+ 

【設定 I 

AV アンプボタンを巧しながら 
設定ボタンを巧ず。 

に ETUP 」 び表示されます。設定 
を中止するには AV アンプボタン 
を2秒間押し続けます。 

2 の 

© 

の 

起動時連動の設定は 

「MULTI 0 P 」 を選んで決定し、手 
順3に進みます。 

終了時連動の設定は 

に YS OFF 」 を選んでミ夫定し、手 
順4に進みます。 

3 起動動作を記憶させ 

rpvRrn rcD：Fi [MDurrmi たい他機器操作ボタ 

位^ 0^ 应础 ンを選んで決定ずる。 

厂 ^ 例） D\/D ボタンを選んで 

^ ^ 紙します。 

4 の 

© 

の 

「CODE EDT 」 を選んで決定す 
る。 

rCODE ERS 」 を選択すると現在 
登録しているコマンドを消まし 

9 〇 

5 

© 

の 

登録したい CODE を選んで巧 
定ずる。 

例 ） ri ST C 日 DE 」 を選んで決定し 
ます。 

「PRES KEY 」 が点滅して]マンド 
の登録になります。 

k nfvn 

IdVD 1 1 SAT 1 

1 DVR2 1 1 CD-R 1 

卜 VR1 1 [ iPod j 

CD 

m 操作したい機器を選 

Homa 択ずる。 

例） DVD ボタンを選び 

9 〇 


エキスパ—卜 
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スピーカーの 配置について 


スピーカーの配置はマルチチヤンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

1；(下の図を参考にしなが6、 U スニングルームに合わせたスピーカーの配置をお試しください。 


スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。また、柔5かすざる 
棚の上などち音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク U —トブ n ックなどの使用をお勧めします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか6の角度 



センター ( C ) を使用する場含はにめ 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 


奥行き 



センターに）はフ□ント （ L / R ) と同 
一面からフ□ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよ0も前方だ 
と音場感を損ねます。 


スピーカーの向を 



中おけ感を防ぐためにをか内振り 
に。ただし、あまり内振0にしすざ 
ると広び〇感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 



サラウンドバック1本の場合 



サラウンドバック2本の場合 


日 ^ 

/ 0~ 

/ 

i - SR 

60" \ 

\ 

I SBL ,| SB し II SBR 

SBR I 


サラウンドスピーカー巧 L / SR ) は 
ちの位置より上ち目日 cm 〜] m で 
やや下振りにします 。 D V D オー 
ディオ用の配置と両立したいとさ 
は渡方寄0に配置します。 SL と SR 
び真正面で向さ含わないよラに多 
か左ちに振ってみてください。 


サラウンドバックスピーカー ( S 巨/ SBL / S 巨 R ) も耳の位置より上方日日 cm 〜 
1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場含は S 目 L と SBR を隣 
接させ U スニングポジシヨンか5等距離に設置(設定)すると T H X モードの 
効果が最大限発揮されます。 


サブウーファー 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し含いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁のおくに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場含びありますのでごを意ください。 
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デジタル音声フォーマツトについて 
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7ルチチヤンネルサラウンド再を 

3本!; LL のスピーカー(サブウーファーを除く）で多チヤン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感び期待でさます。音源となるソフ 
卜びマルチ ch 収録な日ばソフトに忠実に再生し、ソフト 
び2 ch の場合は、マト I 」ックスデコード処理（ドルビー 
プ□□ジック nx や Ne 日:日技術など)を施し、マルチ ch 再 
生させることび可能です。 


(2 ch ) ステレオ再を 


2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 ch にダウンミックスして再生する場含の双方を意味し 
ます。設定やソースによ0、サブウーファーから音び出 
る各] ch 再生ち r ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


107 


非圧縮デジタル方式 

PCM (Pulse Code Modulation ) ち式が一般的で、 
CD や DVD の2 ch トラックなどに用レられています。 
サンプ U ング周波数やビット数の数字が大きいほど高 
音質となり、通常の CD は44 kHz / 16 bit ですが、 
DVD は48 kHz /20 bit や9日 kHz /24 bit などで言己 
録されています。 DVD オーディオは、この高音質を 
保ったままマルチ ch 収録が巧能で、1日2 kHz の2 ch 
信号も収録できます。 SACD も非圧縮マルチ ch 記録で 
すが、 PCM とは違ラ高速之変調]ビットち式を採用 
しています。 DVD オーディオや SACD のデジタル伝送 
には i . LINK 接続が必要となります。 

圧編デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタル方式です。各フオーマットとち聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮ち式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光ファイバー)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


2 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチヤンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4 ch 信号を 
所定の演算で 2 ch に変換してある信号です。そのまま 

2 ch で再生しても違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生な 
ど）により、製作をの意図どおりの再生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 ch 料上の独立した信号が収録されたなのをマルチ ch 
信号と呼びますが、己. 1 ch 収録が最も一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの日 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の 0.1 ch に独立した 
信号が記録されています。近年では目.] ch 信号を登場 
し、上記の己. 1 ch に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、をとの信号に変換させる技術です。ま 
た、2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト 
U ックス-デコードと言い、日.1 ch 信号を目.1 ch に伸 
長させる技術ちデコードと呼ぶことびあります。 


DVD ソフトのパッケージのほとんどにじ(下のよラな表示がされています。 

1枚のディスクに複数の音声が収録されている場合が多く、どの音声を聴くか選択することができます。 

1. 英語（已 .1 かサラウンド） □□ I DOLBY I 

2. 日本語 （ ドルビーサラウンド） DIGITAL 

3. 英語 （ DTS 己.1 ch サラウンド） 

収録音声数 録音で式 音声記録方式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォー マッ トであるため、単に r 巳.1 ch サラウンド」と記載されている場を 
は、「ドルビーデジタル（己.1 ch )」 であることをおします。 


デジタル音黃の記録方式について 


デジタレ音声のフォーマットは、下記の r デジタレ記録ち式」と r 収録チヤンネル」の組みをわせにより細分化されてし、ます。 

デジタル記録方式 収録チヤンネル 


テジタル音青の再を方式につし、て 
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ドルビー 




1C Tlx 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク U — 卜-デジタルサラウンド方式の名 
称です。映画業界の主流であり、 DVD ビデオの標準音声方 
式としても採巧されるなど、デジタル時代の標準フォー 
マットとなっています。独立した各チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にち!;(下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フォー マツ トです。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および日.] 
ch 音声の再生に最適なダウン S キシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン磯能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定の音 
量で再生されるよラに自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることわあります。 

ドルビーデジタルサラウン HEX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画 r スターウォーズ- 
エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト U — ズと 
ルーカスフィルム社で共同開凳された、色. 1 ch 再生可能な 
新しい音響フォーマットでず。新たに加え5れたサラウン 
ドノ くック C h により空間表現力、定位感び高め日れ、中央か 
ら離れた客席からでわ3目日度の回転や頭上を通過するよ 
ラな移動音効果•音像をより生々しく体感することび巧 
能となりました。フィルム上ではサウンドトラックのヴ 
ラウンド L / R C h にエンコードされるため、既存のドル 
ビーデジタル(日. 1 ch) 環境での再生互換性びありまず。 
この技術により製作された映画の U ストはドルビーラボ 
ラト U — ズのウェブサイトでご覧になれまず。 
http :// www . clolby . conn / 


プ n □ジック iix 製品は、プ□□ジック iix の持つさまざ 
まな機能を、選おして搭載することび巧能です。プ〇〇 
ジック Iix 搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、必 
ずしち全く同じ機能を持っているとは限5ないことにご 
ま意ください。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造され 
てし、ます。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround 
EX 、 ダブル□記号及び AAC □ゴは、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープロロジック llx 

ドルビープ□□ジック Iix は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ5に改 
良し、ステレオ音声や己.] ch 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でさるマト U ックスデコード技術です。 

ステレオ音青のマルチ ch 化方式として、ドルビープ □□ 
ジックは4かに、ドルビープ□□ジック II は已 ch 化して 
いましたび、それ5をさらに進化させ、メインの7 ch を 
創り出します。 

また已 .1 ch ソース に巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7. 1 ch 再生び可能になりまし 
た。今まで攻上に自然でシームレスな移動感、滑らかで包 
み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験できます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り換えることび可能です。 

■2 ch ソース用 
M 日 VIE / MUS に/ PR 日 LOGIC 
■己.1 ch ソース用 

MOVIE / MUSIC/DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (□□PRO LOGIC llx MOVIE) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド•エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーションや移動感などび得 
5れます。 

MUSIC (EXlPRO LOGIC llx MUSIC) 

7.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生ずるとさにも効 
果的です。サラウンド Ch は定位よりをにびり感を重視し 
ています。 

PROLOG に （EXlPRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生モードです。 
ソースのクオ I 」ティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドでず。 

SURROUND EX 

同ページ内参照 

サラウンドバック ch を使用しない場含は、自動的に従来 
のプ□□ジック II モードになります。 


■2 かソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック llx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック11 

プ□□ジック Iix 

础果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

ずべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Di 邑 ital 已 .1 
ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 
( サラウンド、 

V モノラル ノ 

已 .1 ch 
/サラウンド、 

V ステレオ 

7.1 ch 

サ与0、/ド 

(廿5ウVドバ7夕、) 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チヤンネル 
フルバンド 






















参ち/技術資料 


DTS 


P~rni 


DTS 


DTS-ES 


デジタルシアターシステムズ (Distal Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートがちた5す豊富な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽巧にわ独自録音による DTS - CD びありま 
す。 


DTS 96/24 


5.1 ch すべてを9目 kHz /24 bit の高音質で再生する最新 
のヴラウンド フォーマツ トで、スタジオのマスター音源の 
クオ U ティを踏襲しています。 DVD の限5れた記録エリア 
で、高音質/高画質を両立させるために開第されました。 
本徽ま DTS 日6/24対応デコーダーを搭載しているので、 
既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 目6/24に 
対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続する 
ことで、再生することびできます。（専巧プレーヤーは必 
要あ0ません。）従来の DTS デコーダーでは通常の DTS 
信号として再生されるため、完全互撰性を持っています。 


2日日日年]]月に発表された新たなるサラウンドフオーマット 
で 、 「DTS Extended Suit 日 und 」 の略称です。従来の已 .] 
ch にヴラウンドノ ック （ SB ) ch を加えたもので、かつてない 
音像•定位感をもたらすことび可能になりました。 「 DTS-ES 
ディスク U - 卜 6. 1」と「 DTS - ES マト U ックス目.1」の2種類 
びあり、どち5も従来の DTS 已 . 1 ch デコーダーとの下位互 
換性を有しています。 


DTS Neo :6 


すべての2 ch ソースを目.1 ch 化するマト IJ ックスデコー 
ド技術です。 Cinema モード/ Music モードびあります。 

CINEMA (Neo 目： CINEMA) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でも 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

6.1 ch 化します。フ□ントか 5 は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/ヴラウンドバック ch の音声び 
音場にナチュラルな広び〇感を加えます。 


「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo : 巨」および 「DTS 9色/24」は 
Digital Theater Systems 社の商標です。 



2 AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、目 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が巧能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937.9 已〇 
已848391 
己，291.已已7 
己，451.9已4 
已400 433 
己，222，189 
已，3已7.已94 
已7已2 22己 
目，394.473 
已，已83.962 
已，274.740 
己，633.9呂] 


己297 236 
4,914,701 
己.23己.己 7] 
07/640.己50 
己.己79,430 
08/己78.巨巨6 
98/03037 
97/0287已 
97/02874 
98/03036 
己227,788 
已 .285.498 


5,481,614 
己，已92.已84 
5’781,888 
08/039,478 
08/211,已47 
已,703,999 
08/已已ス046 
08/894.844 
已,299,238 
5’299,239 
己，299,240 
已,197,087 


己.490.170 
已 .2 巨 4.84 巨 
已 .268.68 己 
已 .37 己189 
已.已8 1.654 
0己-183.988 
己己48.已74 
08/已06.729 
08/已76.495 
5,717,821 
08/392.756 
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Windows Media ® Audio 9 Professional 


Windows Media ® Audio 9 Professional ( WMA 9 


Plays Sjf 

Windows 

Media™ 


Pro ) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
AucH 曰 ( WMA ) のテクノ □ジーをさ6に進化させて開発 
したディスク U —卜-デジタルサラウンドフォーマッ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、イン 
ターネット配信によるスト U —ミング再生やダウン 
□-ド再生など Windows ® PC での音楽再生に用いら 
れる圧縮音声の標準フォーマットとなっています。 
そしてこの Windows Media 9シリーズでは 、 WMA 
の特徴を継承しながら、さらにマルチチャンネル対応 
に拡張しました。 WMA 日 Pro コーデックは、日日 kHz / 
24 bit の解像度によるク U アな音質•己.1 ch /7.1 ch 
完全ディスク U —卜処理による高い臨場感を確保しな 
が6、低ビットレートでデジタルサラウンドヴウン 
ドを実現します。またその高い圧縮効率により、 CD / 
DVD などのデジタル;ディアだけでなく、高速ブ□一 


本機は WMA 日 Pro デコーダーを内蔵していますので、 
WMA 9 Pm 对応プレーヤー*と同軸または光フアイ 
バーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pro でエンコードされた音声を本機でデコード 
して再生することができます。をしくはパソコンと 
US 目接続をして 、 Windows Media 目シリーズ削遲、 
または WMA 日 Pro 对応の;ディアプレーヤーなど、パ 
ソコン側のデコーダーを使って WMA 目 Pro フ オー マツ 
卜音声を聴くことをでさます。 

* WMA 日 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考え6れます。 
ただし、それ6の機器の同軸または光デジタル出力端 
子から WMA 日 Pro 音声を出力できる場をのみ、本機で 
デコードして再生することができます。 


ドバンド通信によるスト U — S ング配信にち対応して 
います。 

Windows Media 及び Wind 曰 ws □ゴは米国 
Microsoft Corporati 日 n の米国及びその他の国に 
おける登録商標または商標です。 



WMA 

WMA 目 Pro 

最大ディスク U- トチヤンみ嫂 Si 

2 ch 

5.1 ch/7.1 ch 

最大量子化ビット数 

16 bit 

24 bit 

最大サンプ1」ング周波数 

48 kHz 

96 kHz 

対応ビットレート 

128 kbps 〜1日2 kbps 

128 kbps 〜 7 日 8 kbps 

S/PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 



Thx 


THX は、 THX 社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館でもホームシアターでち、映画の 
サウンドトラックは映画監督の意図どおり、でさるかぎり忠実に再生して欲しい」といラジョージ-ルーカス監督 
の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 

THX Selects 


ホームシアター機器が THX Selects 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳し 
い試験に合格しなくてはなりません。こうして製品搭載が許諾される THX Selects の□ゴは、ご購入いただい 
たホームシアター製品が長年にわたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Selects 規樹ま、プ 
U アンプ•パワーアンプの性能、操作性、デジタル•アナ□グの両分野に渡る何百ちの性能要ホを含め、製品の 
全体像を網羅しています。 


THX Cinema 


映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録する音声もそのサウンドトラックのままで、 ホーム 
シアター向けの変更は加えません。家庭と映画館との 
空間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場 
を正確に巧現します。 

THX Surround EX 


「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 
はドルビーラボラト U —ズとルーカスフィルム社の 
THX 部門との共同開発によるをのです。 U スナーの後 
方に位置するよラ加えられたサラウンドバックじりは、 


ミキシング段階で Dolby Digital Surraund EX 技 
術によって符号化され、映画館での上映時に復元され 
ます。従来の己.1 ch スピーカー構成では表現しきれな 
かった後ち部の繊細な描写力-空間の奥行さや広がり 
感■音像定位などが得られるよラになりました。一般 
家庭でこの新技術を忠実に再生することがでさるの 
は 、 THX Surround EX の□ゴが搭載された製品だけ 
です。この製品は通常の巳.1 ch ソースでを 「THX 
Surround EX 」モードでお楽しみいただけます。この 
場含のサラウンドバック ch の音声は、所定の演算処理 
によって生成されますので、お好みに応じてご使用く 
ださい。 























参ち/技術資料 


THX は THX 社の商標または登録商標です。 
Surround EX は THX 社とドルビーラボラトリーズ 
が共同で開発した技術であり、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。許可のちとに使用されていま 
す。不許複製。 


Re-Equaiization _ 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーディオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization はル型のホームシアターでも正確な音色 
バランスを再現します。 

Timbre Matching _ 

人間の耳は、音の到達方向によって音色の感じちが変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
が聴衆を囲むように配置されていますが、 ホーム シア 
ターでは U スナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前ちから到達す 
る音の性質に合わせることによって、フ□ント-ヴラウ 
ンド間の音のつながりを スムーズに します。 

Adaptive Decorrelation _ 

映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに巧し、 
ホームシアターは 通常2本です。そのため、広がり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したス ピー 
力一に音場が偏ってしまうことがあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、 2本のスピーカー 
でち U ス ニン グェ U アを拡大して、映画館と同様の効 
果ををたらします。 


Advanced Speaker Array (ASA)_ 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカーを 2 本使用 
し、その2本を近接して設置した場合に最高能力を発揮 
します。この技術は THX Select 2 Cinema、THX 
MusicMode または THX Gaines Mode で使用します。 

THX Selects Cinema_ 

Dolby Di 呂け al や DTS 等で収録された日.] ch 映画ソー 
スに適しています。このモードにおける ASA 処理は、 
サラウンド成分を分析し、雰囲気やち向感が最善にな 
るようサラウンドバックに成分を振り分けます。 

THX MusicMode 


マルチチヤンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
ヴウンドトラックとはまったく違ったミキシングを 
行っているちのがあります。 ASA 技術は、この DTS 
や Dolby Digital 等で収録された日.] ch 音楽ソース 
に巧し、音楽再生に適した後部音場の安定的な広がり 
感をもたらします。 

THX Games Mode 


ステレオやマルチチヤンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの音楽再生に適しています。音場定位技術であ 
る 「Advanced Speaker Array 」（ ASA ) の処理を加 
え、360°取り囲むような音響空間を創り出します。 


「本機は「6.1再生お出信号 」 （DTS - ES と Dolby Di 旨 ital | 
Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技術を用いて上 
映された映画でも、 DVD 化の際にこの検出信号を収録していな 
いをのがあります。この場合は手動で最適なモードに変更して 
ください 。 Surround EX 技術により製作された映画の U ストは 

をウ I ブサイトでご覧になれます。 

心 .JJ 


DCDi 


本機はファ□—ジャ社の高画質変換回路 (DCDi : Directional Correlational Deinterlacin 資) を搭載していま 
す。映像の輪郭や斜め部分で発生しやすいギヴギヴ感を低減して滑6かに表現し、自然な映像が楽しめます。 










参ち/技術資料 


伝送方式について 

i.LINK (VSA-AX4ASi のみ) 


i . LINK とは、米国電テ電気技術協含 ( IEEE ) によって標 
準化された高速双ち向シ U アル転送ち胡 EEE 13目4の 
呼称で、国際標準規格です。デジタル音声などのデー 
夕送受信や、接続した相手機器を操作でをるなどの自 
由度と、複数機器に対する接続の自由度があります。 
本機のし LINK は AUDIO ( A & M ^ D トコル）に对応して 
し、るため、 DVD オーディオや SACD などの高品位デジ 
タル-マルチチャンネル音声を i . LINK ケーブル1本だけ 
で伝送が可能です。また本機では、 LLINK 接続した 
SACD や CD の再生を行ラとさ、デジタル音声をジッ 
ターレスで伝送することがでさます。 

PQLS ( レートコント □— ル） 

PQLS(Precision Quartz Lock System ) とは、本機の 
高精度な水晶発振器を使用してプレーヤーからのデータ 
伝送レートをコント□ールすることで、ジッターのない状 
態でデジタル/アナ□グ変換を巧ラ、高音質デジタルオー 
ディオ伝送技術でず。この技術を動作させるには、本機と 
P 日 LS または同様のレートコント□-ル機能に対応した 
プレーヤーとび i . LINK 接続されている必要びあります。 

著作権保護システム 


■ループ(輪状)型接続は禁止されています。 

(図3 •図 4) 

i 丄 I N K 伝送は接続したすべての機器にデジタル信号び 
流れるため、データ発振び起をてしまいます。 


個 1) 


個 2) 


個 3) 


個 4) 



LUNK 接続を通して DVD オーディオ、 SACD 、 DVD (コ 
ピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、プ 
レーヤーとアンプの双方び DTCP ( l：Hgital 
Transmission Content Protection ) と呼ばれる菅作 
権保護システムに対応している必要びあります 。 DTCP 
はデータの暗号化と相手機器の認証か5なるコピープ〇 
テクシヨン技術です。本機は DTCP に対応しています。 
お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明 
書をご覧ください。 


プ〇トコルについて 


i 丄 INK の伝送 フォーマツ トには、本機のような n.LINK 
AUDIO ( A & M プ□トコル)」、目 S デジタルのような 
「 MPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオのよ 
ラな rOV 」 といった種類びあ0ます。 i.LINK AUDI 日政が 
の機器やパソコン周辺機器を本機と接続したときには、 
正常にデータ転送びでをません。また、誤動作する場合 
ちおります。 


この機器のし LINK インターフエースは、 U (下の規格に基づいて 
設計されています。 

1) IEEE Std 1 394 a -2 日00, Standard for a H 帥 
Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 
この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 
EC 60958 bitstream 、 DVD - Audio 、 SACD に巧応してし、ます。 


し LINK ネットワーク 


下図のよラにして複数の LUNK 機器を接続することびで 
をます。 

■デイジー-チェーン(数珠つなざ)型では、 

最大17台まで接続でをます。（図 1) 

■ツリー(分岐)型では、 

最大34台まで接続でをます。（図 2) 

i . LINK 端子び3個政上ある機器の場合に使用できます。 


伝送速度について 


• i . LINK 対応機器には、その機器び対応している最大デー 
夕転送速度び i . LINK 端テの周辺に表記されています。 
LUNK の最大データ転送速凰ま、約]日日 Mbps /200 
Mbps /400 Mbps * * び定義されており、それぞれ S 1 日0/ 
S 2 日日 / S 4 日日と表記されます。本機の i 丄 INK 最大データ 
転送速度は、400 Mbps ( S 40 日)です。数珠つなざ接続 
の途中に速度の遅い機器をつないだ場合、隣や、機器の 
仕様により、実隙の転送速度び4日日 Mbps より遅くなる 
ことがあります。できるだけ、最大データ転送速度び同 
じ機器どうしを並べて接続してください。 

* MbpsO ガビーピーエス）とは、 「 Me 呂 a bits per 
second 」 の略で、1秒間に通信できるデータの容量を示 
しています。4日日 Mbps では、 ] 秒間に4日日^ガビット 
のデータを転送しまず。 











































■Audio control Cable (for iPod) 

本機と iPod を接続することび 
でさるケープルです。 





■ 同卽ケーブル/光ファイバーケープル 

デジタル磯器の接続に使用します。 

同卽ケーブル 


(またはオーディオ/ 
ビデオコード） 


光ファイバーケーブル 




ん 



接続の際は端子の向さを合わせてください。 
誤った向をでむりやり挿入すると、端子び変 
形し、ケープルを巧いてをシャッターび閉ま 
らなくなることびあります。 

長さは3 m 政下のちのを使巧してください。 
プラグにホコ U び付着したときは、柔らかい 
巧で拭いてから接続してください。 


■USBZI - ド 

パソコン側び A タイプ、 
本機側び B タイプ (4 ピ 
ン)のケーブルを使用し 
ます。 

馬。 


I し LINK ケーブル 



ケースレに表示されている♦と端テの▲を 
合わはて巧入して < ださい。がめから巧理に 
挿入すると端テび破損する恐れびあ D ます。 


本機は最大転送速度び400 Mbps のため、 

S 400対応で長さ3.巳 m しソ下の4ピソ . LINK 
ケーブルを使用してください。 

※推奨ケープル：オーディオテクニカ製 
AT - DVC 44/1.0( 長さ 1.0 m ) 

AT - DV 仁44/1.已(長さ1.日 m ) 

AT - DV 仁 44/2.0( 長さ吕 .0 m ) 

AT - DV 仁 44/3.0( 長さ 3.0 m ) 


■D 端子ケーブル 

映债信号と映徹コント 
□—ル信号を、 ] つのコネ 
クタで接続でさるケープ 
ルです。コンポーネント 
映像ケーブルと同等の映 
像品質を楽しめます。 





■コンポーネント映像ケープル 

映债信号の Y 、 Cb/Pb. Cr / Pr の3つの信号からなり、 

S ビデオケープルよりも高品位な映傲品質を楽しめ 
まず（ビデオコード3本での接続ち巧能です)。 D 端子変 
換ケープルち市販されています。 



■オーディオコード 

オーディオ機器の接続 
に使巧します。 



■ビデオコード 

一般的な映傲 
巧 コー ドで、 

つンポジッ I - 
フォーマット 
の映像信号を 
伝送します。 


夕’ 


，ぶ 


■S ビデオケーブル 

映像信号 ( Y ) と色信号 
( C ) を分離して接続する 
ことびでを、コンポ 
ジットよりち高品位な イ 
映像品質を楽しめます 。ィ 


バ獄 
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本機の電源びオンのときは、新しい機器の接続、他磯器の i . LINK ケープルの接続変更、他機器の電源オン/オフは行わないでくださ 
い。 

し LINK 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継で去ない機器びあります。接続する LLINK 対 
応機器の取振説明書をご覧ください。本機はスタンバイ状態のと去、 LUNK のデータを中継でさません。 

i 丄 INK 機能は、すべての LLINK 対応磯器間での接続動作を保証するものではありません。 LLINK 対応機器間でデータやコント □- 
ル信号びやり取りでをるかどラかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 


V - 

1 

- リ 

し LINK と LLINK □ゴは、ソニー株式会社の商標です。 ] 


HDMI 


HDMKHigh Definition Multimedia Interface ) とは1本のケープルで映像と音声を受信するデジタル伝送規格 
です。ディスプレイ接続技術の DVI (□间 tal Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレンジした 
をのであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 


沒綜コ ー F にごいで 



I 像デ、。 
ナ映。めす 
I ですたま 
ユ本まいめ 
チ1しなし 
星。をし楽 
衛す伝換を 
やまを変質 
ビさ方グ品 
心レで両□像 
ブテびのナ映 
-でと号アな 
，一号こ信を位 
信る声号品 
M ルす音肩高 
D 夕続とルで 
H ジ接号夕明 
■デと信ジ鮮 
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DOLBY サラウンド 


その他のステレオソース 


口 の 

rsLim 


fSBLirSB IISBRi 

TfeI 


回 四 


rsLirs『SRI 

ISBLII SB IISBRI 


画 


正 PLIIx Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX •吕 
Neo:6 Cinema +THX 
THX GAMES MODE*! 
(最大； 7.1 ch) 


田] PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 
m PLIIx Game 
の PRO LOGIC "2 
Neo: 日 Cinema 
Neo:6 Music 
(最大' 7.1 ch) 


正 PLIIx Movie 
(最大ス 1ch) 


Ne 江日 Cinema 
(最大 7.1 か!） 


ステレオ再生 
(を大吕 .1ch) 


AUTO SURROUND 
と同な 


ステレオ巧を 
(S 大 2.1 己 h) 


AUTO SURROUND 
と同挣 


ステレオ巧生 
(g 大 2.1 ch) 


ANALOG DIRECT 

(2 ch) 


PCM DIRECT 
にか） 


PCM DIRECT 
にか） 


SACD DIRECT 
にか） 


WMA9 Pro 

(6.1 ch 信号/； 7.1 ch 信号） 


DOLBY DIGITAL EX 
旧. 1ch 再生お出信号付） 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
(6.1 ch 再生ち出信号巧） 


DTS 

DTS96/24 

但 .1ch 信号等） 


「 L 1「 C 『 R I 

rsTi rsRi 

[sSn ISBRl 

画。 


Fl ire irR I 

rsn rsRi 
fsBLirsn 
画 


WMA+THX CINEMA 
ch) 


THX SURROUND EX 
m PLIIx Movie +THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THX MUSICMQDE *1 
THX GAMES MODE *1 
(最大 7.1 か） 


DTS ES Matrix +THX 
DTS ES Discrete +THX 
DTS + 正 PLIIx Movie +THX • 
THX SELECTS CINEMA *1 
THX MUSICMODE *1 
THX GAMES MODE •! 
(S^7.1 ch) 


ストレートデつード巧を 
(展大7.1 ch) 


田] DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 
DTS + 田] PLIIx Movie *1 
DTS + の PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


ストレートデコード再を 
(函大 7.1 か） 


m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
(a 大ス！か） 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
(函大 7.1 か） 


AUTO SURROUND 
と同を 


AUTO SURROUND 
と同様 


DOLBY DIGITAL 
MPEG-2 AAC 
WMA9 Pro 

(5.1 ch 信号等） 


mr c ir R I 

I SL I 「SR I 
fSBLirSBlISBR] 

TfeI 


DTS+Neo 旧 +THX 
DTS + 正 PLIIx Movie +THX ’ 
THX SELECTS CINEMA *1 
THX MUSICMODE *1 
THX GAMES MODE *1 
(最大' 7.1 ch) 


DTS+Neo: 已 

DTS + 田] PLIIx Movie *1 
DTS + 田] PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


DTS+Neo 旧 
(函大 7.1ch) 


THX SURROUND EX 
m PLIIx Movie+THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THX MUSICMODE *1 
THX GAMES MODE •! 
(最大 7.1 か） 


正 DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
(面大ス！か） 


ストレートデコード 
再生 

(最大 5.1 ch) 


ストレートデコード 
再生 

(S 大 5.1 ch) 


DVD-A 
SACD *4 

(己.1 ch 信号等） 


THXMUS に MODE*! 


田] DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
(面大 Zlch) 


WMA9 Pro 

(6.1 ch 信号/； 7.1 ch 信号） 


「 L Ir C ir R I 

rm rsRi 

[sSn ISBRl 
画。 


WMA+THX CINEMA 
(S：^7.1 ch) 


ストレートデコ ーP 巧生 

(虽大 7.1 ch) 


ストレートデコード再生 

(虽大 7.1 か） 


DOLBY DIGITAL EX 

旧.1 ch 再生お出信号付） 


DTS-ES 
(6.1 ch 信号/ 

日.1か离生巧出信号巧） 


fSL I I SRi 
fSBLirSBl 
画 


THX SURROUND EX 

ch) 


DOLBY DIGITAL 
DTS 

DTS96/24 
MPEG-2 AAC 
WMA9 Pro 

(5.1 ch 信号辜） 


DTS ES Matrix +THX/ 
DTS ES Discrete +THX 
(を 大 7.1 ch) 


m DIGITAL EX 

正 PLIIx Movie *1 
(il 大 7.1 ch) 


rsn rsRi 


THX SELECT 吕 CINEMA(SB SP 呂本） 
(献 7.1 ch) 

THX CINEMA(SB SP 1 本） 

(S 大已 .1 ch) 


DTS ES Matrix/ 
DTS ES Discrete 
(最大 7.1 ch) 


正 DIGITAL EX 

[U PLIIx Movie .1 
(面大ス！ ch) 


ストレートデコードち生 
(S 大日.1 ch) 


DTS ES Matrix/ 
DTS ES Discrete 
(虽大 7.1 ch) 


ストレートデコード再生 
(a 大日.1 ch) 


AUTO SURROUND 
と同お 


AUTO SURROUND 
と同様 


区 BL|I SB] 長 BRI 


DVD-A 
SACD *4 

(己. 1h 信号等） 


画 


THXMUS に MODE *1 


ストレートデつート巧生 
(S 大日.1 ch) 


ストレートデコード再生 
(a 大日.1げ〇 


PGM DIRECT 
SACD DIRECT 


*1 :サラウンドバックスピーカーを 1 本しか接続していないときは選択することびできません。 
*2 : mPRO LOGIC は常に最大巳.1 ch までの再生となります。 

*3 : 6.1 ch 信号のときは rs 己 u に日刊び消巧して rs 己」び点灯します。 

*4 : VSA - AX 4 ASi のみ対応。 


参ち/技術資料 


リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチャンネル数をおしたもので、厳密なデ]-ド Ch 数とは異なります。詳しくは「デジタル 
音声 フォーマッ トについて」卜107ぺ ージ) をご覧ください。 

f- 表中の灰色で表示された部分は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユーザーによる選択はでさません。 j 

• MULTI CH IN 入力時は J」 スニングモードの効果を加えることはできません。 

. 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でをないちのびあります。 

^ — V 


サラウンドバックスピーカーを接続していると宝 


_入力信号_ THX _ STANDARD _ AUTO SURROUND _ DIRECT_PURE DIRECT 

CH 信号る称 r インジケーター例 


□ J . コ V/ZQ 止— 3 r 既貫 ！.！。 ms 




N 。 止— a ： 晒哥。ーコ< 止—3：助哥£。。的 
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理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのサラウンド 
モードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生が提供できるよ 
う、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理にかソースはマト U ックス’デコード処理）穫、それ 
ぞれにをわせた才 U ジナルの処理を加えています。政下をご参照のラえ、お好みに応じて選択して<ださい。 


ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよラに 
再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

SCI-FI (Science Fiction ) 

セ I 」フと効果音の分離び良いため、 SF 映画などの SE (特殊効果音） 
のをいソースに効果的です。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音び一体となって 、]つの大きなス 
ピーカーのよラに響くイメージで、落ち着いた雰囲気でス I -一 
U —性重視の映画の再生に効果的です。 

MUSICAL 

S ュージカルなどの音楽系ソースを再生しているとさのサラウン 
ド感や、コンサートホールのホール感を再現します。広い空間で 
音に包み込まれるよラな響をび特徴です。 

MONOFILM 

古い映画やモノラル信号のテレビ放送を含め、すべてのソースに 
適したマルチチヤンネルサラウンドモードです。 

7-D THEATER 

2 ch で収録された音声を、已 ch または7 ch のサラウンド効果で再 
生でさます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効果的です。 

CLASSICAL 

大型のコンサートホールをイメージしています。反射音の遅延時間 
帯び長く、さらに残響音を加えることでコンサートホール特有の美 
しい響さと、オーケストラの迫力び楽しめます。 


CHAMBER 

石 (] ンクリート製)の]ンサートホールをイ方ージしてし、ます。鶏響 
音豊かな本格的コンサートホールの響さを楽しめます。 

JAZZ 

ジャズクラブなどのル規模なホールをイメージしています。音の 
響さび強いのび特徴で、目の前で演奏しているよラな迫力と定位 
感を楽しめまず。 

ROCK 

中規模コンヴートホールをイメージしています。楽器の分離感と臨場 
感びあり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

DANCE 

フ□アの床面び正方形をしているクラブをイメージしています。 
音の響さび強いのび特徴で、迫力のあるダンス S ュージックび楽 
しめます。 

7CH STEREO 

標準のステレオ (2 ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音声の 
まま已本または7本のスピーカーで再生します。部屋のどの場所で 
を同じよラなステレオ感び得られます。 

ADV.V 旧 . SURR. 

フ□ントスピーカーのみ、またはフ□ントスピーカーとサブウー 
ファーの組み合わせだけで仮想のサラウンド再生び楽しめます。 
Phones Surround (へ、ソ ドホン拝入時のみ） 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチヤンネ 
ルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 
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サラウンドバックスピーカーを接続していない、または S 己 ch 処埋モード OFF のとを 




入力信ち 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


じ H 

信写をお 

インジたークー例 






〇 

OIT 

!» 

1 

含 

WMA9 Pro (6. 1 ch 信号/ 7. 1 ch 信号） 
DOLBY DIGITAL EX (6.1 か再生檢出信号付) 
DTS-ES(6.1 か信号/ 6.1 ホ再ををせ信号が） 
DOLBY DIGITAL 

DTS 

DTS96/24 

MPEG-2 AAC 

WMA 白 Pro 

(5.1 ch 信号等） 

1 L II C II R 1 

rsn rsRi 

fSBP [ SB ^ 

困 .3 

THX CINEMA 

(最大己. 1ch) 

ストレートデコード再を 

(S 大日. 1 ch) 

ストレートデコード再生 

(S 大 5.1 ch) 

ストレートデコード再を 

(最大已 .1ch) 

ストレートデコート巧生 

(南大日. 1 ch) 

DVD-A 

(5.1 ch 信号等） 

i L II 仁 II K i 

rsn rsRi 

ISBLII SB IISBRI 

riFEi 


ストレートデコード巧を 

ストレートデコード再生 


PCM DIRECT 
(最大巳. 1 ch) 



SACD *4 

(5.1 ch 信号等） 


(昆大日. 1 ch) 

(畳大已 .1 か） 


SACD DIRECT 
(S 大日. 1 ch) 

ム 

助 

貢 

m 

の 


DOLBY ヴラウンド 

口 四 

四回' _ 

田] PLII Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX *2 
Neo:6 Cinema +THX 
(最大 5.1 ch) 

正 PLIi Movie 
正 PLII Music 

田] PLII Movie 
(虽大 5.1 ch) 

AUTO SURROUND 
と同様 

AUTO SURROUND 
と同様 


DTS ヴラワンド 

画 


m PLII Game 

Neo: 台 Cinema 
(II 大日. 1 ch) 




臨 

ち 

その化のステレオソース 



m PRO LO 岛 C * 吕 

Neo:6 Cinema 

ステレオ再生 
(虽大 2.1 か） 

ステレオ巧生 
(最大 2.1 か） 

ステレオ巧を 
(最大 2.1 ch) 


0J 

アナ□グ入力 

回 の 

1 SL II S II SR 1 




ANALOG DIRECT 
にか） 



PCM 

ISBLII SB IISBRI 

画 


(最大 5.1 ch) 



PCM DIRECT 
にか） 



DVD-A 





PCM DIRECT 
にか） 



SACD *4 






SACD DIRECT 


*1 :サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないとさは選択することができません。 

*2 : naPRO LOGIC は常に最大已 .1 ch までの再生となります。 

つ：已 .1 ch 信号のときはに目 U に目 R 」 び消灯します。目.1 ch 信号のときはに目 U に目 R 」 び消打しに目」び点灯します。 
*4 : VSA - AX 4 ASi のみ対応。 


W\A/CED SURROUND モードの種類と効果 


デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてありますのでお客様が変更することはで 
さ■ませれ;。 


参ち\巧術資料 
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工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカー- r ンピーダンス 

8 Q 〜]已 Q 

26 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal (SB) 

64 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル） 

77 

サブウーファー 

YES 佑り） 

77 

スピーカー出カレベル （M] 〜 M6) 

0.0 d 日（補正無し） 

79 

スピーカーまでの距離 （M] 〜 M 曰） 

すべて 3.0 m 

80 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

77 

定在波制御 

ON (ただし全フィルター 0.0 dB、 補正無し） 

67 

視聴環境の周波数特性の補正 （M] 〜 M 曰） 

全帯域 0.0 d 巨（補正無し） 

68 

超低域音声のピークレベル設定 

OFF 

81 

X-Curve 

OFF 

82 

サラウンドバックスピーカー間の距離 

0 — 0.3 m 

83 

サウンドレト1」パー 

OFF 

42 

ビデオコンバート機能 

ON 

45 

入力の設定 

U アパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

84 

入カフアンクシヨン 

DVD/LD 

35 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

36 

S 巨 ch 処理モード 

ON 

41 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

37 

MCACC 

M1:MEM0RY1 

40 

PHASE CONTROL 

ON 

42 

AV 調整磯能の各項目 

(AV 調整のページを参照） 

43 

Digital Safety 

OFF 

120 

スピーカーシステム冉/巨 

SP(A)： ON 

59 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

57 

マルチルームの設定 

VARIA 日 LE/Setting] / — 巨 0 d 巨 

96 

SR+ 連動モードの設定 

OFF 

101 

12 Vトリガーの連動設定 

すべての入力の1、吕共に OFF 

103 


本機のずべての設定を工場出巧時に房す 


設定オール U セツトは(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントバネルで行いまず。 

設定オール1」セットを行ラと、上記のずべての設定び工場出荷時の状態にな0ますので 十分ごま意ください。 


①本機び STANDBY モードのときに AV 
PARAMETER ボタンを巧しなびら 
STANDBY / ON ボタンを3秒 L ソ上巧し続 
けます 


②フ□ントバネル表示部に 「 RESET ?」 と表おされた5 
ENTER ボタンを巧し、 「0 K ?」 表示後に SETUP ボタンを 
巧しまず 


◎ 


PARAMETER 




© setup 


電源コンセントからコンセントを長時間掠いた状態にしていても、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 
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付属品 

リモコン(メイン）… . 

サブリモコン ( VSA - AX 4 ASi のみ) 
電源一!—ド 

単3おアルカリ乾電池 ( R 目 P ) 

VSA - AX 4 ASi . 

VSA - AX 2 AS . 

iPod ケーブル . 

セットアップ巧マイク（已 m ). 

保証» . 

取扱説明書 


参仕様および外観は改良のため予告なく変更することび 
あります。 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 已 n 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /7 己 Q 

周波数特性 . 曰 Hz 〜10 MHz 

SN 比 ... 6曰服 

コンポーネントビデオ部 

入力端子(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 已 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /7 已 Q 

周波数特性..…… . 日 Hz 〜10日 MHz 

SNhb . 己曰 d 巨 

電源部-その他 

電源 . AC 100 V 、已〇 Hz / 色0 Hz 

消費電力 . 380 W 

待機時消費電力 .0.6 W 1； (下 

予備電源コンセント 

連動 ... 1 (1 日日 W 最大) 

がお寸法(幅 X 高さ X 奧行） 

. 420 mm X 188 mm x 464 mm 

質量 

VSA - AX 4 ASi ...1 目. 2 kg 

VSA - AX 2 AS .16.1 kg 


オーディオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、1 kHz 、 1日〇/〇、色が 


フ□ント . 220 W +220 W ( AX 4 ASi ) 

センター . 22日 W ( AX 4 ASi ) 

サラウンド . 220 W +220 W ( AX 4 ASi ) 

サラウンドノ（ツク ........ 220 W +220 W ( AX 4 ASi ) 

フ□ント . 200 W +200 W ( AX 2 AS ) 

センター . 200 W ( AX 2 AS ) 

サラウンド . 200 W +200 W ( AX 2 AS ) 

サラウンドノ（ツク . 200 W +200 W ( AX 2 AS ) 


定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz 、0.09 %、8 Q 

. 140 W +140 W ( AX 4 ASi ) 

130 W +130 W ( AX 2 AS ) 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz 、0.09 %、8 Q 

フ□ント . 140 W +140 W ( AX 4 ASi ) 

センター . 140 W ( AX 4 ASi ) 

サラウンド . 140 W +140 W ( AX 4 ASi ) 

サラウンドバック ........ 140 W +140 W ( AX 4 ASi ) 

フ□ント . 130 W +130 W ( AX 2 AS ) 

センター . 130 W ( AX 2 AS ) 

サラウンド . 130 W +130 W ( AX 2 AS ) 

サラウンドバック . 130 W +130 W ( AX 2 AS ) 

入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33己 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 . 己 Hz - 100 kHz'ig d 巨 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系… . 33已 mV /2.2 kQ 

トーンコント□-ル 

BASS . ± 色 d 巨 （1 日0 Hz ) 

TREBLE . ± 6 d 巨 （10 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 d 巨時） 

. +4 d 巨/+2 dB (100 Hz / 10 kHz ) 

SN 比 （ IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 .. 103服 

SN 比 ( EIA 、 1 W (1 kHz )) 

LINE 系 . 83服 



お手入れについて 

通常は柔らかい巧でから拭きしてください。汚れがひどい場合は水で日〜目倍に薄めた中性洗 
剤に柔6かい巧を浸してよく絞った後、ミちれを拭き取り、その後乾いた巧でおいてくださ 
し、。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげる 
ことがありますのでごを意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさ 
ん等に添付の注意事項をよくお読みください。 


I S の I チ>/卜 1 


音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるをのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しょラ。 

ステレオの音量は、あなたのむがけ次第で大さくをルさくをなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でち通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょラ。近所へ音が漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
よしよ つ。 


仕様 


_— _— _— 4 2 _— _— _— 


参ち\巧術資料 
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困つたとを 



と思つた6 


故障かな？と思った6政下を調べてみてください。意外な S スが故障と思われがちです。また、本機外の原 
因を考え6れます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器をあわせてお調べください。 

料下の項目を調べても直6ない場合は、修理を依頼してください。 


にごいで 


r 音び出ない」 r 音びおかしい」 r ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、音 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


が出ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

84 


S に NAL SELECT の入力信号選択び正しくない。 

SIGNAL SELECT (音声入力)ボタンで正し 
い入力信号を選択する。 

36 


ミュート状態(音量インジケーターび点滅)に 
なっている。 

リモコンでミュートを觸除する。 

35 


セットアップ巧マイクび接続されている。 

セットアップ巧マイクを振く。 

12 


スピーカー出力び曰 FF になっている。 

SPEAKERS (音声入力）ボタンを巧して、 

曰 N ( SP ^ A ) にする。 

59 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

35 

フ□ントスピーカーじ(外 

スピーカーシステムの設定びフ□ン ト chU (が 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

77 

の音び出ない 

すべて N 0になっている。 

U スニングモードび STERE 曰になっている。 

サラウンド再生用のリスニングモードを選択 
する。 

37 

サラウンドバックスピー 

S 己 ch 処理モードの設定び OFF になっている。 

曰 N を選択する。 

41 

カーから音が出ない 

S 己 ch 処理モードの設定び冉 UT 0 で r 巨.1か再 
生検出信号」の記録されていないソースを使用 

曰 N を選択する。 

41 


している。 

サラウンドバックシステムの設定び [ Front 团- 
Amp ] またはに ec 加 d Zone ] または [Multi 

[ NormaKS 日)]を選択する。 

64 


Room S Sou に e ] になつている。 

スピーカーシステムの設定でサラウンドまたは 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

77 


サラウンドバック ch の設定び [ N 0 K 無し)に 
なっている。 

接続び正しくない(サラウンドバック ch を]本 

接続を再確認する(サラウンドバック ch を] 

25 


のスピーカーで接続していて Rch 側に接続して 

本のスピーカーで接続しているとさは Lch 側 



いる)。 

に接続する）。 


特定のスピーカーから音 

スピーカーシステムの設定び [ N 0 K 無し)になっ 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

77 

が出ない 

ている。 

スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

25 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ 

U スニングモードにぶっては効果音のみ出力 

37 


に録音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びルさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

79 


サラウンドバックシステムの設定でに nd 

スピーカーシステムで「冉+日」または旧」にす 

59 


Zone ] び選択されているときのスピーカーシス 
テムの選択び合っていない。 

る。 


表示部にマルチチャンネ 

再生しているソースのプ□グラムフオーマット 

故障ではありません。収録内容をご確認くだ 


ル信号のプ□グラム 

にはそのチヤンネルの情報び記録されている 

さい。 


フ オー マットインジ ケー 
ターが点灯しているが、音 
び出ていない スピーカー 
がある 

び、そのチヤンネルに音声び収録されていない。 



デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

33 


デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

84 


S に NAL SELECT の入力信号選択び正しくない。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT (音声入力)ボタンで 

D に ITAL を選択する。 

36 


デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 

する 。 （DTS CD の場合は0 dB に設定してく 



すぎる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフオーマットに対応して 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 

16 


いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 

(または出力させる設定にする）。 


PCML ソ外の信号の音び出 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び 「 PCM 」 に 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

36 

ない 

なっている。 

い入力信号を選択する。 






困ったとを 


癌状 

原因 

対応 

参照 

録音びできない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をア 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号 

57 


ナ□グで録音しよラとしている。 

はデジタル録音のみ巧能です。 



コピープロテクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



おる。 

は録音することはでをません。 



REC 端子の接続び正し < ない。 

正し < 接続し直す。 

32 

無入力でもノイズび間こ 

電源そのちのにノイズが残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUT 端子 

MULTI CH INPUT 端テに接続したものではな 

入力切換ボタンで入力を切り換え、マルチ 

54 

に接続した機器で 、 DVD 

い信号を再生している。(デジタル PCM 出力な 

チヤンネル入力の再生をする。 


オーディオを再生したが 

ど） 



2 ch にダウン S ックスさ 
れているよラな音になつ 
てし、る 

プレーヤーの出力設定が間違っている。 

プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「 LARGEJ とし 
ていてマルチ ch の DVD 
オーディオを再生したび、 
マルチ ch 音亩がダウン 

S ックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再をしている。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中にノ 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 


イズが出る 

取ってしまラ。 

量を下げ、スピーカーから出る音を抑えてく 
ださい。 


DTS の LD を再生すると 

音声入力信号の切り撰えで ANALO 白び選択さ 

機器を正しくデジタル接続し、 S に NAL 

36 

ノイズが出る 

れている。 

SELECT (音声入力）ボタンで DI 白 IT 冉 L を選 
択する。 



ヴブクー ファーの接続/再をについて 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 

サブウーファーあり/なしの設定び[ N 0](無し） 

Speaker Setting ] 設定を確認して、サブ 

77 

出ない 

に設定されている。 

ウーファーの設定を [ YES ] (有り)または 
[ PLUS ] にする。 



再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録内容をご確認<ださ 



分 （ LFE チヤンネル）び含まれていない。 

い。 



接続びがれている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確認して、がれてい 
るとさは接続し直す。 

25 


サブウーファー側の電源び OFF になっている。 

サプウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

ヴプウーファーの機能を確認する（詳しくはサ 



ている。 

プウーファーの取振説明書をご覧ください。） 


サブウーファーからの音 

低域成分のみない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分びかなく、サ 

77 

びかさい 

( CD など）を再生している。 

プウーファーの音量び不足している場合は、 
speaker Setting ] でサブウーファーの設定 
を [ PLUS ] にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値びかさい。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適切 
なレベルに調整する。 

79 


クロスオーノ く一周波数の設定び低い。 

[Crossover Network ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

77 


サブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボ U ュームレべルを上げる。 



困 

ご 

た 

と 

宝 
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困つたとを 


映像について 


r 映像が出ない」 r メニュー画面の SD 画風が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、映 
像が出ないまたは違ラ入 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えてください。 


力の映像び出る 

ビデオセレクト機能で異なる入力の映傲び選択 
される。 

ビデオセレクト機能を正しい入力にする。 

57 


ソース機器と HDMI 端テで接続しているび 、 TV 
モニターを HDMI 端子で接続していない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を 
使って本機と接続する。 

50 


ソース機器と TV モニターを接続しているコー 
ドの種類び違っていてビデオコンバート機能び 
OFF に設定されている。 

ビデオコンバート機能を ON にする。 

45 


映像にぶっては著作権の関係で映债び出力され 
ない場合びあります。 

觸徹度の設定を変更するか、ビデオコンバー 
ターの設定を OFF にしてください。 

45 

コンポーネント端子や D 
端子、 S ビデオ端子に接続 
したソース機器の映像が 
出ない 

入力設定 (Input Setup ) の rS-Video In 」 また 
はに omp / D 4 In 」 の設定び正しくない。 

入力の設定 (Input Setup ) を正しく行う。 

84 

録画ができない 

録画機器とソース機器の接続端子び合っていな 
い。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子 
を(コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映徹信号は録 
画することびできません。 

56 

コンバート後のコンポー 

コピープ□テクト信号び極端に大きい、または 

コンバート回路またはモニター TV の仕様で 

27 

ネント出力映像が出ない、 

画質祟化の激しいビデオテープを再生してい 

す。コンポジットまたは S 端子の出力映徹で 


または乱れる 

る。 

お楽しみ < ださい。 



操作について 


r 操作できない」 r 電源が切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したと舌に 

スピーカーコードのお線びスピーカー端子から 

スピーカーコードのお線をもラー度しっかり 

25 

電源が切れる 

はみ出して J 」 アパネルに接輔しているか、+/ 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 



一び接細し、保護回路び働いている。 

ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 
ボリュームを下げて再生する。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 

チャンネルごとの周波数特性の補正で低域 

68 


非常に低いため、保護回路び働いた。または、低 

(63 Hz または] 2己 Hz ) のレベルを下げる。 



周波の過大な入力び持続した。 

DIGITAL SAFETY 機能を SAFETY ] または 

2にすると、さらに数犯音量び上げ日れる場 
合びあります。（スタンバイモード時に、 
SETUP ボ'タンを押しなびらむ STANDBY / 

日 N ボタンを巧すと、 SAFETY 1、 SAFETY 2、 
SAFETY OFF び切り換わります。ただし、 
SAFETY 曰 FF 1； げ M こ設定した場合、一部の機 
能び選択できない場をびあります。） 


電源が突然切れて 

スピーカーコードのお線びスピーカー端子から 

スピーカーコードのお線をちラー度しっかり 

25 

PHASE CONTROL イン 

はみ出して J 」 アパネルに接輔しているか、+/ 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 


ジケーターが点滅ずる 

一び接輔し、保護回路び働いている。 

ピーカー端子からはみ出ないように接続する。 



本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

裏表紙 

電源が突然切れて 

本機の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 

裏表紙 

DIGITAL PRECSION 


ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 


PROCESSING インジ 
ケーターび点滅ずる 


繰り返すのはおやめ<ださい。 


操作ボタンを押してち動 

空気び乾燥しているとを、静電気などの影響を 

電源プラグを一度コンセントからがして、再 


作しない 

受けている。 

び差し込む。 
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困ったとを 


癌状 

原因 

対応 

参照 

AMP ERR または 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 

票 表紙 

MCACC インジケーター 


ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 


び点滅して自動的に電源 


繰り返すのはおやめ<ださい。 


び切れる 




OVERHEAT と点滅表示 

本機内部の温度が許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を変える。 

5 

したまま音が出なくなる 


一度電源を切り、冷えてから使用ずる。 


1 吕 V TRG ERR と点液 E 表 

12 V 卜 U ガー端テに不具合び生じている。 

一度電源を切り、12 V トリガーの接続を見 

103 

示される 


直してください。 


SIGNAL SELECT ボタ 

接続またはデジタル入力の設定び正しくない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設 

84 

ンを巧しても入力が 


定」を正しく修正する。 


DIGITAL にな百ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力し义列に切り換える。 

35 


入力設定をしていないし LINK 対応機器を選択し 

正しい入カフアンクシヨンを選択する。 

35 


ている。 



已 .1ch ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び OFF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を曰 N 

16 

いるのに、已 .1ch 再をさ 

なっている。 

にする。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



DTS 出力設定び曰 FF になっている。 

DTS 出力設定を曰 N にする。 


DVD オーディオを再生ず 

MULTI CH l [\ I 端テはアナ□グ入力端子なの 

故障ではありません。プレーヤーの取振説明 


るとプレーヤーには 96 

で、デジタル情報を表示することはでをません。 

書もご覧ください。 


kHz と表示されるび、本機 




では表示されない 




曰巨 kHz のソフトを再生 

プレーヤー側で日6 kHz 出力び OFF になってい 

プレーヤーの日巨 kHz 出力を ON にする。 

16 

しても表示が目巨 kHz に 

る。 



な S なし、 




リモコン操作がでさない 

リモコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 内、左ち 3 Cr _ LU 巧で操作する。 

17 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動す 



壁光灯などの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 



につている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セットコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セツトコードを設定する。 

88 

でさなし、 

電池切れの期間に ><モ|」一び消去された。 

ちラー度設定を行ラ。 


旧接続をしているのに相 

接続でコント□-ル端子の IN / 日 UT を間違えて 

正しく接続し直す。 

99 

手機器がリモコンで動作 

いる。 



しない 

コントロールコード外の接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続する。 

99 


他社製品の同用途端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 



インジケーター/表示につし、て 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


お状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

33 

再生しても、対応ずるイン 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

84 

ジケーターが点灯しない 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しくな 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

36 


い。 

い入力を選択する。 



プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよラ修正する。 

16 


再生しているトラックび PCM などになってい 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 

16 


る。 

ル*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフトを 

収録フォーマットが己.] ch (または「6.1 ch 再 

故障ではありません。再生しているソフトの 


再生してちすベてのプロ 
グラム フォーマツ トイン 
ジケーターが点なしない 

生お出信号」対応)ではない。 

パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで 

36 

再生しても、 ロロ〇 に ITAL 


AUTO または□に ITAL を選ぶ。 


または DTS などの表示に 

ソフトの音声び2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフトの 

107 

な百なし、 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
おる。 

パッケージをご確認ください。 



を 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

Surround EX (または 

DTS ES ) ソフト再生時に、 
SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしてち EX (または 
ES ) デコードしない 

「6.1 ch 再生検出信号」び記録されていない(劇 
場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合びあ 
ります)。 

SBch 処理モードの設定を ON にする。 

41 

Surround EX (または 
DTS ES ) ソフトを再を 
中、 SL 、 SB 、 SR のインジ 
ケーターは点口ずるが、 
EX (または ES ) デコード 
しない 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 
クチヤンネルび[ N 0](無し)に設定されている。 

U スニングモードび正しくない。 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 
ピーカーに合わせて変更する。 

SBch 処理モードの設定を曰 N または AUTO 
に変更し、リスニングでードをサラウンドに 
して再生する。 

77 

37,41 

114 

DVD オーディオを再生 
しているのにディスプレ 
イには PCM と表示される 

HDMI 接続をしている入力で DVD オーディオ 
を再生すると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AA 巳などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC 信場補正)に関する疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正のオート設定を 
何度行ってちエラーにな 
る 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障善物を移動させる。 

12 

測定結果のサブウー 
ファーの距離が実際の距 
離より長い 

サブウーファー巧部□ーパスフイルターの遅延 
特性の影響で再生音にデイレイびかかってい 
る。 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮し 
たラえで距離を特定して正確なディレイ時間 
を言思走するよラにしています。 

15 

スピーカーの大、か設定が 
誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 
検出している。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 
を切ってみる。 

speaker Settin 宮]で正しい設定にする。 

77 

音場補正したが、音がおか 
しし、 

スピーカーの位相び反転している （+/- び逆に 
接続されている）。 

正しく接続ずる。 

25 

Acousutic Cal EQ で自 
動測定された補正カーブ 
を手動で調整中に 
「 OVER 」 がディスプレイ 
に表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 
容量を超える。 

「 OVER 」 の表示び消えるまで、さまざまな帯 
域のレベルを下げる。 

68 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑巧 


症状 

原因 

対応 

参照 

PC または 0 SD 画面上で 
の EQ 補正後残響周波数特 
性表示のグラフがフラッ 
卜にそろわない 

グラフの傾斜は残響特性を示しています。部屋 
の残響特性そのものは、 EQ 補正だけでは直ずこ 
とびでをないため、グラフの傾斜角度は補正前 
後でも同じになります。 

さまざまな原因によって、冉 LL CH 冉 DJ で補正 
を行ってち周波数特性のグラフはフラットにな 
らないことびあ0ます。 

補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の桶 
正分だけ水平移動します。補正の効菊ま、指定 
した時間軸上のあるポイントでそろラことび 
確認でをます。 

残響特性(グラフの形状)そのものは、視聴環境 
を改善しないと変化しません。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良 
となるよラ自動的に補正を行います。 

PC 表示巧 
アブ U ケー 
シヨンソフト 

取扱説明書 

70 

Manual MCACC の EQ 
Adjust で調整した補正量 
が補正を表示のグラフに 
反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィ 
ルタで分析したものを表示します。一方、 EQ 補 
正は専用のフィルタを使巧して信号の補正を 
行っており、分析フィルタと E 日補正専用フィル 
夕の形状の違いびグラフに反映されない原因で 
す。 

問題ありません (Auto MCACC の場合は、こ 
のフィルタ形状による違いち考慮したラえで 
補正を行っています)。 


スピーカーシステムの設 
定で [ SMALL ] と設定さ 
れたスピーカーの低域が 
補正されていない 

EMALL ] に設定されたスピーカーは、 E 日によ 
る低域の補正は行いませんび、残響特性の表示 
はスピーカーから出る音の純粋な特性を示すた 
め、低域補正をしていない状態での特性びその 
まま表おされます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を行っているため、 [ SM 冉 LL ] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 
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困ったとを 


i.LINK 接続/再生について ( VSA - AXAASi のみ) 


i . LINK ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

i 丄 INK インジケーターが 
消灯していて、音が出ない 

入力信号の切り換えで、し LINK 対応機器を選ん 
でいない。 

i 丄 INK ケーブルび:外れている。 

し LINK ケーブルび長すぎる。 

し LINK AUDIO フオーマットに対応していない 
機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機器の電源が 
切れている。 

S に N 冉 L SELECT (音声入力）ボタンで 

AUT 曰を選択する。 

正し < 接続し直す。 

3.5 m 政下のケーブルを使用する。 

接続した機器の取扳説明書を参照する。 

電源び切れていたり、機種によっては、電源 
びスタンノ くイ状態の場合、信号を伝をするこ 
とびでさません。 

詳しくは、接続した機器の取扳説明書を参照 
して < ださい。 

36 

55 

112 

PQLS OFF または PQLS 
ON が一瞬表示されて、音 
びとぎれる 

i 丄 INK 接続で再生中に、他の LLINK 接続機器の 
状態を変更したりすると PQLS の ON / OFF び切 
り換わり、音び一瞬とざれることびあります。 



SIGNAL SELECT で 
し LINK が選べない 

し LINK 対応機器の電源び入っていない。 

し LINK 入力の設定び正しくない。 

電源を入れる。 

正しく設定する。 

84 

DVD 才ーディオ /SACD 
の再生を停止してちプロ 
グラムフォー マツ トイン 
ジケーターが表示された 
ままになる 

DVD オーディオ / S 冉 CD の再生を停止しても、 
他のフオーマットび入力されるまで、プ□グラ 
ムフオーマットインジケーターは表示されたま 
まです。 



他製品のアップグレード 
を行ったあとにし LINK で 
接続したその機器のを前 
が表示されなかったりそ 
の機器をフアンクシヨン 
で選択でさない 

製品のアップグレードなどによって機器の認識 
びでさな<なっている。 

本機巧部の機器情報を初期化します。本体のボ 
タンを使ってじ(下の手順で行ってください。 

1電源スタンバイ時に RETURN ボタンを巧 
しなびら ST 冉 ND 巨 Y / 日 N ボタンを3秒し U 
上押し続ける。 

2 [ D 巨 CLEAR ?] 表示中に ENTERtK タンを 

巧す。 

3 [DB CLEAR 日 K ?] 表示中(こ SYSTEM 
SETUP ボタンを巧す。 

[ D 巨 CLEAR SET ] び表示されたら初期 
化終了です。もし [ D 日 ERR 日刊び表おさ 
れたら、再度行ってください。 



HDMI 接続/再生について 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 

HDMI インジケーターが点滅し続けるとさは政下の症状、原因、対応をご確認ください。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

映像と音青の両方が出な 
い 

本機は HDC 円こ対応しています。ご使巧の機器 
び HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

HDCP 非対応のときはコンポーネントビデ 
才、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続してください。 

27 


ソース磯器の仕様によっては冉 V アンプを通し 
ての HDMI 接続びでさない場合びあります。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとをは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 
D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 

27 

映像が出ない 

ソース機器によっては、設定した辭像度で映像 
び出力されない場合びあります。 

解像度の設定を変更してみてください。 

45 

音青び出ない、またはとぎ 
れる 

冉 V 調整機能の HDMI 設定び 「 THROUGH 」 に 
なっている。 

「 AMP 」 に設定してください。 

45 


DVI 機器と接続していると去は、音声び出ませ 
Aj 。 

別途音声の接続を行ってください。 

32-33 


アナ□グ映像を HDMI 出力する場合、 HDMI 出 
力からは音声出力されません。 

別途音帛の接続を行ってください。 

32-33 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 


映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとを 
(早送りなど）は映债の品位によって映像び歪 
んだり乱れたり映5な < なることびあります。 
また、ディスプレイ側の性能によっては同様の 
症状び出ることちあります。 

ビオデオコンバート機能を曰 FF にして入力 
と同じビデオフオーマット（コンポーネント 
ビデオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、]ンポジットビ 
デオコードのいずれか)で接続、再生してく 
ださい。 

45 
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困つたとを 
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エラーメッセージについて 


iPod 接続時のメッセージの意味 


メッセージ ( エラー番号） 

メッセージが表示されるとき 

対応 

Error 11 

正常に通信できないとさ。 

コネクターを一度がし、 iPod の分インメニューび 
表示されてから、も ラー 度確実にコネクターを接 
続してください。それでも iPod び正常に動作しな 
い場合は、 iPod を U セットしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウエアのバージヨンびちいとを。 

iPod ソフトウエアのバージョンをアップデート 
して < ださい。 

No Track 

iPod に曲び入っていないとき。 

iPod に曲を転をしてください。 


システムセットアップでの MCACC (音場補正川きに表示されるメッセージの意味 


「Connect Microphone」 ： 

[Connect Mic!J : 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端子に、付属のマイクを接続してください。 

「Too much ambient noisej : 

[NoisyU : 

周辺の騒音び大をすざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

- エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に 0 F F にするか遠ざけるなどの処置を行ってみ 
て < ださい。 

-周囲び比較的静かな時間帯にもラー度やり直してください。 

|"Check MicrophoneJ : 

「Error Mic!J : 

マイクからテス ト 信号び検出でさな<なりました。 

. オートセットアップ巧マイクの接続や接続コードの断線をチェックして<ださい。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「ERR」 ： 

「Error Front」「Error SurrJ [ERR SBJ : 

Speaker Leve 測定媛の Yes/No Check 判定で、1处下のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 NO 」、 サラウンドバックに RR 」 の場を：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時）の場合 : R ch 側から検出しました （1 本のみ接続するとさは、 Lch 側を使巧してください）。 

rAttention! Subwoofer output level is too high. Turn volume down on subwoorerj : 

「SW Volume do 邮 n」 ： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び大きすぎます。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

rAttention! Subwoofer output level is too low. Turn volume up on subwoofer」： 
rsw Volume UpJ : 

[ YES ] と設定したヴプウーファーの出力信号びお出できません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適正値に上げてくだ 
さい。 

「MCACC OFF ! J : 

Manual MCACC を行う際 、 MCACC OFF び選択されています 。 System Setup を終了してから、 MC 冉 CC MEMORY ] 〜巨の中 
で調整したい MEMORY を選び、再度 Manual MCACC を行ってください。 

し LINK 関係の表示部のメッセージの意味 


「BUS FULL 」 ： 

i.LINK の伝送容量び最大まで達したために、をラデータを送信することびでをない。 

「CANNOT LINK IJ : 

本機とし LINK 接続されている機器との接続関係び不安定である。 [.LINK ケープルが正しく接続されているか確認し、本機とし LINK 接続 
されている機器との間に i.LINK 対応機器びある場合は、それらの機器を含めて正しく接続されているか確認してください。 

「CANNOT LINK 2J : 

i.LINK 接続したい機器を識別でをないので、その機器からの信号を受信でさない。 

「LINK CHECKJ : 

i 丄 INK 接続関係を確認している。たとえば本機とし LINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び加えられたり、がされたりし 
たとをに表示します。再生中にこのメッセージび表示されたとさは、音びとぎれる場含びありまず。 

「LOOP CONNECTJ : 

i.LINK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

「 N0 NAMEJ : 

i.LINK 接続されている機器に、製品名またはメーカー名などの情報びないとをに表示します。 

「 N0 SIGNAL 」 ： 

i.LINK 対応機器でもレシーバーのように再生信号を出力しない機器や本機で受信できない信号を出力する機器を選択した時に表示します。 

「PQLS OFF 」 ： 

再生中に P 日 LS の機能び OFF になったときに表示されます。このとを、音び瞬間的にとぎれます。 

「PQLS 0NJ : 

再生中に P 日 LS び機能び ON になったときに表示されます。このとき、音び瞬間的にとざれます。 

「 UNKNOWN 」 ： 

i.LINK 接続されている機器の情報び認識でをないとさに表示します。 




保証と アフターサービス 


困ったとを 


保証書(別添） 


連絡していただをたい内容 


保証書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていたださ、内容をよくお読 
みのラえ、大切に保管してください。 


[ 保証期間はご購入曰か S 1年間でず。 


巧修用性能部品の f 呆有期巧 


当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切0棲8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 


修埋に関するご質問、ご相談 


お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修埋を依巧をれるとを 


修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思つ 
た5」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
をは、必ず電源プラグを抜いてか5、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
求めの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相 
談窓□のご案内-修理窓□のご案内」（裏表紙)をご覧に 
な0、修理受付センターにご相談ください。 


ご住所 
お名前 
お電話番号 

製品名： AV マルチチャンネルアンプ 
型番： VSA - AX 4 AS ン VSA - AX 2 AS 
お買い上げ曰 

故障または異常の内容(でさるだけ詳し <) 

訪問ご希望曰 

ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用でをる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用し^外での使用（例：店舗などにおける 
巨 GM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れがありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよ5な大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 


愛情点検 


巧 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずず 
めいたしまず。こんな症状はありませんか？ 
•電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気が入ったり切れたりずる。 

-本化か5異常な音、熱、臭いびする。 




故障や事故防止のためずぐに使 
用を中止し、電源プラグをコン 
セントか5巧き、「保証とアフ 
夕ーサービス」（上記）をお読み 
の上、修理受付センター（裏表 
紙）に点検をご依頼ください。 


困つたと宝 


125 





























困ったとを 


さ < いん 


本機を操作するときのをな用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 


アドバンスドサラウンド . 37 , ]] 已 

アナ □ グ ATT. 已 7 


位相 . 

映像切換（ビデオセレクト） . 

オートセットアップ . 

音場赃 . 

ち声入力 f 百ち . 

解像胃 . 

顧 . 

ク□スオーバー周波数 . 

サウンドディレイ . 

サウンドレト U バー . 

サブウーファー . 

サラウンドバックスピーカー ........ 

残響特性 . 

システムセットアップ . 

周波数特性 . 

i±m . 

消胃 . 

初期設定 . 

状態確認（ステータス） . 

スピーカー . 

スピーカーインピーダンス . 

ス U —プタイマー . 

ダイアログエン八ンスメント ........ 

ダイナミックレンジコント□ール 

他機器連動 . 

超低域音声 . 

定在波 . 

ディスプレイ . 


.8. 42 

. 57 

.12. 63 

. 61 

. 36 

. 45 

. 27, 4已 

.77. 78 

. 45 

. 42 

. 77, 78. 119 

.41. 64 

.61. 69 

.60. 62 

. 61, 68. 69 

. 117 

. 35 

.] 1已 

. 58 

] ]，2已，己9, 64. 93,106 

. 26 

. 58 

. 44 

. 44 

. 104 

.78. 81 

.61. 67 

. 24 


ディマー . 57 

デジタ J レ音声 . 33, 3已，己6,107 

デジタルノイズ U ダクシヨン . 44 


デュアルモノ . 44 

電源 . 34 

接続コード . 113 

Iンコント□-ル . 43 

ドルビー . 108,114 

バーチャルサラウンドバック . 41 

バイアンプ接続 . 93 

A イビット/八イサンプリング . 44 

バイワイヤ接続 . 93 

パソコン . 51, 73. 110 

ビデオコンパーター . 27,4已 

プラズマディスプレイ . 100 

フ□ントパネル . 17,己7 

へッドホン . 36 

補正時間位置 . 70 

保話 . 125 


7ルチルーム . 

ミッドナイト… 
ラウドネスモード 

U ァパネル . 

1」スニングモード 
1」モコン . 


. 94 

. 43 

. 43 

. 22 

.37. 114 

日.19, 21， 88. 104 


録音/録画 


己巨 
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アルファベット/数字順 


Advanced EQ Setup..... 

Advanced MC 冉 CC. 

Auto MCACC. 

Auto Surround. 

AV PARAMETER . 

AV 調整 . 

Bass Peak Level. 

Channel Level. 

DIRECT/PURE DIRECT 

DTS. 

DVD 才ーデイオ . 

EQ Adjust. 

EQ Professional. 

Fine Ch Level. 

Fine SP Distance. 

Front Bi-Amp. 

HDMI. 

し LINK. 

iPod. 

Input Name. 

Input Setup. 

Manual MCACC. 

Manual SP Setup. 

MCACC Data 仁 heck..... 

MCACC Data Copy. 

MCACC MEMORY. 

Memory Clear. 

Memory Rename. 

MPE 白- 2 AAC. 

MULTI-ROOM. 

OSD Adjustment. 

Other Setup. 

PHASE CONTROL. 

Reverb Measurement.. 

Reverb Output PC. 

Reverb View. 

SACD. 

SB CH PROCESSING... 

SB ch 処理 . 

Second Zone. 

SIGNAL SELECT. 

Speaker Distance. 

SPEAKERS. 

Speaker Setting. 

SR+. 

Standing Wave. 

STANDARD. 

STATUS. 

STREAM DIRECT. 

Suit Back System. 

THX. 

THX Audio Setting. 

US 巨 . 

VIDEO SELECT. 

WMA9 Pro. 

X-Curve. 

X. OVER. 

12V TRIGGER. 

]2V HJ ガー . 


.6],122 

.61.122 

.12, 63.124 

.37.114 

.43 

.43 

.81 

.41.6 已， 79 

.37.114 

. 10 9,114 

..... 3 己，百 0, 己4,巳己，107 

. 68 

. 69 

. 65 

. 66 

. 64, 93 

. 50,1 13. 123 

己己， 87. 112,123,124 

. 47,124 

. 85 

. 84 

. 65 

. 77 

. 74 

. 75 

. 40, 74 

. 76 

. 75 

. 109,114 

. 94 

. 86 

. 86 

. 8, 42 

. 69 

. 69 

. 69 

..... 3己，已0,己4,已己，107 

. 41 

. 41 

. 64, 93 

. 36 

. 6巨，80 

. 59 

. 77 

.99. 100 

. 67 

.37. 114 

. 58 

.38. 114 

. 64 

. 37,1 10. 114 

. 83 

. 51 

. 57 

. 110 

. 82 

. 77, 78 

. 103 

. 103 
























































































































く各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

市外局番「日日7日」で始まるフ1」ーフォン及び「012日」で始まる画フ U - ダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などか5は、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 ■ PHS などか5ご利用巧能でずが、通話料がかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理-お取り扱い（取り付け■組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請巧について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜目; 30 〜 1 狂 日日、 ±曜■日曜■祝日目; 30 〜 12:日日、 13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 
•家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■ y .007 曰一800 -8] 8] -22 ■—般電話 03-已4 目 日一2日86 

■ファックス 03-34 目 0- 己 7] 8 

■インターネットすームぺージ http://www.pioneer.CG.jp/support/index.html 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案內.お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場含は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名感ご購入曰感故障症状を具体的に、ご連絡くださし、。 

修理についてのご相談窓 □ 

♦ お買い巧めの販売店に修理の依頼が出来ない場含 

修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜目:3日〜1目;00、±曜■日曜-祝曰目:3日〜12:日日、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

国電言舌 ^0]2。一已一81。28 国一巧受電言舌。3-已4目日一2023 

■ファックス 画 0] 20-已 一8 102目 


■インターネットホームぺージ http://www.pioneer.co.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付巧象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 


沖縄 ヴー ビス ステーシヨン （沖縄県のみ） 


貴付時間月曜〜金曜日: 3 日〜 1 狂 00 (± 躍-日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 

国一般電言舌 098 — 879 -1910 

■ファックス 098 -879- 13已2 


部品のご購入についてのご相談窓口 

•部品（付属品、リモコン、取扱説日月書など）のご購入について 

部品受をセンター 


受付時間月曜〜金曜 目;30 〜 18:00、 ±曜■日曜■祝曰 日:30 〜 12:日日、1 3:00- 

■電言舌 画0120— 己一 8] 09曰 ■ 

■ファックス ^0120-5-81096 

-18:00 (弊社休業日は除く） 

一般電言舌 0538-43-1 161 


平成18年4月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V0 し017 


/ JIS C 目]日□日- 3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性\ 
-第 3- 2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流が2日 A1； (下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調 
\波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 I 
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